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　　　　１




　──英国・首都。





　ロンドンの五月初しよ旬じゆんは、まだ底冷えする季節だ。


　春を迎むかえ、人々の装よそおいや商店街は夏の準備だって始めているのに、時々すうっと寒くなる。ただの気温の問題ではなく、身体からだの芯しんに直接浸しみてしまうような何かを、この街は持っているのかもしれなかった。


　うららかな陽光も、この街ではどこかしら頼たよりなく、儚はかなげだ。


　街の中心──シティと呼ばれる、世界中の金きん融ゆう資本がなだれ込むビジネス街から、ロンドン橋を渡ってサザーク区を南に抜ぬけると、この傾けい向こうはさらに助長される。


　ひとつ通りを過ぎるたび、視界の建物が変化していくのだ。


　まるで、時代を遡さかのぼるかのようだった。


　屋根には煤すすけた煙えん突とつが増え、建材も煉れん瓦がや木組みが目立ってくる。


　あちこちにひびの入った建物たちは、光よりも影かげを愛するようであった。ほの暗い影こそ自分たちの居場所と主張するかのごとく、それらは冷たい空気を湛たたえ、沈しずんだ色合いの内側へひっそりと溶とけ込んでいる。


「……やっと……着いたあ」


　そんな一角でも特別な建物の前で、ひとりの少年ががっくりと身体をのめらせたのだった。


　この国の人間ではない。


　おそらくは、日本人らしかった。


　ほんの少し癖くせのある黒くろ髪かみに、すっきりとした顔立ちは、十七、八歳といったところか。


　東洋の人間は、西洋においては一回り若く映るものだが……この少年の場合、童顔に比例して、別の印象も強かった。


　この街の雰ふん囲い気きが、妙みようにしっくり似合っているのである。


　よほど長く滞たい在ざいしている外国人でも、百年以上を閲けみした街角に立たされれば、たいていは違い和わ感を際きわだたせてしまうというのに、この少年に限ってはそういう常識が通用しなかった。


　若々しい姿と、たまにその右目から覗のぞく老成した気配のミスマッチが、この街に似ているからかもしれなかった。


　不思議な成熟と未熟とが、小さな身体の内側で、矛む盾じゆんせず両立している。


　伊い庭ばいつき。


　そんな名前の、少年であった。


「……うん」


　屋や敷しきを前に、いつきはこほんと咳せき払ばらいする。


　しかつめらしい樫かしの扉を二度ノックして、返事がないのを確かめてから、ノブを回した。


　あっさりと扉は開いた。


　屋敷の内側は、百年どころではきかなかった。


　暖だん炉ろや書しよ棚だなといった設備こそほかの建物と大差ないが、そこに占しめている物体が異様の二文字に集約されたのだ。


　年代物の机に置かれたのは、赤い火蜥蜴サラマンドラを封ふうじたフラスコ。


　隣となりでは銀の蒸留器が七色の湯気をあげ、旧型の顕けん微び鏡きようや望遠鏡、中世の各時代に想像されていた地図や地球儀ぎが惜おしみなく陳ちん列れつされている。どれも現げん役えきである証しよう拠こに、ほったらかしの床ゆかやキッチンと違ちがって、塵ちりひとつ積もってはいなかった。


　そして。


　とりわけ圧あつ倒とう的なのは、時計だった。


　おびただしいまでの時計が、所ところ狭せましと部屋を蹂じゆう躙りんしているのだ。


　種類も、大きさも一定ではない。


　骨こつ董とう品と思おぼしいものもあれば、ごく新しい掛かけ時計もある。ただし、その機構はぜんまい式で統一されており、かつある種の規則をも孕はらんでいたのだ。


　カチ、カチ、カチ。


　音が鳴る。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ。


　それらの音に応じて、火蜥蜴の纏まとう炎ほのおは色を変え、蒸留器の湯気は嘆なげく人面を形作った。平へい凡ぼんそうに見えた地図や地球儀さえ、ぐねぐねと表面の絵図を歪ゆがめていく。


　けして普ふ通つうの科学理論ではありえない、もうひとつの科学による実験光景。


　ある学問に通じた者なら、大きくうなずいてこう言うだろう。


　つまり。


　──錬れん金きん術じゆつ、と。


「こんにちは」


　いつきが日本語で呼びかけた部屋の奥に、白いインバネスを着た男が座っていた。


　巨きよ大だいな男だった。


　二メートルに至ろうかという巨きよ軀くで、炎のように赤い髪を伸のばしていた。厳しい碧みどりの瞳ひとみは、闇やみの中にあってもその意思の強さを衰おとろえさせなかった。


「……ずいぶん、早かったな」


　と、唇くちびるが重々しく開く。


　巨漢の名を、ユーダイクス・トロイデといった。


　先代〈アストラル〉に所属していた、自動人形オートマタの錬金術師である。昨年の事件から重要参考人として拘こう束そくされた彼は、いまだ〈協会〉管かん轄かつであるこの館やかたに軟なん禁きんされている状態だったのだ。


「てっきり夏頃ごろになると思っていたが……学業は続けてるんじゃなかったのか？」


「いや、その」


　少年──伊庭いつきは、照れ隠かくしのように頭を搔かいた。


「ちょっと、〈螺旋なる蛇オピオン〉についての〈協会〉の会議に出なくちゃいけなくなりまして。ゴールデンウィークを利用しました」


「……〈銀の騎き士し団〉だったか」


「もう聞いてますか」


「こんなへんぴな屋敷でも、ある程度は漏もれ聞こえてくる」


　と、ユーダイクスはすげなく口にした。


〈銀の騎士団〉。


　二週間前、いつきは〈アストラル〉を率い、彼らと魔術決闘フエーデを行ったのだ。


　その戦いでの傷を癒いやしてから、いつきはその騎士総長ジェラール・ド・モレーとともに、〈協会〉の会議へ出席した──今、ユーダイクスを訪ねたのは、あれから二日後だったのである。


「会議は進んでるのか」


「まだ見通しが立っていません。うまく休日中に終わってくれればいいんですけれど……ＢＢダブルビーランクになって〈協会〉が補助してくれるようにはなったんですが、やっぱり全員分の渡と航こう費用とか宿しゆく泊はく費とかは厳しいですし」


　苦く笑しようして、いつきは自分の肩かたを揉もんだ。


　昨年から〈アストラル〉の経営は大きく改善しており、今日明日に破は綻たんしてしまいそうな状じよう況きようは免まぬかれていたのだが、それでもＡクラス以上のような余よ裕ゆうを持つにはほど遠い。結果として、インターネット販売の格安便をオルトヴィーンが血ち眼まなこで探しまわり、エコノミークラスを使ういつきの身体からだはあちこちが凝こる一方なのだった。


　そんな会話の後、少年は周囲を見回した。


「──前に来たときも思いましたけれど、ユーダイクスさんが楽しく研究できそうなところで良かったです」


「道具は素す晴ばらしい。〈協会〉と〈学院〉から回されてくる品は必ずしも一線級とは言えないが、ほかに代え難がたい歴史と研けん鑽さんがある。こればかりは、私のつくったルートでも容易には手に入らん」


　そう言って、錬金術師は少年の右目へ視線を滑すべらせた。


「コンタクトレンズの調子はどうだ？」


「快適です。ありがとうございます」


　答えて、いつきも自分の瞼まぶたに触ふれた。


　よほど注意しなければ、コンタクトをいれているとも気づくまい。かすかに赤味がさしているだけで、少年の右目はごく普通のそれとしか思えなかった。


　その普通が、どれほどの異常か。


　妖精眼グラム・サイトという異い端たんを制せい御ぎよするのにどれほどの技術が必要か、今のいつきは文字通り身にしみて知っている。


「サンプルがあったからな」


　と、ユーダイクスはあっさり答えた。


　もうひとりの妖精眼グラム・サイト──フィン・クルーダの使っていた、コンタクトレンズのことだ。


　ユーダイクスとフィンが直接出会ったことはないが、若者の使っていた妖精眼グラム・サイト制御のコンタクトレンズは、〈協会〉に拘束されたとき資料として差し押さえられていた。ユーダイクスはこれを例として、いつきのレンズをつくりあげたのである。


「フィンさんの……レンズですか」


　なんとなく感かん慨がい深げに、少年は言葉を切った。


　それが、少年にとっても特別な名前であったからだ。


「まあいい。検査と調整を始めよう。そこに座れ」


「あ、はい」


　すすめられた椅い子すへいつきが座ると、ユーダイクスはルーペとコンパスを組み合わせたような器具を取り出した。その器具をあてがうと、ふたりの動きは停止した。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ。


　時計たちが、秒を刻む。


　外の世界とは、違ちがう時間に思えた。


　ここは、ユーダイクスの結界の内側だ。


　主あるじのためだけにつくられ、主のためだけに時間が流れ、主のためだけに時間の切り刻まれていく工こう房ぼう。魔ま法ほう使つかいにとっての工房は城であり領土であり、戦うための砦とりでであると言われるが、これほどに整えられた場所は稀まれだろう。


「……予定より早いということは、別の用件もあるんじゃないのか？」


　少年の眼球へ器具を据すえて、用心深くつまみを回しながら、巨きよ漢かんの錬れん金きん術じゆつ師しが水を向けた。


　それで、やっと少年も思い出したように口を開いたのだ。


「ひとつ、訊ききたいことがあるんです」


「何だ？」


「僕と父さんのことについて……何か知りませんか？」


「…………」


　その質問を受けて、ユーダイクスはわずかに沈ちん黙もくした。


「お前と司つかさのこと……か」


　相変わらずの、堅かた苦くるしい表情で口にする。


　文字通り機械仕じ掛かけの顔からは、石か鉄のような感情しか読みとれない。人間とは別の時間を生きている鉱物の精神こころ。


「はい。何でも構わないんです。僕と父さんの関係について──僕の出生について、何か父さんは言い残してませんでしたか？」


「残念だが」


　と、巨漢はかぶりを振ふった。


「その話なら期待には添そえまい。そもそも、私はお前が司の実子だと思っていた。その段階で結果は分かるだろう」


「そういえば……そんなことを言ってましたよね」


　いつきが、微び苦く笑しようする。


　昔のユーダイクスは、いつきとその父──伊い庭ば司つかさの乖かい離りについて、激げき怒どしていたからだ。


　実際に命をかけて争ったことさえあり、その際に発した言葉。


　確か、こんな台詞せりふだったろうか。





　──『馬ば鹿か馬ば鹿かしい。あの人の息子むすこと思い、期待しすぎたか。所しよ詮せん、遺伝子に思想や経験は残らんというのにな』





　本当だなあ、といつきは思う。


　ほんの少しでも、父親の経験が自分に残っていれば、あんな苦労は社員にかけさせなかったというのに。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ。


　時が刻まれる。


　もういくつかの話の後、


「……終わったぞ」


　と、巨漢は少年を解放した。


「お前の肉体の呪じゆ力りよく深度、レンズ側の呪的摩ま耗もう、ともに問題ない。念のため、非常用の薬も用意しておく。もしも痛んだ場合はそちらを使え」


「ありがとうございます」


　頭を下げたいつきへ、器具をしまいながらユーダイクスが尋たずねた。


「しばらくは、英国にいるのか」


「一応、会議が終わるまでは」


「なら、忠告しておこう」


　と、錬金術師はぶっきらぼうに告げた。


「ダリウスには気を付けろ」


「ダリウス・レヴィ……ですか」


〈教会〉の副代表。


　いつきも、何度か出会ったことがある。


　まるで獅し子しのような威い厳げんを纏まとった、魔法使いの王。


　穂ほ波なみのことを指して、『アンブラーの忌いみ児ご』と呼んだ男。


「伊庭司は魔法を使わない魔法使いだった。だが私の知る限り……最も魔法使いらしくない魔法使いは、あの男だ」


　それは、どういう意味だったろう。


　世界に在するあまたの魔法使いの中でも、ほぼ頂点に位置する──〈協会〉の副代表が、最も魔法使いらしくないとは。


　すぐには、少年にも分からなかった。


　だけど、


「分かりました」


　と、素す直なおに受け止めた。


　自分の尊敬する年長の相手に、余計な抗こう弁べんはいるまい。必要なときになれば分かる。どうしても知りたければ自分で探し出せばいい。それだけで十分だ。


　カチ、カチ、カチ。


　少しして、ユーダイクスは眉まゆをひそめた。


「どうした？　帰らないのか？」


「えっと……その、言い残したことがあるんじゃないかと思って」


「何のことだ？」


　いつきの言葉を、ユーダイクスは無表情に受け止め──すぐ、何かに気づいたかのように、ほんのかすか唇くちびるをきつく閉めた。


　至高の難問に挑いどむ哲てつ学がく者のような顔つきだった。


　よほど注意深く見なければ分からないが、強い葛かつ藤とうと、それとは別の感情が複雑に混じり合っていた。


　やがて、錬れん金きん術じゆつ師しはぽつりと口にしたのだ。


「……ラピスは、息災か」


「はい。いつも助けてもらってます。しょっちゅう、みかんちゃんと喧けん嘩かしたり、オルトくんにたしなめられたりしてますけれど、もう〈アストラル〉になくてはならない一員です。ユーダイクスさんが〈アストラル〉へ寄よ越こしてくれて、本当に良かったです」


「……そうか」


　歯切れ悪く呟つぶやいたユーダイクスに、いつきは微び笑しようした。


　それから一礼して、今度こそ身を翻ひるがえした。


　その背中を、もう一度声が叩たたいたのだ。


「ひとつだけ、訂てい正せいしておく」


「え？」


　振ふり返ったいつきへ、巨きよ漢かんはこう言ったのだ。





「お前は司の息子むすこだ。誰だれが認めなかろうがな」





　かつて、伊庭いつきを認めないと言ったのがユーダイクスであった。


　だが、誰もこれを変節とは呼ぶまい。


　この男がどれだけ伊庭司を慕したい、尊敬していたか。先代〈アストラル〉の社員の中で、誰よりも社長に心しん酔すいしていたのが彼であった。当時の想おもいはそのままに、錬金術師が告げた言葉の重みは、まさしく黄金に勝った。


「……はい」


「それと、私はここを動けない。何かあったら、お前の方から訪ねに来い」


　遠えん慮りよせずに来いという、この男なりの発言でもあった。


　それが分かったから、いつきの顔はくしゃくしゃと歪ゆがんだ。


「ありがとうございます、ユーダイクスさん」


　かろうじて口にして、少年はその場を立ち去ったのだった。





　　　　＊





　ユーダイクスの屋や敷しきを出た後、少し歩いてから伊庭いつきは、周囲を見やった。


　古めかしい通りには、それにふさわしくひび割れた煉れん瓦がの塀へいが連なり、絡からみついた蔦つたや街路樹のカエデと一体になって、ロンドンの一いつ端たんを支えている。いつき以外に人の姿は見かけられないが、そうした光景のひとつずつから、街の息吹いぶきを感じられるように思えた。


　長く、深い、人とは異なる街の息吹。


　ひょっとすると、そうしたひとつずつが霊脈レイラインと関かかわっているのかもしれない。妖精眼グラム・サイトの『力』の大部分を失い、視みえる世界が薄うすれてしまった今の方が、そういう想いを抱いだくことは多くなっていた。


（……どうしてだろう）


　見るだけが、自分の取り柄えだと思っていた。


　視ること以外に、自分が魔ま法ほう使つかいに関わる方法などないと思っていた。


　だけど。


　そんなことをしなくても、魔法を感じることはできる。


　別に、いつき自身に魔法が使えなくたって、そんなものはごく当たり前に息づいている。絡んだ蔦の規則性とか、日の光を浴びた煉瓦の割れ方とか──日常的に見るモノの中に秘密の法則は──いいや、本当は秘密なんかなくて、自分たちが分からないだけで最初から明示されているのではないかと、最近はそんな風に思えるようになっていた。


（先生に受けた……特訓のせいかな？）


　目ではなく、音だとか臭においだとか肌はだ触ざわりだとか、そういう別感覚の情報をもう一度脳内で視覚情報に置き換えなおす訓練。


　けして即そつ効こう性ではなく、むしろ地味な訓練ではあったが、あの数ヶ月以来、何かしら物の見方が変わった気もしている。


　そのひとつずつを思い返しながら、少年は塀の一角へ視線を移す。


　その気配も、今は明白だった。


　だから首を傾かしげて、少年はこう言ったのだ。


「会わなくて良かったんですか？　先生」


　すると、ひょっこり小さな影かげが持ち上がった。


「……んー、だって、ユーダイクスくんに説明とかするの面めん倒どうくさいもの。だいたい、そうでなくてもこんな姿見られたくもないし」


　猫ねこである。


　玩具おもちやみたいな羽を生やした、ロシアンブルーの猫だった。


　ヘイゼル・アンブラー。


　いつきの師し匠しようとして、数ヶ月前から指導してくれている相手だった。猫の姿をしている理由は、実のところいつきもよく知らない。先代〈アストラル〉社員の中でもとりわけ謎なぞに包まれていた魔女は、こうして姿を現した今も、変わらぬ秘密主義を保っていた。


　いつきは、一いつ瞬しゆんぱちぱちと瞬まばたきしてから、答える。


「先生の姿は、可愛かわいいと思いますけれど」


「女の子落とすなら正解の台詞せりふだけれど、この場合は七十点ね？　研けん鑽さんが甘いわよ、あたしの可愛い生徒さんマイ・スイート・ハニー？」


「せ、先生!?」


　目を丸くしたいつきに、羽猫がころころと笑った。


　どう考えても猫の声帯で出せるような音ではないのだけれど、なんとも愛あい嬌きようと悪戯いたずら心ごころに満ちた笑い声であった。


　鼻の頭を搔かいて、いつきは渋じゆう面めんで口にする。


「時々、先生は人のことをからかいすぎだと思います」


「あら。からかってると思ってるの？　だったら重じゆう症しようなんだけれど」


「何のことです？」


「……うん、知ってたけれど無自覚なのよね。よくまあ、みんな我が慢まんしてること」


　なんとなく、呆あきれたように羽猫はため息をついた。


　猫のため息というと、このロンドンには似合いかもしれない。


「だから、何のことですか先生？」


　少し強く訊きくと、羽猫は観念したように瞼まぶたを閉じる。


「要するに、キミがまだまだ未熟ってことよ。あたしみたいに素す晴ばらしい先生が持てて幸せでしょう？」


「……感謝はしてます」


「よろしい」


　満足げに、羽猫がうなずいた。


　優美なうなずきで、ぴんとよく張った髭ひげが揺ゆれる。


　それから、こう問うた。


「じゃあ、ここからは計画通りに？」


「はい」


　と、いつきも肯こう定ていする。


「多分……そうなるしかありません」


「あたしも異存はないわねえ。せっかく〈銀の騎士団〉まで使って確かめたんだし」


　くるくると、塀へいの上の羽猫は尻尾しつぽを丸めた。


　この都市らしい古いガス灯の列を歩きながら、ふたりは──ひとりと一匹ぴきは話している。


　人目があれば、相当な注目を集めたろうが、幸いしばらく進んでもほかの人影は見あたらなかった。ユーダイクスを軟なん禁きんする以上、その場所は〈協会〉側も選んだということなのだろう。


　空はうっすらと翳かげり、雲間から光が射さしている。


　斜ななめに流れる光の列は、天使の階段とも呼ばれるのだった。


　どこか感かん慨がい深げに、羽猫はその光を見つめた。


「この街と〈協会〉の事情は大きく変わりつつあるわ。あなたが投げた石は風を呼んで、新しい状じよう況きようを招くでしょうね。風で終わるのか、嵐あらしまでいくのかは分からない。ものすごーく大変だけれども、その状況にうまく乗っかることも不可能じゃないわ。今いま更さら、覚かく悟ごとか問う必要はないでしょう？」


「実は……よく分かりません」


　いつきが眉まゆを複雑にひそめる。


「なんとかしたいと思ってるし、なんとかするために頑がん張ばっているつもりです。それでも、自分の願いが正しいのかどうか、いまだに分かりません」


「正しい願いなんかないわよ」


　きっぱり言い切った羽猫に、いつきはあっけにとられた表情をした。


　それから、苦笑いみたいな顔になった。


「そうですね。それはこの二年で何度も教わった気がします。それでも、なんとかなるんじゃないかって、つい思っちゃいます」


「ずいぶん勝手で、都合の良いい話じゃなくて？」


「かもしれません」


「素直だこと」


　つんと澄すました様子で、塀の上から羽猫は少年を見下ろした。


「──ひとつ、訊いていいかしら？」


　宝石のような瞳ひとみが、いつきの顔を映していた。


　眼帯をつけていない、少年の顔。何かが足りないような、何かが埋うまったかのような、相反する印象がそこには感じられた。


　目を離はなさず、羽猫は問う。


「キミがそこまでするのは、あの娘このため？」


「……え？」


　きょとんと目を見開いたいつきは、すぐさま慌あわてた口調で言った。


「あ、あの娘って──」


「本当にひどいこと。──でも、それだけではすまないわよ」


　羽猫はしなやかな首をもたげて、新たな角度から再び問いかける。


「あなたは頑張ってるわ。拳けん法ぽうの腕うでひとつとっても、いくら隻せき蓮れんくんが手ほどきして、あのオルトヴィーンくんが手伝ったとはいえ、たかだか一年半ほど修しゆ行ぎようした程度の出来じゃない。だってキミって、才能の方はわりと残念だもの」


「残念って言わないでください」


「あらあら」


　唇くちびるを尖とがらせたいつきへ、羽猫は楽しそうに尻尾を動かした。


　いつきのこうした反応を引き出せる相手は、案外珍めずらしい。ヘイゼル・アンブラーを名乗るこの猫は、少なくともある種の天才らしかった。


「でも、だからこそ、動機はすべてに影えい響きようしてしまうわ。最初のベクトルが蝶ちようの羽ほどにささやかであっても、そのささやかさのゆえに嵐を招くかもしれない。──今の内に一度考えた方がいいわよ？　ちゃんと考えられる間にね」


「……はい」


　いつきもうなずいた。


　やや長く考えて、少年は遠えん慮りよ深げに口を開いたのだ。


「あの、先生は……父さんのことは何か知ってますか？」


　これまで何度か問い、ずっとはぐらかされていた質問だった。ユーダイクスに尋たずねたのも、ほかに訊きけそうな人間がいなかったからだ。


　今度は、どうだろうか。


　猫は少し先を進んで、振ふり返らぬままに訊いた。


「どうして、今更気になるの？」


「……今更、だからだと思います」


　少し考えて、いつきは答えた。





　──『僕は、僕になります』





　かつて、ユーダイクスにそう言い切ったのはいつき自身だ。


　自分は父ではないし、父のようにもなれない。伊庭いつきだけの道を見つけてもいない。だけど、いつかはきっと見つけてみせると、そんな決意を語ったのだ。


　そして二年が経たった今。


（まだ……遠い）


　そのことを、いつきは自覚する。


　自分は、ほかに代え難がたい『何者か』になんて、まだなれていない。


　司の息子むすこだと言ってくれたあのユーダイクスに応こたえられるような、そんな人間にはなれてない。けして自じ嘲ちようでも過小評価でもなく、それは厳然とした事実だろう。


　だから、思うのだろう。


　だから、考えてしまうのだろう。


　自分の父親は──


「父さんは……〈アストラル〉を、どんな結社にしたかったんでしょう」


　それも、聞いたことはある。


　猫ねこ屋や敷しきとユーダイクスから聞いた、過去の〈アストラル〉の事件。


〈螺旋なる蛇オピオン〉との因いん縁ねんを深めたその騒そう動どうの最中さなかに、父である伊庭司はこう告げたのだと言う。





　──『そんな歪ゆがんだ在り方だけが、魔ま法ほう使つかいの手に入れられるものだなんて思わない。だから俺は、それを証明するために〈アストラル〉をつくった』





　父の、言葉だ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部を前に、正面から叩たたきつけた台詞せりふ。


　それは、いつきの理想と近しい。


　少年自身がフィンやクロエに言った台詞と、とてもよく似通っている。


　だけど、似てはいても、本当に同一なのだろうか。


　そのことが、いつき自身にも分からなかった。分からぬままでいいのだろうかと、そんな風に思うようになったのは、ごく最近のことであった。


「僕は、せめて学びたいんです」


　いつきは、言う。


「自分が賢かしこいとは思えません。自分が優すぐれているなんて思えません。だったら、もっと皆みんなを傷つけずにいられたはずです。だから、先人がどう考えて、どう思って、どう悩なやんでいたのか。せめて、それを知っておきたいんです」


　この半年、少年を苦しめた無力感。


　ヘイゼル・アンブラーを名乗る妖よう猫びようを師し匠しようとしたのも、そうした無力を嚙かみしめたためだったろう。ほんの少しずつでも強くなろうとした結果が、先人に学ぶ行動へ結びついたのは必然ともいえる。


　その想おもいが届いたか、どうか。


「…………」


　一いつ瞬しゆんだけ、間があった。


　羽猫のプラスチックみたいな羽がぴくんと動いて、彼女の瞳ひとみは道の先を見つめた。


「──キミ、お客さんのようよ？」


　と、囁ささやいたのだ。


　いつきも、ほぼ同時にそちらを向いた。


　埃ほこり臭くさい妖都ロンドンの通りに、長い影かげが差していた。





　　　　２




「あー、お兄ちゃん社長、お帰り！」


「いつき、お帰り！」


　ホテルの扉とびらを開くと、ふたりの少女が我先にと飛び出してきた。


　どちらも、年ねん齢れいは十歳前後。


　長いツーテールに上質の千ち早はやと緋ひ袴ばかまを着た幼い巫女みこと、真っ赤な髪かみにゴシック風の衣い装しようを纏まとった少女であった。


「あ、あたしの方が先にお出で迎むかえするんだから、ラピスは待ってて！」


「みかんこそ遠えん慮りよするべき。こういう場合、先せん輩ぱいは後輩に譲ゆずるものだと聞いた。優やさしい先輩はその優しさゆえに大切なものを失うんだって、ドラマでやってた」


「それ絶対逆！　後輩は先輩にかわいがられて、冷たい部屋の隅すみでめそめそ泣いてるのが定番なんだから！」


　押し合いへし合い、片方の巫女は表情豊かに、片方の少女は無表情のまま、互たがいの中間点に激しい火花を散らしている。


　葛かつら城ぎみかんと、ラピスであった。


「ふ、ふたりとも落ち着いて」


　そんな少女たちをなだめながら、いつきはホテルの落ち着いたロビーを見回した。


　狭せまい、円形のロビーであった。


　ユーダイクスが住んでいた屋や敷しきとは、また違ちがう意味で古こ色しよく蒼そう然ぜんとしており、シャンデリアに至ってはなんと蠟ろう燭そく式という骨こつ董とう品ぶりであった。とろとろと文字通りに溶とけていく炎ほのおは、独特の味わいで絨じゆう毯たんや本ほん棚だなを照らし上げている。


　ホテル・リンボ。


　以前、ロンドンに来たとき猫屋敷から教えてもらったホテルを、いつきたちは定宿としているのであった。魔法使いの存在を知っているホテルなのに、〈協会〉の肝きもいりでもないという微び妙みような立ち位置が、今の〈アストラル〉にはちょうど都合が良かったのだ。


（もうひとつ……あるかな）


　ぼんやりと、思う。


　なんとなく、いつきにはこのホテルが懐なつかしく見えたのだ。


　その構えが、日本の〈アストラル〉事務所に似通っていたから。


　あるいは。


　昔の、みんなが揃そろっていた〈アストラル〉にも──


「お兄ちゃん社長？」


　みかんが、ことりと首を傾かしげた。


「ううん、なんでもない」


　かぶりを振ふった後、いつきはラピスへと振り返った。


「ユーダイクスさん、元気そうだったよ」


「……ん」


　嬉うれしそうに、ラピスがうなずいた。


　その少女の頭をそっと撫なでると、少女はくすぐったそうに頰ほおをほころばせた。ユーダイクスと同じ真っ赤な髪は、しかし羽う毛もうのように柔やわらかく、いつきの手に心地ここちよかった。


　それから、少年は天てん井じようを仰あおいだ。


「黒くろ羽はさんは何もなかった？」


「はい」


　すると、ちょうどシャンデリアのあたりで、中空に浮ういた黒羽まなみがうなずいたのだ。


　メイド服の幽ゆう霊れい少女は、周囲に布ふ巾きんやはたきを浮ふ遊ゆうさせている。〈アストラル〉の経営的な問題から、完全な客ではなく、セルフサービスや洗せん濯たく掃そう除じ込みの半手伝いというカタチにさせてもらっているのだった。


　もちろん、そういう意味で黒羽の右に出る者などいるはずもなく、実に頼たよりになる細ほそ腕うでではあった。


　ゆっくりと降下した黒羽は、悪戯いたずらっぽく問いかけた。


「あたしは、頭撫でてもらえないんですか？」


「え？　その──それは」


　戸と惑まどったいつきが瞬まばたきすると、


「冗じよう談だんです」


　と、少女は人差し指を唇くちびるへやった。


「あ……く、黒羽さん!?」


「だって、ちょっと気持ちよさそうでしたから」


　くすくすくす、と黒羽が笑う。


　なんだか、この少女は以前よりもたくましくなったようだった。


　その理由は、いつきにも分からない。


　ただ、それも強さだと思った。


　この〈アストラル〉に黒羽が入社してそろそろ二年……その間に、黒羽が身につけていった強さのカタチ。いつきと同じように魔ま法ほう使つかいではないこの少女は、だからこそ魔法使いとしてではない強さを選んだのかもしれなかった。


　そこにいるだけで、人を安心させるような強さ。


　静かだけど、この異国にあっても揺ゆらがない、確かな在り方。


　いつきにも、そうした少女が眩まぶしく思えた。


　そんな風に話していたときだった。


「──いつき様、お帰りになったのですか？」


　もうひとり、螺ら旋せん階段からロビーへと下りてきたのだ。


　爽さわやかな赤毛のショートカット。


　薄うす手での白い衣い装しようを纏まとった姿も、実に凜り々りしく清すが々すがしい。今ホテル・リンボに集つどった中でも、少女は特別な雰ふん囲い気きを纏っていた。


「クロエさんまで、このホテルに来てたんですか」


「〈協会〉の担当も継けい続ぞくになりましたので。いつき様が移動されているなら、私もこちらに来るのが筋というものです」


　ごく当然とばかりに、クロエ・ラドクリフがうなずいた。


　無論、〈銀の騎き士し団〉の少女騎士であった。


　こちらは現在、〈協会〉からの担当と、〈銀の騎士団〉からの渉しよう外がい役を兼かねるという、随ずい分ぶんややこしい立場になっている。〈銀の騎士団〉が〈協会〉の重じゆう鎮ちんであることから、こういうごり押しが可能となったわけだが、いつきにはありがたかった。


　また新しい担当がつくとなれば、慣れるのにしばらくの時間がかかるし、現状はそれだけの時間も惜おしい。魔術決闘フエーデも経て、互たがいの見識を深め合ったクロエならば申し分なかった。


　実際のところ、こんなややこしい立場が受け入れられたのは、魔術決闘の後クロエが自じ薦せんしてくれたのが大きかったのだが、わざわざそうした理由は分からない。


（……本当に、世話になりっぱなしだなあ）


　と、いつきが困った顔になる。


　どうやったらその恩を返せるのか、分からなくなってしまうから。


　赤毛の女騎士は、そんないつきを見やって、生き真面目まじめな口調で言う。


「聞きましたけれど……こちらに来る費用で苦労なさったとか。必要でしたら、〈銀の騎士団〉でも負担しましたのに」


「それこそお世話になりすぎです」


　と、少年は微び笑しようした。


　深く感謝を滲にじませた少年の表情に、クロエは何故なぜだかもじもじと耳のピアスへ触ふれて、言葉を継ついだ。


「ゆ、友好契けい約やくのある以上、騎士は友人への助力を惜しまぬものです。……ですが」


「ですが？」


　瞬きしたいつきへ、女騎士は真まっ直すぐに問うたのだ。


「いつき様が、〈アストラル〉でも〈銀の騎士団〉でもないほかの魔法使いと、秘密裏りの交渉を持っていらっしゃるというのは本当ですか？」


「え？」


「あくまで確かく認にんです。ですが、それなりに信しん憑ぴよう性のある筋から聞きました。なので、念のため確認したいのですが、真しん偽ぎはいかがですか？　伊庭いつき様」


　クロエの問いは、研とぎ澄すまされた刃やいばのように、すっといつきの内側へ食い入った。


「お兄ちゃん社長？」


「いつき？」


　今のクロエの話はまったくの予想外だったものか、みかんとラピスが続けて振ふり返った。


　この少女騎士も、けして甘いばかりではない。


〈アストラル〉の利益と、自分の在ざい籍せきする〈銀の騎士団〉のそれを、きっちりと線引きしている。だから、いつきもぴりっとした緊きん張ちようを湛たたえて、その問いに構えた。


「……ええとまあ、少し理由があって……実は入り口に」


　こめかみに指をあてて、難しい顔で言葉を探す。


　不意に、その指が止まった。


　背後を、振り返る。





「──入り口にってのは、こいつのことか？」





　いつきがくぐりぬけたばかりの、玄げん関かんであった。


　そこで、オルトヴィーン・グラウツが鋭するどい糸切り歯を剝むいていたのだ。


　この半年でさらに亜あ麻ま色いろの髪かみを伸のばした少年は、いつものように真しん紅くのコートと耳当て付きの帽ぼう子しを纏い、ひどく不ふ機き嫌げんそうに隣となりの人ひと影かげを横目で見つめていた。


　もうひとつの、人影であった。


「玄関先ででくわした。思わずぶっ殺すところだったぞ」


　言葉だけでなく、オルトヴィーンの五体からはぎらぎらとした殺気が溢あふれている。


　実際、ほとんど本気なのだろう。


　ほとんどというのは、少年の意思ではなく、単に実力差の問題だ。


　ことルーン魔ま術じゆつならば、すでに一流と呼んでいいこの少年と、その相手との。


　──そして。


　のっぺりした声が、ホテルへ流れたのだ。


「少しばかり、入り口で待たせていただいてました」


「…………っ」


　みかんもクロエも、身を強こわ張ばらせた。


　ラピスはきょとんと首を傾かしげ──ただひとり、黒羽だけは、哀かなしみと微笑とを半分ずつ混ぜたような顔になった。


　ひどく、薄っぺらい相手だった。


　目や鼻といった個々のパーツも印象に残らぬのだが、もっと根本的な部分で、男の存在自体が途と轍てつもなく薄うすいのだ。ホログラムか何かのように、視覚情報としてそこにあるという以上、何の実感も覚えられない怪かい異い。


　それこそ、絨じゆう毯たんに伸びた影かげの方が、まだしも存在感があるかもしれない。


　奇くしくも、男の名は影かげ崎ざきと言うのであった。


「皆みな様さまとお会いするのは、半年ぶりですか。新しい顔もいるようですが」


　珍めずらしく、唇くちびるを歪ゆがめ──まるで笑いのような表情を取った。


　視線を移し、赤毛の少女騎士を見やる。


「あなたが新しい担当でしたか。いかがです、〈アストラル〉は？」


「……良い魔術結社だと思います」


　クロエの喉のども、かすかにつっかえた。


　あるいは、〈アストラル〉の人間よりも、クロエの方がこの男に詳くわしいのかもしれない。


　つまり、『魔法使いを罰ばつする魔法使い』として。


「それは重ちよう畳じよう。皆様もますますご健勝のようで」


　いっそ機械音声の方が、情がこもっているように聞こえるかもしれない。


　仮にも人の姿を取っている分だけ、影崎の方が悪質だった。


　クロエが、かろうじて顔をあげる。


「でも、どうしてこちらに？」


「もちろん、いつき様に呼ばれたからですよ」


「え？」


　その言葉に、全員が少年を振り向いた。


　そして、


「本当だよ」


　と、いつきも肯こう定ていしたのだ。


　想像外の展開に、少年と影崎を除く者たちは言葉もなかった。


「──もっとも、用件までは伺うかがってなかったですね？　わざわざホテルまで呼びつけてどのようなお話です？」


「影崎さんに、お願いがあるんです」


「ほう」


　面おも白しろがっているような言葉面づらなのに、やはり何の感情もない。


　そんな相手を、強く少年は見つめた。


　考えてみれば、この相手とも長い付き合いとなっていた。


　いつきにとっての初めての大事件──ソロモンの姫ひめと出会ったあの事件から、すでに二年。影崎と少年との関係は、ずっと灰色を維い持じしたまま、ここへ至っていた。


　最悪の敵のような。


　最悪の味方のような。


　これまでの事件のどれひとつとっても、〈アストラル〉にとって良好な関係とは言い難がたいのに、かといって単純に割り切れない相手であった。


　影崎が、もう一度口を開く。


「だったら、私とあなただけで話せば良かったのでは？」


「皆みんなのいる場所で話しておきたかったからです」


　そう言って、少年はスーツの胸に手を当てた。


　ゆっくりと、息を吸う。


　自分の行動が間ま違ちがえてないか、自分の決断が誤ってないか、確かく認にんする。これまで何度も何度も確認したことを、もう一度だけ。


　それから。


　はっきりと、こう告げたのだ。





「ダリウス・レヴィと……僕を、会わせてほしいんです」





　　　　＊





　ロンドンから、列車ナシヨナルレイルに乗ろう。


　十数分ほど西に行くと、そこにはスラウと呼ばれる土地がある。


　風ふう光こう明めい媚びにて知られ、古くよりロンドンと交流してきた場所だった。ロンドンに密集した建築物があふれ出すようにして、この街にも近代化の波は押し寄せたが、それでもかの首都に比べればかつての面おも影かげを多く残している。


　何より、空が高い。


　とある王宮天文官が愛した土地は、いまだにその美質を失ってはいなかった。


　逆に、地表へと目を向ければ、土地の周囲には鬱うつ蒼そうと茂しげった森が広がっている。時にカンタベリーラインとも呼ばれる豊ほう穣じような霊脈レイラインを宿した森のただ中には、思わず息を飲むほどの、荘そう厳ごんな屋や敷しきが佇たたずんでいたのである。


　そう、屋敷であった。


　絢けん爛らんたる窓を壁かべと馴な染じませたつくりは、正統なるチューダー様式。


　もっとも、青空にくっきりとそびえている尖せん塔とうは、屋敷というよりも城に近いだろう。敷地の広大さたるや、正門から屋敷の玄げん関かんまで歩いて十分以上かかるほどで、その間に客を退たい屈くつさせないよう、贅ぜい沢たくな英国式庭園が設けられている。


　すうっと、直線的に泥炭ピートが埋うめ込まれ、そこから咲さき乱れたのは色とりどりの薔薇ばらだ。春とあって何種類もの蝶ちようが舞まい、彫ちよう像ぞうと噴ふん水すいの間で、硝子ガラス細工みたいな羽をきらめかせた。


　よもや、この絢爛たる屋敷が『別べつ荘そう』であるなど、土地の者もほとんどは知らぬ。


　ロンドンに古くより根付きつつ、しかしその街だけには縛しばられまいとする者──そういう一族が、ここへ居を構えているのだった。スラウという首都から幾いく分ぶん離はなれた土地柄がらが、その一族にとっては好都合だったのかもしれない。


　そんな屋敷の。


　庭園を見下ろす、一室。


　内側に小さな家を建てられそうな、広々とした部屋の一角で、美しい主人は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。


　原因は、明らかだった。


　もうひとりの少女が、美味おいしそうなクッキーを片手に、窓まど際ぎわに腰こし掛かけていたからである。


「……ふん」


　と、アディリシアは鼻を鳴らす。


　縦ロールの金きん髪ぱつが揺ゆれる。この半年でさらに伸のびた黄こ金がねの髪かみは、少女の漆しつ黒こくのドレスに映はえる。深い闇やみと貴とうとい光の双そう方ほうを伴ともなうようにして、少女はもうひとりの少女へ、形の良い唇くちびるを尖とがらせたのだ。


「最近、ずっと人の家に入り浸びたってますのね？」


「別にええやろ。この屋敷、馬ば鹿かみたいに部屋いっぱいあるんやし」


　嫌いや味みすれすれの言いぐさに、穂波・高たか瀬せ・アンブラーはあっけらかんと笑ってみせた。


　シルクのシャツとスカートに、黒いストッキングが艶なまめかしい。〈協会〉に派は遣けんされてからの彼女は、どこかしら財団の秘書めいた雰ふん囲い気きを湛たたえていた。


「そういう問題じゃありません。我が物顔に他人の屋敷で寝ね泊とまりしたあげく、平然と食事やデザートまで要求して、恥はじというものはありませんの」


「んー、じゃあアディ友達少ないんやから、大事にしてくれへん？」


「あなた──！」


　一いつ瞬しゆん激げき昂こうしかけて、すぐアディリシアは肩かたを落とした。


　目の前の自じ称しよう友人の返事が、あまりに屈くつ託たくなかったからだ。


　もっと気にくわないのは、その言葉を否定しきれないあたりだった。


　ただの友人ではなく、この自称友人と自分との間には特別なつながりがある。それだけは間違いなかった。


　もっとも、それは──ふたりで殺し合ったとしても後こう悔かいしない類たぐいの絆きずなではあったが。


　そんな親友宿敵の様子を見ながら、穂波がぱくんとクッキーを齧かじる。


「あ……外れ」


「外れって何ですか！」


「だってこれ、アディの焼いたやつやろ。焦こげが混じってるもん」


「……あ」


　指し摘てきされて、少女はもごもごと口ごもったのだ。


「そ、それは……ちょっとオーブンの調子が悪くて」


「アディのところ、呪じゆ力りよくを介かいさない魔ま法ほう薬の調整にも使えるように、最新型の電気オーブンも導入してなかったっけ」


「…………」


　うつむいて、くるくると縦ロールを人差し指でいじる相手に、穂波が淡あわく微び笑しようした。


「でも、少々のお焦げですんでるんやから、良かったやん」


「ま、まだ何か、文句ありますの？」


「やって、〈学院〉時代にもらったんひどかったし。全員翌日腹痛で倒たおれたやつ。あたしが魔女薬を配るはめになったのは、もう忘れたん？」


「あれはちょっとしたミスです！　誰だれだってたまには失敗します！」


「じゃあ、あれから練習したんや？」


「もちろんです！」


　胸を張った金髪の少女を、穂波は楽しそうに──少しだけ切ない目で見やった。


　どこか困ったように、こう訊きいた。


「それって、誰のため？」


「っ……！」


　かあ、と少女の顔が真っ赤になった。


　もとが白いだけに変化はあまりに明めい瞭りようで、だから穂波の方も思わず息を詰つめてしまった。


「そ、そんな分かりやすく表現してくれなくても良かったんやけど」


「だから……余計なお世話です」


　精せい一いつ杯ぱいの想おもいを告白するように、アディリシアはうつむいた。


「あなたが私の友人だって言うのなら、黙だまって食べていればいいんです」


「……うん」


　と、穂波がうなずいて、不細工なクッキーを口に放ほうり込む。


　カーテンが揺れる。


　心地ここちの良い、春の風。


　栗くり色いろの髪を押さえ、窓から見える景色の──その向こう側にあるはずのロンドンを思って、穂波は遠い目になった。


　振ふり返って、こう尋たずねた。


「もう、アディは聞いた？」


「何のことです？」


「伊庭くんが、倫敦でダリウス・レヴィと会談するんやって」


　穂波の言葉に、はっとアディリシアは表情を険しくした。


「もちろん聞きましたわ。先日の、〈銀の騎き士し団〉との友好契けい約やく以来、〈アストラル〉の動向はずっと話題になってますし」


「申し込んだのは、伊庭くんの方からやって」


　穂波が、ぽつりと付け足した。


「わざわざ影崎を呼んで、ダリウスを名指しで会談するように申し込んだそうや。こんな風に話題になることを、最初から目もく論ろんでるとしか思えへん。──そういうのって、昔の伊庭くんとは違ちがうやり方やない？」


「違いますわね」


　あっさりと、アディリシアは言った。


　それから、こう付け足した。


「だけど、同じですわ」


「同じ？」


「あの人はいつもそうだったでしょう」


　と、これは幾いく分ぶんか──魔術結社の首領には似合わない──だからこそこの少女に似つかわしい親愛の情を込こめて、アディリシアは口にしたのだ。


「無理、無茶、無む鉄てつ砲ぽうの三無い主義。こっちが考えもしないことを、考えもしない方法でやらかして、そのたびに私たちが振り回されるのですわ」


「そやね」


　ふたりとも、顔を見合わせてくすくすと笑った。


　半年前まで、そんな少年に最も振り回されてきたのが、このふたりであったからだ。魔法使いの常識さえわきまえず、いつも突とつ進しんしていく少年に、一体何度やきもきさせられて、一体何度憧あこがれたことだろう。


　自分もそうありたいと、心の底で、ほんのかすかに願ったろう。


　願いというより、それは祈いのりに近かったかもしれない。


　魔ま法ほう使つかいの因習など、ひょっとすると簡単に壊こわれるものかもしれない──そうあってほしいという、無自覚で身勝手な祈り。


「でも、イツキはここまで来てしまいました」


　アディリシアが、言う。


「ダリウス・レヴィは、誰もが認める、私たちの世界の代表でしょう。魔法使いたちの世界の、その具現でしょう。だったら……イツキがこの世界でどういう立場に追いやられるかは、ダリウスの気持ちひとつで決定することになりますわ」


　そこまで言って、アディリシアは顔を上げた。


「あのイツキが、ダリウスから何らかの譲じよう歩ほを引き出せると思います？」


「分からへん」


　正直に、穂波はかぶりを振った。


　ダリウス・レヴィは、一種の怪かい物ぶつだ。


　自分の実の父だという──ほとんど誰もが知らぬ事実を通しても、その内心は窺うかがえない。そもそも、普ふ通つうに考えれば、いつきの申し出を受ける必要だって皆かい無むなのだ。仮にも〈協会〉の副代表たるものが、たかがＢＢダブルビークラスの魔術結社の申し出を断っても、評判に傷ひとつつくはずがない。


　だけど、同時に。


　今のいつきも、理解しきっているわけではないのだ。


　さきほどアディリシアと話したように、少年は凄すごい勢いで変化している。いいや、おそらく穂波が〈アストラル〉にいた頃ころから萌ほう芽がはあったのだが、この半年をきっかけに目覚ましいレベルでの成長を果たしている。


　ならば。


　今のいつきとダリウスなら、どんな結果を導くのか。


　穂波とアディリシアのふたりにも、それは計り知れないのであった。


　少し黙ってから、アディリシアは問うた。


「あなたは……どうするつもりですの？」


「あたし？」


「今のあなたとあの強ごう欲よく陰おん陽みよう師じは『魔法使いを罰ばつする魔法使い』でしょう。〈協会〉の重じゆう鎮ちんとも切り離はなされた──代表と副代表だけの直属の部下。逆に言えば、普通の〈協会〉所属の魔法使いには許される程度の拒きよ否ひ権も、あなたたちには認められません」


　たち、とアディリシアは言った。


　穂波だけではない。


　穂波とともに〈協会〉へ派は遣けんさせられている猫屋敷蓮れんも、同様の立場だからだ。


「もしも、〈アストラル〉と敵対することを命じられたなら……あなた方はどうするつもりですの？」


　それは、半年前アディリシアが突つきつけられた試問であった。


　京都の地でいつきが禁きん忌き指定されたとき、アディリシアは〈ゲーティア〉の首領として、〈アストラル〉を拘こう束そくするべく要よう請せいされた。結果として、当時の少女は自らの魂たましいさえ殺す覚かく悟ごで事件に臨のぞみ──いくつかの幸運から、少年を手にかけずに済んだ。


　ただの幸運だと、思う。


　同じ状じよう況きようにもう一度巡めぐり会ったなら、最も早はやそんな幸運の風は望めないだろう。


「…………」


　訊きかれて、穂波は瞼まぶたを閉じた。


　すぐに、こう答えたのだ。


「あたしは、貸し出し魔法使いレンタルマギカや」


「知ってますわ」


「でもね。覚えてる？」


「何をです？」


「あたしが、昔なりたかったものが何やったかって、アディに話したときのこと」


「…………」


　もちろん、アディリシアは覚えている。


　もう、一年近くも前のこと。


　夏の話だ。いつきの妹が突とつ然ぜんに来らい襲しゆうして、それはもう壮そう絶ぜつな嵐あらしを〈アストラル〉に巻き起こした、その二週間ほど後の出来事。


　皆みなで夏祭りに繰くり出したその最中さなか、穂波は妙みようにさっぱりした顔で告げたのだった。





　──『あたしは、ずっとアディがうらやましかった』


　──『今は、いっちゃんもかな。だって、ふたりとも、ちゃんとなりたいものが分かってる。胸の真ん中に大事なものがある』





　華か麗れいな花火の打ち上がる中、穂波は躊躇ためらいもなく自らの葛かつ藤とうを口にしていた。


　まるで、自分の内側から、何かを探さぐり当てようとするように。


　何かを織り上げようとするように。


　そして、こう告げたのだ。





　──『あたしは、貸し出し魔法使いレンタルマギカになりたいって思うんや』





（あのとき……）


　アディリシアも、うらやましいと思ったのだ。


　自分にはない行動力と思い切りの良さ。彼女だって彼女なりの事情や環かん境きように縛しばられているはずなのに、ずっと自由で奔ほん放ぽうな在り方。


　今、穂波は言う。


「いっちゃんは──『僕は僕になりたい』って言った。そのいっちゃんが、いっちゃんなりに考えて、ここまで来たんやと思う。〈銀の騎き士し団〉とやりあったのも、ダリウスと面会するのも、あのときの言葉の延長やと思う」


　今日初めて、穂波は少年のことをいっちゃんと呼んだ。


　幼なじみだった頃の、あだ名。


「だから、あたしもあたしとして、いっちゃんの前に立ちたい」


　小さな拳こぶしを固めて、少女は胸に置く。


「その上で、もしもいっちゃんと争わなきゃいけなくなったなら……あたしは〈協会〉に派遣された貸し出し魔法使いレンタルマギカとして、正面からいっちゃんに挑ちよう戦せんしたい。フィンにも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも負ける気はあらへん」


　堂々と、少女は言い放った。


　あるべき未練も、哀かなしみも振ふり捨てて。


　そして、挑戦的な目つきで、金きん髪ぱつの少女を見つめたのだ。


「──アディはどうするん？」


　数秒、少女が動きを止めた。


「私は……」


　ぱちぱちと、瞬まばたきしてしまう。


　自分でも不思議なことに、胸の底が熱かった。数日前──あの少年と再会したときから、心臓に熾おこっていた何かが、今はごおごおと燃え盛さかっていた。


　いつも、思う。


　どうして、この相手は、こうやって自分に火を点つけるのだろうかと。


　こくり、とうなずく。


「ええ、私も決めていますわ。──自分がどうするかなんて、今いま更さらあなたに言われるまでもありませんもの」


「なら、良かった」


　穂波が微笑ほほえんだ。


「やったら、あたしも安心して、アディと戦える」


「手加減しませんわよ」


「当たり前やろ」
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　互たがいに腕うでを曲げて、こつんと拳を当てる。


「これから先どうなるとしても、絶対あなたになんか負けてあげないんですから」


　そう言ったアディリシアの唇くちびるも、実に不敵な──実に彼女らしい笑えみを刻んだのだった。





　　　　３




　翌日は、快晴になった。





　春の陽光はどこかしら恥はずかしそうに、都市の中ちゆう枢すうをつつましく照らしあげている。


　シティオブロンドン。


　セントポール大聖堂やイングランド銀行を擁ようする、ロンドン最大の──英国最大の金きん融ゆう街。


　かつてロンディニウムと呼ばれた、ロンドンの原型とも言えるその場所に、いつきは招しよう聘へいされていた。


　昼の地上から見上げれば、そこはバベルの塔とうの群れにも映る。


　だとすれば、林立する超ちよう高層ビルの下を行き交かうビジネスマンは、資本という神を信しん仰こうする現代の神官たちであろうか。


　そんな超高層ビルの中で、一ひと際きわ目立つ──とある社名を冠かんした七十二階建て。


　会議場に選ばれたのは、そんな建築物の最上階であった。


　異様なまでに透すき通った全面のガラスから見下ろせば、世界がすべてミニチュアに変じたかのように見える。非日常の距きよ離り感と光景とが、人間の感覚を麻ま痺ひさせて、本来とは異なる印象を脳内に結びつけるのだ。


　魔ま法ほうには似つかわしくない舞ぶ台たい。


　それでいて、まるで魔法のような舞台。


　最高級の柔やわらかな絨じゆう毯たんの上には、大きな円えん卓たくが置かれていた。


　その円卓の向こう側に、海うな原ばらにも似た蒼あおいスーツを纏まとう男が座っていたのである。


　獣けもののたてがみと紛まがう金髪のオールバックに、半ば一体化した顎あご髭ひげをたくわえ、興味深そうにこちらを睨ねめつけている。


（……まるで、獅し子しだ）


　百ひやく獣じゆうの王を、いつきは想起した。


　獲え物ものを見定める肉食獣の姿。


　魔法使いたちの上に君臨する、文字通りの王者。


「ずいぶん面おも変がわりしたな、少年」


　ぽつりと、ダリウス・レヴィは口にした。


「そう、でしょうか」


　控ひかえめに、いつきは受けた。


　前に会ったときよりも成長したという、その程度の自負はある。


　しかし。


　だからこそ、この男との距離が縮まった気はしなかった。


　魔法使いの社会というものを理解すればするほど、むしろこの男の厚みを実感する。単に〈協会〉の副代表というだけではなく、ダリウス・レヴィという男の存在は世界の隅すみ々ずみまで染しみわたっていた。


　好くにせよ嫌きらうにせよ、ありとあらゆる魔法使いが意識せざるを得ない男。


　その卓たく越えつした手しゆ腕わんと実行力は、現代の〈協会〉を大きく躍やく進しんさせ、つい半年前には〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いにおいても幹部ふたりを拘こう束そくするという大勝をあげた。


　それでいて、彼が功績を誇ほこることもない。


　事実上の頂点へと登り詰つめながら、その座への野心も見せず──それでいて大だい胆たんに細心に、沈ちん黙もくと果断をもって支配するやり口。


　その矛む盾じゆんが、相手に不安と迷めい走そうを誘ゆう発はつさせるのだ。


　おおよそ、この男とやりあった魔法使いは、そうして自じ滅めつしていった。


　つまるところ、ダリウス・レヴィとはそういう男であった。


「いずれ、こちらから声をかけねばならないと考えていたのだが……まさか、君の方からそうしてくれるとはな」


「少し、お話ししたいことがありましたから」


「ほう」


　面白そうに、ダリウスが相づちを打った。


「まずは座ってくれたまえ」


　勧すすめられた椅い子すへ、いつきが腰こし掛かける。


　豪ごう奢しやな革かわ張ばりのソファは、まるで羽う毛もうの塊かたまりのように、少年の身体からだを柔らかく受け止めた。あまりに柔らかすぎて、重力の存在を疑ってしまうほどであった。


　すると、ダリウスはかすかに笑って、こう口にしたのだ。


「今も言ったが、こちらも声をかける用事があってね。かまわないかな？」


「はい」


　少年がうなずく。


　ダリウスは鷹おう揚ように指を組み合わせ、


「──では、少しだけ」


　と前置きして、続ける。


　その言葉は、ひどく重々しく、円卓の上を這はった。





「〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織の始まりについて──君は、何か仮説を持っているんじゃないかな？」





「────っ」


　突とつ然ぜん核かく心しんをつかれて、いつきは表情に出るのを必死にこらえた。


　揺ゆさぶられた精神を立て直す。


「……どうしてそう思うんですか？」


「ただの勘かんだよ」


　うそぶいて、ダリウスが笑う。


「〈協会〉の関係者の中で、最も〈螺旋なる蛇オピオン〉と接せつ触しよくが多いのが君だ。だったら、何か有用な意見を持っているんじゃないかと思ってね。年寄りの勘かん違ちがいだったら申し訳ないのだが」


　ふざけないでください、というのをいつきはすんでで止めた。


　そこまで言って、分かってないはずはない。


　いつきが〈銀の騎き士し団〉に魔術決闘フエーデを申し込み、その報ほう酬しゆうとして彼らの知識を得たことは、仲ちゆう介かいした〈協会〉も把は握あくしている。だったら、いつきが〈銀の騎士団〉に尋たずねたことは容易に想像がつくだろう。


　つまり──





〈螺旋なる蛇オピオン〉が、〈協会〉から分かれた組織であるという可能性。





　だが、それをつきつければ済むものでもなかった。


　わざわざダリウスの側からそれを尋ねるということは、その質問への対策ができているということでもある。もとよりいつきとて証しよう拠こを摑つかんだわけではなく、〈銀の騎士団〉騎士総長たるジェラール・ド・モレーから口頭で聞いただけのことだ。


（……つまり）


　迂う闊かつに挑ちよう発はつにのれば、いつきは数少ない切り札を無む為いに失う。


　それだけは、避さけねばならなかった。


（…………っ）


　思考する。


　考えていた話の構築を組み直す。


　ダリウスの考えているパターンを推測。自分の有利に持ち込める条件をひとつずつ精査する。当然だが、現実の時間は数秒しかなく、いつきの思考もその短時間に凝ぎよう縮しゆくされた。


「──どうした？　特に思い当たらないなら、それはそれで仕方ない。別段責めはしないよ」


　ひらひらと分厚い手を振ふって、副代表は苦く笑しようする。


「君の申し出とやらも、そろそろ訊きいてみたいのだが」


「…………」


　言うだけなら、もちろんできる。


　ダリウスが持ち出したその言葉に乗っかるのは、簡単なことだ。


　だが、そうしていいのか？


　これは、罠わなじゃないのか？


（罠だとして……今以外に、問う機会がある？）


　自問する。


　まだ、思考は定まらない。


　切り返すための糸口が、見えそうで遠い。


　それでも、これ以上黙だまっていれば会談自体を打ち切られかねぬ。


（だったら──）


「僕は……」


　と、いつきが言いかけたときだった。


　会議場の、扉とびらが開いたのだ。


　真っ白な壁かべと扉の間を断たち割るようにして、とん、と白い杖つえが絨じゆう毯たんを突つく。


「──良かった。まだ会談を始めたばかりのようですな」


　そこから現れたのは、優に七十は超こえた老人だった。


　ただし、その外見に弱々しい部分など一いつ切さい無い。姿勢からしてかくしゃくとしたもので、杖が必要とはまるで思えない。伝統的トラデイシヨナルな分厚いスーツを纏まとった肉体も、老体にかかわらず鍛きたえ抜ぬかれていることが想起された。


　その名を、ダリウスの唇くちびるが刻んだ。


「……ジェラール・ド・モレー」


「久しいですね、ダリウス副代表。よろしければ、私もこの会議に加わらせていただいてかまいませんか？」


〈銀の騎士団〉の騎士総長は、にこやかに笑って、無造作に部屋へと入ってきたのだ。


　その呼吸も、〈協会〉の会談に慣れた、魔ま術じゆつ結社の首領としてのものだったろうか。


　ダリウスは、少し間をおいて老騎士へ尋ねた。


「それは……〈アストラル〉の友好団体として？」


「まあ、そうなりますか」


「ならば、拒きよ否ひする道理はありません。どうぞご着席を」


「ありがたい」


　と、ジェラールは破顔した。


「では、失礼するよ、いつき君」


　軽く目配せして、老騎き士しは隣となりの椅い子すへと座った。


　いつきは、豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食ったような顔で、その老人を見やった。


（…………）


　分かっている。


　ジェラール・ド・モレーは、別に〈アストラル〉の味方ではない。


　ふたりの会談から、〈銀の騎士団〉にも益するところがあるだろうと、そういう臭においをかぎつけたに過ぎない。名だたる西せい欧おうの魔術結社は、そういったパワーバランスと政治劇に秀ひいでた者たちが受け継ついできたのだ。


　もしも、いつきの形勢が悪いと思ったなら、ジェラールはすぐに反旗を翻ひるがえすだろう。


　それは老騎士が信義にもとるのではなく、いつきが応こたえられてないためだ。


　少なくとも、そう考えるのが、ここの常識であった。


　それでも。


　やっぱり、感謝はしてしまう。


「……はあ」


　ひとつ、深呼吸。


　仕切り直し。


　新しん鮮せんな空気を脳まで送り込み、自分も相手も俯ふ瞰かんする。ふっと冷えた頭で、ひとつ借りだなと思う。ジェラールの方も、そのつもりだろう。恩を感じるならば、その借りを返すことから始めるべきだ。


　にやりと笑ったジェラールに、アイコンタクトだけ返して、顔をとりつくろう。


　対して、


「……ふむ、面おも白しろい会談になったな」


　椅子に身をもたせかけて、ダリウスはかすかに笑った。


「友好契けい約やくの話は聞いていたが、まさかこの会談にまでやってくるとは思わなかった」


「それは噓うそでしょう？」


　すると、ジェラールが机に肘ひじをついて言ったのだ。


「噓？」


「いまさら、私が来るのを予想しなかったなどと副代表らしくもない。若人わこうどいじめもよろしくありませんよ。さしずめ、〈螺旋なる蛇オピオン〉の話でもしていたのでしょう？」


「…………」


　ダリウスは、少し沈ちん黙もくしてから口を開いた。


「君が──何か、入れ知ぢ恵えでもしたのかね？」


　直ちよく截せつな物言いだった。


〈協会〉の重じゆう鎮ちん同士、腹に一物抱かかえているのが当然の身でもあろうに、それらしい婉えん曲きよくなやりとりなど微み塵じんもない。それだけに、言外から発せられる重圧は、見る者の肝きもを握にぎり潰つぶすほどであった。


　老騎士と副代表。


　双そう方ほうの間に、ほとんど物質的な思念が張り詰つめる。思念を現実に具現化するものが魔法使いとすれば、この争いも魔法なのかもしれなかった。


「──少し、助言をしてもらっただけです」


　そこへ、いつきがつけ込んだのだ。


　眼球だけ、ダリウスがそちらへ動かした。


　同じくして、ずるりと動いた気き迫はくの重圧にも、いつきは喉のどを鳴らすだけで耐たえた。


「ジェラールさんには、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いについて、助言をもらったんです」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の……？」


「さきほど言われましたね。〈螺旋なる蛇オピオン〉と最も接せつ触しよくした僕なら、〈螺旋なる蛇オピオン〉について何かの意見を持ってるんじゃないかって」


　ハジマリと言ったことは意図的にぼかした。


　ただ、相手の言葉を話の取っかかりとして利用する。稚ち拙せつではあっても、いつきにとっては精せい一いつ杯ぱいの交こう渉しよう術。


「だから、ジェラールさんにアドバイスをもらいました。〈銀の騎士団〉の騎士総長は、〈協会〉の魔ま法ほう使つかいの中でも、とりわけ多種の魔術に詳くわしい人だったからです」


　噓ではない。


　助言ももらったし、ジェラールに接触した目的のひとつはそれだった。対魔術に優すぐれた〈銀の騎士団〉は、必然的に自らの操あやつる祓魔式エクソシズム以外についても、知識を深めることとなっていたからだ。


　ただし、ヘイゼル・アンブラーを名乗る猫ねこの存在だけは隠かくした。〈魔女の中の魔女〉と呼ばれた彼女の存在は、この場で出すには不確定要素すぎた。


「…………」


　ダリウス、無言。


　沈黙のまま、いつきに先を促うながしている。


　だから、ここを先せん途どとばかりに、いつきも懸けん命めいに言葉を継ぐ。


「僕が〈螺旋なる蛇オピオン〉と接触した回数は、全部で四回です」


　相手の興味をつなぐべく、単語のひとつずつを選んでいく。


「最初が、布ふ留る部べ市でフィン・クルーダと争った事件です。あのときのフィンさんは〈協会〉から派は遣けんされていたのですが、お覚えですか？」


「…………」


　ダリウスは、ただじっといつきを見つめている。


　ジェラールは、愉たのしそうに眼めを細めていた。


「次は、葛かつら城ぎの鬼おにの事件。その次がこのロンドンで〈学院〉を狙ねらい撃うちされた事件。そして最後が京都での、〈協会〉と〈アストラル〉と〈八はち葉よう〉のすべてを巻き込んだ事件です」


　厳密には、ツェツィーリエに布留部市を急きゆう襲しゆうされた事件もあるが、あのときのツェツィーリエはまだ〈螺旋なる蛇オピオン〉の構成員ではなかったはずだ。


　だからこそ、言える。





「その共通点が、〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的なんじゃないかと……そう考えたから、ジェラールさんにも協力してもらったんです」





「……目的？」


　ダリウスの眉み間けんに、浅く皺しわが寄った。


　やり返した、とは思わない。


　一いつ矢しを報むくいるにも遠い──決死の思いでよじのぼっている岸がん壁ぺきの岩に、やっと指がひっかかった程度。


　それでも、いつきにとっては、大きな一歩だった。


　その一歩が、どのような効果をもたらしたか。


「君に……〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的が分かると言うのかね」


　ダリウスが問うた。


「あくまで、その手がかりです」


　餌えさに食いついた相手を逃のがすまいと、いつきは少しだけ下がって、話をゆるめる。


　必要なのは、緩かん急きゆうだ。


　自分のペースに話を絡からめ取り、相手を誘ゆう導どうしていく方法論。


　これも、戦いだ。


　半年前まで、いつきが考えもしなかった戦い方。


　手の平にじっとり滲にじんだ汗あせを握りしめて、いつきは言う。


「紅あかい種は……お覚えてらっしゃいますか？」


「こちらで管理させてもらっている、〈螺旋なる蛇オピオン〉の呪物フエテイシユだな」


　長い間、いつきの妖精眼グラム・サイトに埋うまっていた種。


　無論、あれが〈螺旋なる蛇オピオン〉にとって重要な呪物フエテイシユであることぐらいは、ダリウスも認にん識しきしている。ひとつの──あるいは複数の霊脈レイラインの呪じゆ力りよくを、十数年も喰くらい続けてつくられた最高級の呪物フエテイシユ。


　いつきは、ゆっくりと告げた。


「その紅い種を使えば、彼らの目的を探さぐれます」


「……どういうことだ？」


「その前に、ひとつ」


　押しとどめ、少年は壮そう漢かんを見み据すえる。


　正念場と、思った。


　緩ゆるめた直後の、こちらの条件を押し出すタイミング。獲え物ものを一気に引っ張り上げるその呼吸へ合わせて、いつきは言葉を押し出した。





「〈アストラル〉に……〈螺旋なる蛇オピオン〉への対策結社としての権限を与あたえていただけませんか？」





「────っ」


　ダリウスが、息を詰つめた。


　今回の鼎てい談だんで初めて、この壮漢がいつきに驚きよう愕がくを覚えた瞬しゆん間かんであった。それでも壮漢の感情はわずか数秒で揺ゆらぎを抑おさえ、次の問いを口にしたのである。


　単刀直入だった。


「権限とは、どこまでだ？」


「捜そう査さ権と〈協会〉の情報開示、必要な場合の交戦権、そして可能な範はん囲いでの交こう渉しよう権を」


「…………」


　すう、と冷ややかに副代表の瞳ひとみが冴さえた。


「本気かね？」


　と、問うたのだ。


「権利には相応の義務を伴ともなう。君の言うことをそのまま採さい択たくすれば、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の戦いの、その最前線に〈アストラル〉が出ていくことになるぞ」


「本気です」


　いつきが、強く言う。


　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを、瞳と背筋に込こめて、目の前の王者へ抗あらがう。


「ダリウス副代表は、僕らが力不足だと思いますか？」


「君の結社は……っ」


　言いかけたダリウスが、途と中ちゆうである罠わなに気づき、隣となりを振ふり向いた。


　その予想通りに、老騎き士しは笑っていた。


「〈銀の騎士団〉……」


「ええ、うちも協力させてもらいましょう。なにしろ友好契けい約やくを結んでますので」


　よっぽど愉ゆ快かいなのか、ジェラール・ド・モレーは皺しわだらけの顔をますます皺深くした。


　片手で頰ほお杖づえをつき、フランクにこう呼びかけたのだ。


「それとも、うちの騎士団や、それを魔術決闘で負かした〈アストラル〉まで、副代表は力不足だと仰います？」


「…………」


　さしものダリウスが、言葉を失った。


　少年へ視線を戻もどし、すぐにダリウスは唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。


「なるほど……そういう算段か」


　くつくつと、蒼あおいスーツの肩かたを揺らす。


　よく見れば、笑っているのではなかった。


　かといって、単純に怒いかりを抑えているわけでもない。それらの感情がない交ぜになった、ひどく複雑な気配をダリウスは発散しているのであった。


「日本で魔術決闘フエーデを持ちかける前から、これを考えていたのか少年。誰だれも文句をつけられないような実績を、今の〈アストラル〉でつくることを」


「……どうでしょう」


　いつきはかぶりを振った。


　もっとも、ほとんどはダリウスの見み抜ぬいた通りであった。


　今の〈アストラル〉にとって、打てる奇き策さくなどない。もとよりいつき自身、いざというときの機転は利きいても、多数の思おも惑わくが絡む陰いん謀ぼう劇を組み立てられるタイプではない。


　だから、正当な筋を通した。


　また、〈銀の騎士団〉を選んだのは、ヘイゼル・アンブラーだ。


　協会の副代表と張り合えるだけの格があり、かつダリウス個人を半ば敵視してる人物として、あの羽はね猫ねこはジェラール・ド・モレーの名をあげたのであった。


　もっとも、ここまでジェラールが肩かた入いれしてくれるとも思ってなかったわけで、でたとこ任せの感は否いなめない。


　それでも、やっと少年の辿たどり着いた場所だった。


　しばらくして、


「いいだろう少年──いや、伊庭いつき」


　唸うなるように名前を呼んで、ダリウスはこう告げたのだ。





「お前を雇やとおう、貸し出し魔法使いレンタルマギカ。今度はその力、〈協会〉のために役立ててもらうぞ」
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「〈螺旋なる蛇オピオン〉の対策に〈アストラル〉を外注……ですか」


　その声がこだましたのは、ロンドンの安っぽいアパートだった。


　テムズ川のほとりで、埃ほこりと蜘蛛くもの巣を友達に百年以上も過ごしてきたような建物は、数日前のユーダイクスの屋や敷しきとも異なる独特の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　もっとも、独特と言えば聞こえは良いが、つまるところはボロいのである。


　遠い時代の労働者階級が使ったという『一ペニーのぶらさがり宿』──壁かべにロープを張っただけの部屋で、疲つかれ果てた客がもたれて眠ねむったという安宿もかくあらんという、ほとんど幽ゆう霊れい屋敷じみた荒こう廃はいぶりだった。


　中でも、その部屋は変わっていた。


　部屋の四よ隅すみに、甘い匂においのする香薬インセンスが焚たかれていたのだ。


　ひびわれた壁のそばには、古今東西の書しよ籍せきばかりが大量に積み上がっており、今にも床ゆかが抜ぬけるんじゃないかと、見る者を不安にかきたてる。そうでなくても、いつ崩ほう壊かいするか分からないような建物なのに、この惨さん状じようは目を覆おおわんばかりであった。


　しかし。


　別の常識なら、別の結論が導かれるかもしれない。


　隠かくれ潜ひそむべきある学問を修めた者たちは、古来こうした場所を好むものだった。香薬インセンスは人を遠ざけるための結界をつくり、今にも崩くずれそうな建物は実のところ書物を十倍にしても、びくともするまい。


〈協会〉が表向きの顔──企き業ぎようの存在を使わぬ場合、こうした場所を用意するのは伝統的な慣習だった。魔ま法ほう使つかいたちが、新しん奇きで整った場所より、こうした辺へん鄙ぴな空間を愛するのは当然の道理であったろう。


　ここにも、ふたり。


「どう思う？　猫屋敷さん」


「ふむ」


　問われて、青年は形の良い顎あごに手をおいた。


　もちろん、先ほどの話の続きである。


　──つまり、〈アストラル〉の外注。


「正直、その動きは予想しなかったですね」


　くしゃり、とくすんだ銀の髪かみに指を差し込む。


　二十半ばから、三十にさしかかるかどうかといった年ねん齢れい。細められた切れ長の目には、鋭えい利りな思考と、のんびりした微び苦く笑しようとが奇き妙みように共存している。青年の本来の資質がどちらなのかは分からないが、半ば無意識に凝こってそうな首元をさすっているあたり、結構な苦労性しようなのだろうと思わせた。


　ダークブラウンのスリム・スラックスに、チャコールグレイのベスト。


　最近始めたスーツ姿と、縁ふちなしの伊達だて眼鏡めがねが、妙に似合っているような似合っていないような──その青年の名を、猫屋敷蓮というのであった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　青年の足元やテーブルの下には、相変わらず四匹ひきの猫がまとわりついており、めいめい好き勝手な鳴き声をあげている。


　この半年ほど、〈協会〉からの業務以外の時間を過ごしている住居なのだが、すでに猫たちはそれぞれの縄なわ張ばりをつくっているらしく、たとえば眠たがりの玄げん武ぶは暖だん炉ろのすぐそばを、知性派の青せい龍りゆうは本の隙すき間まを愛してやまないようだ。


「ひとつ間ま違ちがえば、それこそ私たちの方へ制裁の要よう請せいが来ると思ってましたからね。ダリウスの懐ふところに飛び込むのはともかく、自分から雇やとわれに行くとは思ってませんでしたよ」


　と言って、相手へ目を向ける。


　もちろん、相手は穂波だ。


「あたしやって、そんなん考えんかったもん」


　唇くちびるを尖とがらせて、栗くり色いろの髪の少女も遺い憾かんを表明した。


　猫屋敷は、椅い子すの肘ひじかけに手をおいて、改めて問う。


「ダリウスからは、なんと？」


「〈アストラル〉に協力して、〈螺旋なる蛇オピオン〉の調査をしろやって」


「共同戦線……ですか」


　猫屋敷は複雑な顔になった。


　この事態を喜ぶべきか悲しむべきか、青年にも判然としなかったからだ。


　協力といえば聞こえはいいが、この場合の猫屋敷たちはつまるところが監かん視し役だろう。〈アストラル〉に与あたえた権限が、自分の目的とそぐわない方向に使われないか、それを見張っていろという依い頼らいにほかならぬ。


　もしも、〈アストラル〉がダリウスの意向に反したそのときは……。


　猫屋敷たちの職務は、『魔法使いを罰ばつする魔法使い』と呼ばれるのであった。


「どうするつもりです？」


「どうするもこうするもあらへん」


　青年の問いかけに、栗色の髪の少女はきっぱりとかぶりを振ふった。


「雇い主にそう言われたんや。従うのが筋っていうもんやろ」


「……ほう」


　そのはっきりとした物言いに、寸すん瞬しゆん、猫屋敷も息を止めた。


「それは、貸し出し魔法使いレンタルマギカとして？」


「貸し出し魔法使いレンタルマギカとしてや」


　穂波が、すっと顔をあげる。


　アディリシアにも告げた言葉を、自分に言い聞かせるように口にする。


「ダリウスが正しいと思ってるわけやない。伊庭くんと戦いたいわけでもない。──でも、誰だれかの願いのために使われるのが、貸し出し魔法使いレンタルマギカやろ。こんなややこしい中で誰かの願いを叶かなえられるようにと思うんやったら、渦か中ちゆうに飛び込む以外に方法はあらへん。それって、何か間違えてる？」


「いいえ、何も間違えてませんよ」


　猫屋敷は軽く首を横に振った。


「ただ……巻き込まれてしまったら、もう選ぶ余地はなくなるかもしれませんよ。世界には人を縛しばるものなんていくらもあります。それが情であれ、金であれ、権力であれ、一度絡からめ取られてしまえば抗あらがいがたいものでしょう。その覚かく悟ごも、できてらっしゃいます？」


「……その、つもりやけど」


　穂波が言いよどむ。


　だから、猫屋敷はこっそり微び笑しようした。


　彼女とて、思い切れているわけではない。ここに至る以前、自らに誓ちかった在り方を、精せい一いつ杯ぱい成し遂とげようと足あ搔がいているだけだ。


　だけど、その割り切れなさが、猫屋敷には好もしかった。


（悩なやむのは、穂波さんが成長している証しよう拠こですしね）


　元来の穂波は、葛かつ藤とうを隠かくしてそのまま行動してしまうタイプだった。その行動力や思い切りの良さが美点でもあったが、裏目に出ることもあったのは間違いあるまい。──二年前、一度だけ、〈アストラル〉に背そむいた事件など、その典型例だ。


　穂波・高瀬・アンブラーは、誰よりも惑まどう。


　誰よりも悩んで、誰よりもぶつかって、そのたびにほんの少しずつ成長して。


（ある意味では……あなたが一番ふさわしいのかもしれませんね？）


　貸し出し魔法使いレンタルマギカという、その理念に。


　もちろん、理り屈くつとしては少しおかしい。


　今の〈アストラル〉があの少年を代表取とり締しまり役やくとしている以上、今の貸し出し魔法使いレンタルマギカの在り方もまた、あの少年に連なるはずだ。


　しかし、


（ええ。……社長は、また別でしょうね）


　思うともなく、思う。


　伊庭いつきは、もっと計りがたい何かだ、と。


　猫屋敷の考える貸し出し魔法使いレンタルマギカの定義の外に、あの少年は存在する。この半年、外部から彼の行動を見ることで、青年はその思いをますます強くしていた。


　けして、悪い意味ではない。


　もとより、貸し出し魔法使いレンタルマギカの定義なんて、誰かが勝手に決めるものでもない。猫屋敷の考えるそれから、少年が外れていようが、それはまったく善悪とは関係ない。


　だけど。


　だからこそ、猫屋敷にとっては、穂波の存在がひどく気になるのであった。


　あるいは。


（昔の私が……気にしているのかもしれません）


　かつて自分が目指そうとしたその地平を、今穂波が見ているような、そんな気さえするのであった。


　自分のこめかみに、指をおく。


「……まあ、関かかわる方法が他ほかにないのは本当ですしね。どうせ拒きよ否ひ権もないですし、下手にそんなことをしても、いつきくんの立場が悪くなるだけでしょう」


「うん」


　小さく、穂波がうなずいた。


「あたしたちは、あたしたちにかなう最善を」


「それが……誰かを罰することにつながるとしても」


　静かな決意を、ふたりは交かわし合う。


　そして、そのふたりへ続くかのように、


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　もう一度、今度は控ひかえめに、四匹ひきの猫ねこたちが鳴き交わしたのであった。





　　　　＊





　春の陽光が、眩まぶしかった。


　さらさらと鳴る葉は擦ずれの音に、光の帯が揺ゆれている。葉脈を透すかした光でさえ十分すぎるぐらいに明るく、思わず手をかざしてしまうほどだった。この森には樫かしの木などロンドン近くでは珍めずらしい常緑樹が多く、それゆえの景色でもあったろう。


　いつきは、そんな森のそばに佇たたずんでいた。


　隣となりには、刺し繡しゆうのほどこされたマントを纏まとうクロエ・ラドクリフも並んでおり、少し向こうには複数の有力企き業ぎようが出資した──という表向きの、大型の円形会議場が見て取れる。


　数日前、いつきとジェラールが揃そろって出席した、〈協会〉の会議場であった。


　その外部に広がる森へ、いつきとクロエは案内されていたのだ。


　いつきの他が〈アストラル〉の社員でなくクロエなのは、〈アストラル〉と〈銀の騎き士し団〉がそれぞれの代表をたてたためだ。万が一にそなえて、やや離はなれた場所に人員を配置してはいるが、この場にいるのはあと〈協会〉の門番だけであった。


（……ちょうど、都合がよかったけれど）


　いつきは、思う。


　ここには、できるだけ少ない人数で来たかったからだ。とりわけみかんとラピスには来てほしくなかった。自分のやろうとしていることを考えれば、あの少女たちに見せるのはどうしても憚はばかられたのだ。


　そして。


　目の前には、ぬうっと高い建造物がそびえていた。


　ひどく古びた、塔とうであった。


　切り出された大理石ひとつとっても、その歴史が窺うかがえるほどの──


「…………」


　右目を押さえ、ごくり、といつきが唾つばを飲み込む。


　その様子に、クロエが心配そうに声をかけたのである。


「いつき様、大だい丈じよう夫ぶですか」


「……は、はい。問題ないです」


「でも、さっきから顔色がひどいですよ。何か、体調がおかしいとか？　呪じゆ力りよくの強さにあてられましたか？」


「いえ、まあ、その」


　ほとんどは怖こわかっただけとは、さすがに言いにくかった。


　残念ながら、生来の恐こわがりが克こく服ふくされたわけではないのだ。戦せん闘とうの最中など、それどころじゃないときは耐たえられるが、こうして下手に考える時間があると、相変わらず膝ひざからがくがくと震ふるえてしまう。


　ちなみに、右目を苛さいなむのは淡あわい痛みだけで、かつての妖精眼グラム・サイトのような脳のう髄ずいを搔かき回されるほどの激痛ではなかった。


　その事実に、いつきは大きな安あん堵どとかすかな寂さびしさを覚えていたのだった。


「……いつき様？」


　淡く翳かげりを落とした表情に、クロエがもう一度声をかけた。


「何か、緊きん張ちようされてます？」


「え、あ、まあ、そうかも」


　曖あい昧まいに答えると、クロエは少しの間黙だまり込んだ。


　それから、こう訊きいたのだ。


「こちらの囚しゆう人じんは、いつき様にとって特別な方なのですか？」


「え？」


　少年の返事は、数秒遅おくれた。


「……どうして？」


「あの影崎にダリウスとの面談を申し込んだときよりも、緊張されているように思えます。確かにここにいるのは特別な相手ですが、ダリウス氏以上とは思えません。……だから、いつき様にとって、単なる経歴以上の意味を持っている方ではないかと思いました」


「そっか」


　いつきは、微び笑しようした。


　時々、クロエは気が回る。


　騎士である自分は四角四面で融ゆう通ずうがきかないと──どうやら本人はそう思っているようなのだが、その実、少年やみかんがこっそりと困っているとき的確な助けの手を伸のばしてくれるのは、たいてい彼女であった。


　それは、彼女のいた環かん境きようではなく、持って生まれた資質の問題だ。


　騎士という在り方からは少し離れた、彼女の性質。


　クロエ・ラドクリフとは、そういう少女であった。


　だから、いつきも困ったように頰ほおを搔くしかなかった。


　そんなやりとりの途と中ちゆうで、


「よろしいですか」


　と、門番に訊かれた。


「あ、はい」


「ダリウス様から特別に開放許可が出ておりますが、同時にこちらの囚人は常に厳重な監かん視し体制へおいておくようにも言われております。おふたかたにも十全に気を遣つかっていただければ幸いです」


「……分かりました」


　いつきの返事を受けて、


「では──開門を」


　鉄の門につけられた鐘かねを、門番が鳴らす。


　反応があるまで、少しかかった。


　かすかに、音が響ひびいたのだ。


　ず……ず……と、重々しく耳みみ障ざわりな音が、塔とうの内側から響いてくる。金属同士が擦すれ、錆さびを削けずっていく音だと気づくのに、もう数秒が必要だった。


　鉄の、門。


　塔の正面に据すえ付けられた門もん扉ぴが、震えていたのだ。


　おびただしい錆を落としながら、その門に漆しつ黒こくの裂さけ目が生じた。


　光が差し込んでいくのではなく、内側の闇やみがこちらへ染しみだしてくるかのようであった。


　どろどろとした、数百年もかけて醸じよう造ぞうされた闇の成分。


　その名は嘆なげきか、怨おん念ねんか。


「あ……」


　と、いつきの喉のどから声がこぼれた。


　扉とびらの裂け目から、淡い影かげが浮うかび上がっていた。


　弱々しい足取りで、〈協会〉の人間に連れられた囚人が歩いてきたのだ。


「…………」


　言葉が、消えた。


　ここに至るまで、いつきはさまざまな覚かく悟ごを済ませていた。


　今自分のいる世界の非情さも、残ざん忍にんさも、十分に承知しているつもりだった。


　だけど。


「……やあ、この暖かさはお日様ですね」


「あ……」


　それでも。


　若者の姿を見て、一いつ瞬しゆんいつきは喉を詰つまらせた。


　じゃらりと、鎖くさりの擦こすれる音。細い身体からだを包んでいる灰色の囚人服。分厚い手て錠じようで拘こう束そくされた両手をあげ、その温みを一生懸けん命めいに確かめているような若者の姿。


　そう。


　温みでしか、分からないだろう。





「……フィンさん」





　その双そう眸ぼうを目め隠かくしによって閉とざされ、両手を手錠に繫つながれたまま、〈螺旋なる蛇オピオン〉のフィン・クルーダがそこに立っていたのであった。





　　　　２




　地面の草を揺ゆらして、風が吹ふいた。


　暖かな春風は、いつきとフィンの間を抜ぬけて、さらさらと森の梢こずえを鳴らす。たったそれだけの時間が、いつきには数時間もあったように思えた。


「フィン……さん」


　もう一度、少年が呟つぶやき、


「……ああ、その声はイツキくんですか」


　いつきの言葉を受けて、フィンがこちらへと振ふり向いた。


　少しだけ、右にずれていた。さしもの妖精眼グラム・サイトをすら、〈協会〉の使った目隠しは封ふうじるらしかった。


　ぐ、と奥歯を嚙かみしめる。


　数歩、前に出る。


「はい、僕です」


　そっと、いつきが手を取った。


　それでずれに気づいたのか、微び苦く笑しようしたフィンの顔の向きが修正される。


　正面から見て、思わずいつきは泣き笑いみたいに表情を歪ゆがめた。


「……少し、やつれましたか？」


「それはまあ、〈協会〉が毎日フルコースをくれたわけじゃないですし。僕としてはシュークリームさえごちそうしてくれれば、ほかは許せたんですけどねえ」


　朗ほがらかに、フィンが言う。


　その朗らかさが、かえって痛々しかった。


　ずっと陽光を浴びてない、白ちゃけた頰ほお。


　肩かたにかかるぐらい伸のびて、ひどく汚よごれてしまった金きん髪ぱつ。


　目に見える部分こそまともだが、あえて囚しゆう人じん服の首元を覗のぞき込むまでもない。若者の喉元や肩口には、切り傷や肉の抉えぐれた痕あとが鮮せん明めいに残されていた。


　フィン・クルーダの身体は、傷だらけだったのだ。


「ん？」


　黙だまり込んだいつきに気づいたのか、目隠しのままフィンは首を傾かしげた。


「ああ、身体のことですか？　〈協会〉はわりとお行ぎよう儀ぎの良い方だと思いますよ。単なる苦痛や薬の投とう与よでは僕が吐はかないって分かったら、あっさりそっち方面は諦あきらめましたし。両手両足の腱けんを切られたり、眼球を抉られてホルマリン漬づけにされたりしなかっただけでも、ありがたい限りですね」


「…………」


　とても、そうは思えなかった。


　かといって、何を言うこともできなかった。


　フィンがこうして〈協会〉に捕とらえられたのは、どう言い訳をしても、伊庭いつき自分のせいに他ほかならなかったからだ。結果的に拘束されてしまったのはなりゆきだとしても、いつきがいなければ、こういう事態にはならなかったろう。


　だから、この傷も自分のなしたものに違ちがいなかった。


　伊庭いつきが、フィン・クルーダを傷つけたのだと、自分の胸に刻むしかなかった。


「……僕、は」


「うん」


　そんないつきに、フィンが優やさしく唇くちびるをほころばせる。


「だいぶ、妖精眼グラム・サイトに慣れたみたいですね、イツキくん」


「……分かるんですか？」


「僕の妖精眼グラム・サイトは封印されてますけどね。それでも、これだけ近くにいればなんとなくは分かりますよ。このあたりは肌はだの感覚ですかね。多分、妖精眼グラム・サイトについては、世界で一番長い付き合いですし、あの紅あかい種を抜き取ったのも僕でしょう？」


　笑えみに苦さを交えて、若者が続けた。


「あの紅い種は、君に爆ばく発はつ的な『力』を与あたえていたけれど、同時に君の成長にとってどうしようもない重荷でもありました。今なら分かるんじゃないですか？」


「……ええ」


　確かに、分かる。


　失ったからこそ、今のいつきはある。


　仮にもいつきが妖精眼グラム・サイトを扱あつかえているのは、その『力』が劇的に衰おとろえたからに他ならぬ。もしも、以前の妖精眼グラム・サイトのままなら、どれほどの修練を積んでも制せい御ぎよなど不可能だったろう。


　それから、フィンは軽く首を振った。


「僕としては、そういう風に慣れてほしくなかったんですけどね」


「…………」


　若者の、柔やわらかな笑み。


　柔らかな、声こわ音ね。


「半年前、君に言いました」


　ゆっくりと、フィンは口にする。


「……君は、本来あるべき日常の世界に戻もどるべきだ……って」





　──『だから、君は戻りなさい』


　──『当たり前の日常に。魔ま法ほう使つかいなんて関係ない、光の下にお戻りなさい』





　その言葉は、いつきの胸に重く残されている。


　あのとき、少年はこう言い返したのだ。





　──『たとえ、この瞳ひとみがなくたって、僕は魔法使いに関かかわりたい』


　──『僕はそれでも……魔法使いを護まもりたい』





　傲ごう慢まんな言葉だと、自分でも思う。


　勝手に護るとかどうだとか、魔法使いをなんだと思ってるのだろう。誰だれもそんなことを求めていないし、いつきだって我が儘まま極きわまりないと思う。


　それでも、いつきはこだわった。


　自分が素す敵てきだと感じた──素晴らしいと思った魔法使いたちが、現代で意味を失っているというフィンの言葉の、その先を提示することにこだわった。


　若者の言葉を否定するのではなく、肯こう定ていした上で、その先に行きたいと願った。


「ええ、イツキくんの言葉も覚えてます」


　今、再びフィンが問う。


「まだ、そう思ってますか？」


「はい」


　躊ちゆう躇ちよ無く、いつきがうなずいた。


「前と同じに、いえ前よりも強く、そう思ってます」


　はっきりと、口にする。


　目め隠かくしされたフィンの顔を、しっかりと見み据すえる。


　そこだけは譲ゆずれなかったからだ。傲慢であっても、不ふ遜そんであっても、いつきはそんな自分を受け入れて、そんな願いとともに進みたい。


　そして。


　今、いつきは、さらに踏ふみ込む。


　それが非道なことと知りながら、たとえその手を汚よごしても、なお護りたいものがあると信じて、踏み込んでいく。


「フィンさんに、お話ししたいことがあります」


「話？」


　ことりと、若者が首を傾かしげる。


　クロエと〈協会〉の門番たちが見守る中で、いつきはフィンへ告げたのだ。


「その話の流れによっては、フィンさんの拘こう束そくをゆるめてもよいと言われてます」


「は？」


　ひどく珍めずらしいことに、フィンがぽかんと口を開いたのだ。


「僕の、拘束を、ゆるめる？」


「はい」


　きょとんと口にしたフィンへ、いつきがうなずく。


　すると、若者は数秒呼吸を止めた後、


「これは、すごい」


　ぽつりと、呟つぶやいた。


「は──あはは、あはははは」


　さも楽しそうに、笑う。


　傷だらけの身体からだでいて、なお何も知らない無む邪じや気きな子供のように、若者は笑ったのだ。


「そうか。そうですか。司法取引ときましたか。あのイツキくんが。いや、これは面おも白しろい。本当に面白いですよ。正直、あなたがそういう風にやってくるとは思いませんでした」


　口元を押さえ、何度となく背中を震ふるわせて、それからようやく少年に向かって言う。


「なるほど、それで僕だけを呼んだわけですか」


「……ええ」


「それはそうでしょうね。賢けん明めいだと思いますよ。あの吸きゆう血けつ鬼きじゃあ言葉は通じても話は通じませんからね。同じ壊こわれてる同士なら、まだしも僕の方がマシでしょう」


「────っ」


　吸血鬼という名前が出たとき、一いつ瞬しゆん、クロエの身体が強こわ張ばった。


　かつて、少女騎き士しを徹てつ底てい的なまでに叩たたきのめしたのが、かの吸血鬼──同じ塔とうに封ふうじられているはずのツェツィーリエではなかったか。


　その緊きん張ちようを察して、いつきは背中越ごしに囁ささやいた。


「クロエさん」


「……はい、大だい丈じよう夫ぶです」


　ささやかな声で、少年にうなずく。


　声の内側に、強きよう烈れつな自制心が渦うず巻まいているのが聞き取れた。実際、あの吸血鬼に敗北したことがきっかけとなり、クロエはいつきに戦いを申し込んだことさえあったのだ。


「大丈夫です。あんな失態は二度と犯おかしません」


「知ってる」


　もう一度言ったクロエへ、視線を交かわさず、しかしいつきはうなずいた。


　フィンを、見つめ直す。


「あなたにお願いしたいことは──」


　いつきが、その内容を口にする前に、


「いいですよ」


　と、フィンはあっさり口にした。


「フィンさん？」


「イツキくんのお願いだったら、僕を好きに使ってかまいません。いちいち難しい取引を持ちかける必要だってありはしませんよ。〈螺旋なる蛇オピオン〉に直接危害を加えるような願いだと、先約の問題で無理ですけれど、わざわざ僕に持ちかけるってことはそういう話じゃないんでしょう？」


　ひどくあっけない、まるで目の前のお菓か子しを取り分けるような口ぶりだった。


　絶句したふたりに、フィンが問う。


「どうしました？　持ちかけてきたんだから、賛成されて困ることはないでしょう？」


「そんな風に、簡単に言われるとは思いませんでしたから」


「だって、それが君の願いなんでしょう？」


　ごくごく当たり前に言ってのけた若者に、いつきはごくりと唾つばを飲み込んだ。


（やっぱり……）


　と、思う。


　変わっていない。


　この若者の本質は、何ひとつ変化していない。


　願望器。


　他人の願いを汲くみ取るだけの器うつわ。何の損得も、何の利害も顧かえりみず、ただひたすら願いを叶かなえることだけに、存在意義を見いだしている取り替え児チエンジリング。


　人のカタチをしていても、人と異なる精神こころを持つ者。


　今になっても、この若者の心中だけは、いつきにも窺うかがい知れなかった。


　だから。


　一呼吸、深く空気を吸い込む。


　自分を庇かばってくれた相手をここまで追い込み、今もまた利用しようとしている自分の卑ひ劣れつさに──そうしなければ何もできない自分の無力さに、奥歯を嚙かみしめる。


「では、よろしくお願いします。フィンさん」


　と、頭を下げた。


　暖かな光のこぼれ落ちる森の中で、少年と若者は誓ちかいの儀ぎ式しきを行うかのように向かい合ったのであった。





　その、隣となりで。


「…………」


　クロエは、きゅっ、と唇くちびるを嚙んだ。


　自らの護るべき少年と、自分の仇きゆう敵てきであるはずの若者を見つめたまま、少女騎士は自分の拳こぶしを握にぎり込んでいた。





　　　　＊





　いつきたちが話していた森のすぐ近く。


　フィンの拘こう束そくされていた塔とは反対側の──近代的な会議場のすぐそばには、別の魔ま法ほう使つかいたちが集まっていた。





「──じゃあ、お兄ちゃん社長は、あのフィンに会いに行ってるの!?」


　素すっ頓とん狂きような声をあげたのは、葛城みかんであった。


　もともと大きな目をさらに大きく見開いて、少女は溺おぼれた子犬みたいに呼吸を止めていた。


「まあ、そうなるわね」


　羽はね猫ねこが肯こう定ていする。


　こちらは悠ゆう々ゆうと、コンクリートの塀へいの上に寝ころんでいる。


　ぱたぱたとプラスチックっぽい羽を動かす猫は、言うまでもなくヘイゼル・アンブラーだ。万が一の事故が起こった際、すぐ駆かけつけられる距きよ離りということで、〈アストラル〉の面々はこの会議場近くに集められていたのである。


　すると、みかんは物もの凄すごい勢いで、塔の方を振ふり返った。


「い、急いで止めないと！」


「駄だ目め、みかん」


　駆け出そうとした巫女みこ装しよう束ぞくの首根っこを、無表情にラピスが捕つかまえる。


「は、離はなしてラピス！」


「もともと、いつきがダリウスの許可を得て、ほかの結社の魔法使いと交こう渉しようするというのは聞いてた。その相手が〈螺旋なる蛇オピオン〉で、フィン・クルーダだからといっても、何も問題はない」


「それはラピスがフィンと会ったことないからだよ！」


　納なつ得とくするラピスに、みかんがぶんと手を振って嚙みついた。


「あの人だけは絶対危ないの！　〈螺旋なる蛇オピオン〉でも何でも他ほかとは全然違ちがうの！　強いとか弱いとかそんなの関係ないんだから！」


「と、とりあえずふたりとも落ち着いて」


　黒羽が割って入り、ふたりの少女をなだめる。


　こういう場面になると、いつも仲ちゆう介かい役は彼女だ。個性あふれる〈アストラル〉の面子メンツにおいては、数少ない他者の事情を慮おもんぱかれる人材なので、そういう意味でも黒羽まなみは貴重な社員といえた。


　どうどうと、小さな暴れ馬でも落ち着かせるように両手を広げてから、隣へ声をかける。


「オルトヴィーンさんは、どう思います？」


「……今いま更さらだろう」


　こちらは、少し離れた場所で、会議場の壁かべにもたれていたオルトヴィーンがうなずいたのだ。


「一応、今回の場合話だけは聞いてるからな。前に比べれば数等マシだ。流れからいけば、あの馬鹿（Dummkopf）の会う相手は、フィン・クルーダぐらいしかいないだろうし、予想もついてはいた。黒羽だって同じだろう？」


「それはまあ……なんとなくそうなるかなって」


「〈協会〉の守秘義務で、ボクたちにも直前まで言えなかったってのも理り屈くつは通ってる。今回については責めるつもりはない」


　片目を閉じて、少年は言う。


　その表情に、淡あわい影かげが揺ゆれていた。


　完全には、不安を打ち消せなかったのだ。


　この少年にとっても、あの取り替え児チエンジリングは妙みように胸のざわつく相手であった。


　オルトヴィーンは、直接フィンと言葉を交かわしたことはない。


〈アストラル〉とフィンが最初に戦ったのは、オルトヴィーンが入社する前だったし、半年前の京都での戦いでも、オルトヴィーンが合流したのはフィンが昏こん倒とうした後だったからだ。
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　ただ……。


（……似ている、のか？）


　と、思った。


　あの、愚おろかしいほど真まっ直すぐな少年飼い主と。


　単に、同じ妖精眼グラム・サイトを持っているからではなく、もっと本質的なところでいつきとフィンとは似通っている。


　あれほどに異なる道を歩んでいて、あれほどに異なる思考を持ち合わせているのに、少年と若者の印象は不思議なほど等しかった。


　まるで、太陽と月のような。


　まるで、一枚のコインの裏表のような。


　どちらかがいなくなれば、もうひとりもいなくなってしまうかのような。


（馬ば鹿か馬ば鹿かしい……）


　かぶりを振って、オルトヴィーンはそうした想像を振り切った。


　考えすぎても、何も得るものなどない。だいたい、こんな想像なんて妄もう想そう以外のなにものでもないだろう。みかんの暴走だって笑えなくなる。


　ぐい、と半ば無理矢理羽はね猫ねこを向いて、口を開いた。


「なんだろうが、あいつがそうしたいって言うなら、その意志ぐらいは信じてやる。なりゆきだつっても、あいつの部下なんだからな」


「相変わらず、社員の鑑かがみだこと」


　ころころと笑う羽猫に、オルトヴィーンは「余計な言葉はやめろ」と吐はき捨てた。


　それから、ぎろりと目つきの悪い瞳ひとみを向けた。


「で、あんたからの補足はどうなんだ」


「どうでもないわ」


　と、羽猫は尻尾しつぽを丸めてみせた。


「もともと、あの子と打ち合わせていた通りには進んでるもの。たった今、あなたたちにも説明したままよ」


「…………」


　少し黙だまった後、オルトヴィーンが言う。


「フィン・クルーダを使って……するのが、あいつの目的だったな」


「そうよ」


　羽猫が、軽くうなずく。


　続けて、オルトヴィーンがさらに言う。


「で、ボクたちは、あの馬鹿（Dummkopf）からの話通りに動けばいいってことか？」


「ええ、そうですとも。あの子の必死に考えた計画だもの」


　羽猫は、もう一度肯こう定ていする。


　その瞳には、けしてただの使い魔まなどではない──単なる魔法使いでもない──強固な意志の光が宿っていた。





「先に、儀ぎ式しきを完成させるの。〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも、けして悟さとられない内に」
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　いつきが去った後、フィン・クルーダは塔とうへは戻もどされなかった。


　閉へい鎖さという魔術的意味を衰すい弱じやくさせないため、塔の門を一日に何度も開けないようになっているらしい。


　そのため、若者が連れていかれたのは、ロンドン中央からやや外れた、テンプルと呼ばれる地域だった。テンプル騎き士し団──つまるところ、〈銀の騎士団〉の母体となった組織の本部がこのあたりに存在したことから、名付けられたものである。


　賑にぎやかなロンドンにあって、ひどく静かな地域だった。


　歴史的に法ほう曹そう関係の建築物が多く、道行く人にも法ほう廷てい用の黒いガウンを纏まとった姿がたびたび見られる。連なった建物の列はまるで迷めい路ろのようで、柵さくや塀へいに囲まれひっそりと静まりかえった一帯は、地元の人間には散策の場として知られているのであった。


　同時に、〈銀の騎士団〉にとっても、重要な場所に違ちがいなかった。


　一度は組織ごと壊かい滅めつの憂うき目に遭あい、名前や有り様を大きく変えつつも、今〈銀の騎士団〉がロンドンで強い影えい響きよう力を誇ほこっているのは、やはりこのエリアなのだ。


　ゆえに、若者フインを呑のみ込んだ三角屋根の教会も、〈銀の騎士団〉が提供したものである。


　その、地下だ。


　本来ならば、墓所や礼拝堂の置かれるべき場所なのだが、この教会にはまったく違うものが配置されていた。


　すなわち。


　──地下につくられた、私設の牢ろう獄ごく。


　先の塔には及およばぬまでも、こちらの牢獄にも厳重な魔術的封ふう印いんがなされている。


　閉じ込められたフィン自身も、相変わらず両目には目め隠かくしを、両手には分厚い手て錠じようをつけられたままだった。いかな簡単な魔術とて、この若者が振ふるえば無む双そうの力を発揮する事実を思えば、それは当然の措そ置ちであったろう。


　もっとも、若者は頓とん着ちやくしてないようだった。


「ん～んんん♪」


　石いし畳だたみに座り込んだまま、何が楽しいのか、鼻歌など口ずさんでいる。


　ウェールズ地方で古くより歌われる童どう謡ようだった。ケルト民話の流れを汲くんだその曲調は、穏おだやかに密ひそやかに、冷たい石畳の上を滑すべっていく。この若者にとっては、最高級のスイートルームも今の牢獄も変わらぬのかもしれなかった。


　高く、低く、空々しいほど陽気な歌の流れ。


　彼方かなたに広がるケルトの森を、その森に棲すまう妖よう精せいを、妖精と騎士の出会いとを歌い上げて。


　その歌が、ぴたりと止まった。


「ん？」


　細い首が、ふるりと動く。


　無論、見えるはずはない。目隠しの上に、厳重な『不可視』の魔術刻印をなされた今のフィンは、ありとあらゆる視覚行こう為いを禁じられている。


　だから、若者が振り向いたのは、別の理由だった。


　脱だつ走そうを防ぐための呪じゆ印いんを刻まれた鉄てつ格ごう子しの向こう側に、白いマントを被かぶった少女騎士が佇たたずんでいたのだ。


　抜ばつ刀とうこそしていないが、少女の視線には、まさしく長ちよう剣けんの切っ先を突つきつけられているような気き迫はくがこもっていた。


「お尋たずねしたいことがあって参りました」


　告げた声に、フィンがことりと首を傾かしげた。


　少しして、


「その声は、クロエ・ラドクリフさん……でしたっけ」


　と、口にしたのだ。


「……確か、あのツェツィーリエを傷つけた女騎士、ですよね？」


「私のことを、知っていましたか」


「半年もあの人の隣となりにいましたからね。いろいろ話しましたよ。彼女も退たい屈くつは嫌きらいなタイプですしね。ああでも、後の方になると、なんか突き抜ぬけたみたいに楽しんでましたっけ。そういう意味では、世界のどこにいても人生を満まん喫きつできるタイプでしょう」


　ため息混じりに、若者が言う。


　確かに、ツェツィーリエはそういう生き物だ。


　他者にも、環かん境きようにもこだわらない。それが自分に益するものであれば愉たのしむし、そうでなくても結局は愉しんでしまえるように、自分の方を造つくり替かえてしまう。


　生き物というよりも、現象。


　現象というよりも、災さい厄やく。


　ツェツィーリエとは、そういう怪かい物ぶつであった。


「……大したものですね」


　ぽつりと、フィンは呟つぶやいた。


「何のことです？」


「あなたのことですよ。あの人とまともにやりあったんでしょう。なのに、最初少し身体からだを強こわ張ばらせた以外は、それなりに我が慢まんしてらっしゃる。並なみ大たい抵ていでできることではありません」


　フィンの言葉は、けして大げさではない。


　実際、クロエも取り乱した時期があった。同じツェツィーリエと戦って、しかも勝利を収めたという〈アストラル〉へ接近し、いつきに決けつ闘とうを申し込んだことさえあった。


　思い出すだけで、顔から火の出るような記き憶おくだ。


「もう……十分に恥はじを搔かいただけのことです」


「なるほど」


　納なつ得とくしたのかしてないのか、気軽な調子でフィンがうなずく。


　その相手へ、クロエは鉄格子ぎりぎりまで顔を寄せて訊きいた。


「さっきの質問の、内容を言ってもかまいませんか」


「どうぞ」


　手錠のまま、ひらひらと促うながした若者へ、クロエはいささか躊躇ためらった。


「どうしました？」


「いえ、その……」


　言葉を濁にごし、しかしすぐに少女は顔をあげた。


「その……あなたは、いつき様の何なのですか」


　と、問うたのだ。


　その言葉には──意外な効果があった。


「何、ですって？」


　目隠しの境界線で眉まゆをひそめ、フィンが急に態度を変えたのだ。


「それって、どういう意味です？」


「言葉通りです」


　きっぱりとクロエが言うと、若者は何か、人生の重大な問題でも訊かれたかのように真しん剣けんに悩なやみ始めたのである。うつむいた拍ひよう子しに、汚よごれた金きん髪ぱつが白い額にかかって、そのまま若者は長く呻しん吟ぎんし始めた。


「そう……ですね。少し難しい。こんなに考え込むことはあまりないんですけどね。ああ、そういう意味で、本当に良い質問です」


　さも、できた先せん輩ぱいのような口調。


　ごくごく真面目まじめな感じで、こう尋ね返したのだ。


「どうして、そんなことが気になるんです？」


「いつき様は、我が〈銀の騎き士し団〉の友人です。その友人に近づく不ふ審しん者など許せないのが道理でしょう」


「なるほど、道理です。いかにも騎士らしい」


　賞賛するように手を叩たたいてから、フィンはもう一度顎あごに両手をおいて考え込んだ。


　今度は、長かった。


　およそ数分ほども沈ちん黙もくを保った後、


「──ごめんなさい。うまく、言葉にできません」


　と、若者は口にしたのだ。


「言葉にできない？」


「ええ、いろいろ考えてみたのですが、言葉になりません。僕とイツキくんとの関係は──魔ま法ほう使つかいとしてはあるまじきことですが──言語によってうまく定義できるものではないのかもしれません」


「な……」


　思わず、クロエは鼻白んでしまう。


　言葉にできないような、関係。


　その台詞せりふに、妹のアンネが観みていたドラマの一場面が、思い出されたのだ。


　少年同士で必要以上に仲の良かったそのシーンを思い出して──少女騎士の耳が夜目にも分かるほど真っ赤に染まった。


「そ、その関係って、ま、まさか、いつき様と破は廉れん恥ちな真似まねに及およぼうとしてるのでは！」


「……は？」


　これには、返すフィンの声も裏返った。


　すぐに、


「く──っはっはははははははははははははははは」


　実に愉ゆ快かいそうに、若者は腹を抱かかえて笑ったのだ。


「な、何ですか!?」


「いや失礼。──本当に、イツキくんのまわりにはユニークな相手ばかりが集まりますね、一日の間にこう何度も驚おどろかされるのは滅めつ多たにないですよ」


　本気で褒ほめているらしき口調で、フィンは手て錠じようをはめられた手をひらひらと振ふった。


「ち、違ちがうんですか」


「いや、まあ、そんな想像もお茶目だとは思いますけれど。いえいえ、あなたが恥は十分搔いたというのも分かる気がしてきました」


　かあっとますます顔を朱しゆに染めて、


「あ、あなたは……」


　かろうじてそこまで言って、クロエが絶句する。


　フィンが、こちらの言葉を止めるかのように、人差し指を立てていたからだった。


「久しぶりに楽しい話ができました。──お礼に、あなたの願いも叶かなえてさしあげますよ」


「あなたに叶えてもらう願いなどありません！」


「本当に？」


　優やさしく、フィンは囁ささやいた。


「本当に、ない？」


「っ…………」


　一いつ瞬しゆん、呼吸が止まった。


　この若者の声こわ音ねの──異様なまでの優しさに、思考を止めさせられたのだ。心のひだを直接撫なでられたような気さえして、我に返るのに数秒の時間が必要だった。


　半ば無理矢理に、若者から目をそらす。


　どうかすると、今の言葉に惹ひきつけられてしまいそうな自分に気づいたのだ。


（これが……フィン・クルーダ……）


　思う。


〈螺旋なる蛇オピオン〉でも幹部として扱あつかわれたというこの若者の恐おそろしさは、けして魔術の強大さのみによるものではない。そうした形けい而じ下かの条件ではなく、もっと根源的な──もっとどうしようもない何かだ。


　恐ろしく深い、底さえ見えぬ黒暗淵やみわだ。


　人間としての、欠落。


　しかし。


　それも、ある種の必然かもしれない。


　妖精眼グラム・サイトなどという絶大なる異い端たんを内包し、あれだけの健全さを併あわせ持ついつきの方が異常なのだ。


　本来の妖精眼グラム・サイトの持ち主とは、皆みなこの若者のようだったのであろうか。


「ありま……せん」


　その言葉を絞しぼり出すのに、途と轍てつもない精神力を必要とした。


　死力を振り絞った決けつ闘とうで、かろうじて生き残ったような気分だった。


「残念」


　と、若者は呟つぶやいた。


「必要にしてもらえるかと、思ったのに」


　その言葉がひどく寂さびしげで、クロエも目を見張ったが、そのときには若者の表情はいつも通りに戻もどっていた。


「もう、質問は終わりですか？」


　問われて、クロエは瞬まばたきした。


　少し、頭を整理する。


　必要なだけの冷静さを取り戻して、口を開く。


「では、あなたは、いつき様に何を頼たのまれたのですか」


「ああ、それは簡単ですよ」


　微び笑しようして、あっさりとフィンは答えたのだ。


「元に戻せと、そういう話です」


「元に？」


「ええ」


　うなずいて、若者が言う。





「紅あかい種……ですよ」





「……え？」


　クロエが、眉まゆをひそめる。


　その名前は、クロエも聞いたことがあった。


　半年前、京都の戦いで、中ちゆう核かくを担になった品。〈螺旋なる蛇オピオン〉が求め、〈協会〉と争い、ついにいつきの右目から剝はく離りされた恐るべき呪物フエテイシユ。


　その意味や『力』はクロエも知らず、しかし、けして無視できぬ名であった。


「どういう、ことです？」


　声が、掠かすれた。


　その掠れに何の興味も示さず、フィンはこう続けた。





「紅い種を……イツキくんの右目に戻すよう、頼まれたんです」





「…………」


　クロエの意識は、空白となった。


　戻す？


　紅い種を？


　あの少年が、十年以上苦しみ抜ぬいた元げん凶きようともいえる呪物フエテイシユを、元に──？


「それは、一体……」


「さあ。イツキくんの真意までは知らされてませんが」


　囚しゆう人じん服の肩かたをすくめる。


　それから、少女の動どう揺ようにつけこむように、フィンが口にしたのだ。


「ひとつだけ、僕からも尋たずねていいですか。騎き士しだったら、他人に借りをつくったままでおかないものでしょう？」


「え、ええ、そうですとも。質問にもよりますが」


「大したことじゃありませんよ。問題にもならないはずです。ええと──今回、穂波と、ソロモンの姫ひめはいないんですか」


「穂波様と、アディリシア様ですか？」


　ふたりとも、目にしたことはある。


　数日前の、会議場でのことだ。


　魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いとなった少女と、〈協会〉でも屈くつ指しの魔術結社を束ねる黄金の姫。あのいつきが、今にも泣き出しそうな顔になって再会したふたり。


　なぜか、太陽と月をクロエは連想した。


　地球から離はなれず、いつも密ひそやかに寄り添そっている銀の月。


　絢けん爛らんに光を投げかけ、一いつ瞬しゆんも休むことなく炎フレアを燃やし続ける黄金の太陽。


　あのふたりの存在は、どこまでも対ついとなって、クロエの中で記き憶おくされている。


　いや。


　その前にも、日本でいつきの口から聞いていたではないか。





　──『どっちも特別な人です。今みたいに離れて、なおさらそう思います』





「…………」


　思い出して、なぜかクロエの胸はかすかに痛んだ。


　甘くて、どこか切ない痛みであった。


　その痛みの正体が、どうしてもクロエには分からなかった。ただ、もう少し早くあの少年と会ってみたかったとか、わけのわからない衝しよう動どうが胸の中を渦うず巻まいた。


　必死で押し込めて、若者と向かい合う。


「穂波さまは、いつき様と一いつ緒しよに今回の件に同席されるはずです。アディリシア様は知りません」


「そうですか。ありがとうございます」


　素す直なおに礼を告げて、フィンが頭を下げた。


　それきりで会話は終わった。


　クロエの気配が暗くら闇やみの向こうに遠ざかった後、牢ろう獄ごくで膝ひざを抱かかえたまま、フィンはぽそりと呟つぶやいた。


「ソロモンの姫は、いないのか」


　ひどく嬉うれしそうで、浮うかれたような声こわ音ねだった。


　わくわくと、悪わる巧だくみする子供みたいな声だった。


「あなたがいないのなら、今度こそ、僕が勝ってしまいますよ」





　　　　＊





　その、夜。





「紅あかい種……ですか」


　ビルの最上階に、薄うすっぺらい声がこだました。


　単に、陰いん気きというのではない。


　そうした個性を奪うばっていって、感情すら喪そう失しつし、機械音声などよりもよほど非人間的な域に到とう達たつした空気の振しん動どう。単に声音のみならず、男の瞳ひとみや指の一本一本にまでそれは徹てつ底ていされていた。


　影崎である。


　場所は、昨日いつきとジェラールが会談していた、シティオブロンドンの高層ビルだった。


「ああ、何を要求してくるかと思えば、いきなり本丸だ。実にふてぶてしいと思わんかね。あそこの首領はいつもああなのか？」


　重々しい声で問いかけたのは、円えん卓たくの向こう側であった。


　革かわ張ばりの椅い子すに腰こし掛かけて、ダリウス・レヴィが目を細めたのである。


「申し訳ありませんが、私には判断しかねます」


「……ふん」


　鼻を鳴らして、蒼あおいスーツの壮そう漢かんは、手元の品をいじった。


　古ぼけた布に包まれたそれは、うっすらと赤く発光する、植物の種のような形状をした物体だった。


　紅い種。


　ダリウスの手が弄もてあそんでいたのは、半年前の京都での戦いで〈螺旋なる蛇オピオン〉と争いあった──いつきの瞳に眠ねむっていた呪物フエテイシユ──紅い種そのものであったのだ。


　ふ、と壮漢の瞳が影崎へ戻もどった。


「これが、欲しいかね？」


　と、尋たずねたのだ。


「結局この種の用よう途とは分からなかったが、ここに眠っているだけの呪じゆ力りよくがあれば、ある程度お前を回復させることも可能だろう。契けい約やくはあと何度残っている？」


「おそらくは一度が限界。よほど節制しても二度はもちません」


「そうか」


　特にねぎらいもなく、ダリウスはうなずいた。


　無論、契約とは影崎の身命にかかわることだった。


　以前、フィンは看破した。


　その強大な『力』と引き替かえに、影崎は全力を振ふるうたび、薄れていっているのではないかと。その推測はまさしく的を射ており、今の言葉どおりであれば、影崎の存在はまさに風前の灯ともし火びだ。


　だが、その影崎を惜おしみもしないダリウスはどうだろう。


　これまでの〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いにおいて、影崎の存在は絶大だった。比ひ肩けんする者とてない〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部たちだけを、影崎だけは簡単にあしらうことが可能だったからだ。


　フィンとツェツィーリエ、いずれも劣おとらぬ凄せい絶ぜつなる使い手を捕とらえられたのは、まさしく影崎がいてこそだ。


　それほどの切り札を、あっさりと放ほう棄きする壮漢の心こそ、謎なぞだった。


　深々とソファへ身を埋うずめ、ダリウスは言う。


「だったらその一度は考え抜ぬかねばなるまい。お前の引き継つぎも必要だ」


「候補は考えています」


「アンブラーの血と、御み厨くりやの穢けがれのことか？」


　あるふたりを表す言葉を、ダリウスは吐はいた。


　すなわち。


　穂波・高瀬・アンブラーと、猫屋敷蓮を。


「能力的には申し分ないかと。実戦経験も豊富ですし、欠けてる部分はあのふたりがともにあれば補えます」


「ほう、セットで考えているわけか」


「これまで、長く彼らを見てきましたので」


　端たん的てきに、影崎は言う。


「穂波・高瀬・アンブラーの不安定な部分は、猫屋敷蓮の多様性が補います。逆に、猫屋敷蓮の決断力不足は、穂波・高瀬・アンブラーならば十全に補完できるでしょう。実際、魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いとして登用して以来、あのふたりは稀まれに見る実績をあげつづけています」


「くくっ」


　側近たる魔法使いの報告に、ダリウスは唇くちびるを歪ゆがめた。


　蒼いスーツに、かすかに皺しわが寄った。


「なるほど、それは考えなかった。面おも白しろいな。アンブラーの名を引き継いだ災わざわいを、〈八はち葉よう〉の忌いみ児ごが補うか。世界はどこまでも皮肉に出来ていることだ」


「嬉うれしいのですか？」


「どうだろうな」


　ダリウスがかぶりを振る。


　影崎はそんな主人をいかなる感情も浮うかばぬ目で見つめていたが、ふと思い出したように付け加えた。


「穂波様は、どうなさるつもりです？」


「どうするつもりもない」


　冷たく、壮漢がかぶりを振った。


「あれは、私の首元にナイフでも突つきつけているつもりだろうが、今の立場なら逆も同じだ。変に策を練るよりは、真っ当に使って、使い潰つぶすのが吉きちだろう。──〈アストラル〉も同じくな」


　穂波に──実の娘むすめに対して、ダリウスの声こわ音ねは何の情を込こめてもいなかった。


「そうですか」


　受けた影崎も、やはり同じだった。


　後こう継けい者しやと目している相手であっても、主人の意向の方が先んじるらしい。あるいは、自分の後継者として使い潰すのであれば、それはそれで良いと考えているのかもしれない。


　なんにせよ、無表情のままの影崎は、やはり無表情のままで続けた。


「もうひとつ、話すことがありました」


　と、口にしたのだ。


「紅あかい種を、私の延命などに使われなかったことには感謝しています」


「ほう？」


「あの種の術式はいまだ分かりません。もしもそのような呪じゆ力りよくを使えば、消えるよりも、もっとおぞましい結果を生む可能性さえ存在します。それならば、消えるべく消えたほうがよほどマシでしょう」


「……ふん。つまらん男だな、お前は。もう少し嘆なげいてみせてくれんと、面白味もない」


「申し訳ありません」


　機械的に、影崎が一礼する。


　それきり興味を失ったように、ダリウスは手元の種へ触ふれた。


　包んでいる布は、おそらく呪力を遮しや断だんするためのものなのだろうが、その種の内包する呪力からすれば、完全な遮断など不可能としか思えない。呪波汚お染せんの可能性を考こう慮りよすると、魔法使いにとっては放射性物質にも比する危険な品のはずだった。


　なのに、ダリウスは無む頓とん着ちやくに触れていた。


　あたかも、その種の本当の意味を、自分だけは知っているというようでもあった。


「満足か？　伊庭いつき」


　と、口にした。


　隣となりに影崎を待たせたまま、独白のような言葉。


　視線を部屋の内側ではなく、ずっと遠くへ置いて、ダリウスは唸うなる。


「お前の起こした波風は、確かにここまで届いてるぞ。あらゆる魔法使いを巻き込んで嵐あらしを呼ぼうとしてる。誰だれも彼もを巻き込まずにはおかぬほど巨きよ大だいで、誰ひとり無事ではすまさぬほど残ざん酷こくな嵐がな」


　ぽつりぽつりと語る言葉には、得体の知れぬ感情がこもっていた。





「──それが、お前の望みか？　伊庭いつき」





　窓の外に広がる、ロンドンの夜景。


　綺き羅ら星ぼしをちりばめたごとき都の素す顔がおを見ながら、ダリウスの瞳ひとみは熾おき火びにも似て、密ひそやかに煮にえたぎっていた。


　そのときだった。


　視線が不意に落とされ──手元のインターフォンが鳴ったのだ。


「……何だ？」


「申し訳ありません。急に来客が」


　息を切らせた人間の声に、ダリウスが眉まゆを寄せる。


「こんな時間にか。それに、今日はもう誰も取り次がないように言っているはずだが」


「それが、どうしても直接ダリウス様に面会されたいと。それに……もうあがっていってしまいまして」


「な──？」


　疑問符ふにやや遅おくれて、扉とびらへノックがあった。


　ダリウスと同じく影崎も視線を向けて、そのふたりを前に、美しいドレスは悠ゆう然ぜんと扉の隙すき間まを割ったのだ。


　漆しつ黒こくのドレスであった。


「お世話になっております、ダリウス・レヴィ副代表」


　その唇くちびるに咲さくのは、薔薇ばらそのものの彩いろどり。


　翠みどりの瞳には、何者も侵おかせぬ誇ほこりと尊厳を秘ひめて。


　アディリシア・レン・メイザースは、優美にドレスのスカートをつまんだのであった。





　　　　４




　国会議事堂ビツグベンからしばらく北に向かうとトラファルガー広場へ、そこからさらに歩き続けると、とある四十四本の柱に突き当たる。


　昼下がりの太陽が照らす、イオニア式の列柱だ。


　見上げてもおいそれとは足りぬほど──優に二十メートルを超こえて背を伸のばす大理石の列柱は、その高みで雄ゆう壮そうなる神しん殿でんの屋根を支えている。


　まさに、神殿だった。


　大英博物館。


　魔ま法ほう使つかいならずとも、その名を知らぬ者はいないだろう。


　十八世紀、古美術収集家だったある医師のコレクションから始まって、当時の英国議会、カンタベリー司教から大法官までも動かし、ついには世界中の文化遺産さえ略取するに至った、文字通り世界一の博物館である。かつて『日の没ぼつさぬ国』とうたわれ、全世界で覇はを唱えた英国の、文化の精せい髄ずいがここには貯蔵されている。


　今も、パルテノン神殿を想起させる入り口に、あまたの人々が群がっていた。


　半ばは観光客と思おぼしい人々で、それぞれの手にカメラを構え、ピースサインや笑え顔がおを浮うかべている。大きな広場にばさばさと鳩はとが群がっては飛び立ち、ロンドンの空気を自分の羽う毛もうで飾かざっていた。


　ただし、群がっている人間の多くが、入り口から困こん惑わくの顔で引き返すのは、今回ばかりの特別な理由によるものだった。


　臨時休館、とされていたのだ。


　元日やクリスマスの時期を除いて無休の大英博物館としては、実に珍めずらしいこの掲けい示じに、地元の者はいぶかしがり、観光客は残念という顔を隠かくさずに引き下がっていく。


「……う、わ」


　そんな中で、いつきは小さな呻うめきを押し殺した。


　自分のやったことの大きさに、ようやく気づいたのかもしれない。


　ともあれ、振ふり切るように進んでいくと、正面玄げん関かんの列柱の下では、ふたりの人ひと影かげが少年を待っていた。


「穂波……」


　いつものように呼びかけてしまって、慌あわてていつきが名前を呑のみ込んだ。


　そうじゃない。


　今回は、違ちがう呼び方をしなければならないから。


「えと……穂波さん？」


「はい」


　澄すました顔で──ほんの少しだけはにかんだ風に、穂波は小さくうなずいた。


〈協会〉の魔法使いとして派は遣けんされた少女は、以前〈アストラル〉で着ていたようなセーラー服ではなく、シルクのシャツと黒いストッキングを纏まとっている。


　ひとりだけ、飛び越こえて大人になってしまったかのよう。


　だけど、こう答えてくれた。


「よろしくお願いします、伊庭くん」


　さん付けではなくて、クラスメイトとしての名前。


　今までの呼び方でなくとも、まったく他た人にん行ぎよう儀ぎなそれでないのは、彼女なりの譲じよう歩ほなのだろう。


　そして、もうひとり。


　チャコールグレイのベストに、伊達だて眼鏡めがねをかけた猫屋敷も、丁てい寧ねいに頭を下げたのだ。


「こちらもお願いしますね、いつきさん」


「あ、は、はい」


　いつきも同じく頭を下げて、きゅっと唇を引き結んだ。


「……はい、よろしくお願いします」


　唇が、ほころびかけてしまったからだ。


　複雑な関係ではあったが、このふたりに会えて嬉うれしくないわけがない。


　だから、息を吸う。


　喜びすぎないように、自分のチャンネルを入れる。


　決意を、固める。


「もう、そちらの準備は終わりましたか？」


「ええ。いつきさんの計画に備えて、周囲の重要な品の退たい避ひは終しゆう了りようしています。指定日時には〈協会〉で借り切りできる予定です」


　あっさりと、とんでもないことを猫屋敷は言った。


　大だい英えい帝てい国こくの象しよう徴ちようともいうべき建築物を、私物のように扱あつかう異常。


　ダリウスがいつきを貸し出し魔法使いレンタルマギカとして雇やとったのは、たったの二日前である。すぐさま博物館に掛かけ合ったとしても、優に五万平方メートルを超える広大な敷しき地ちから、どれだけの品を撤てつ去きよさせられるというのだろう。仮にも大英博物館に集められた品たるや、どれも値段などつけられまい。


　まして、そんな無茶な注文を付けられる〈協会〉の──あるいは表向きの企き業ぎようグループの振るった権力など、もはや荒こう唐とう無む稽けいと言うしかない。


　一いつ瞬しゆんいつきも目眩めまいがしたが、かろうじて踏ふみとどまった。


　視線を、猫屋敷たちの背後へとやる。


　もうひとり、ひどく気配の薄うすい人影がそこから現れた。


　口元にくわえた細葉巻シガリロの紫し煙えんの方が、よほど存在感のありそうな男。


　影崎。


「内部の基本的な処置も終わりました。術式や魔法円の設定は、そちらから要よう請せいされた通りになっていると思います」


　抑よく揚ようのない言葉からは、いつもの通り、何の感情も見いだせなかった。


　三人の、魔法使い。


　いずれも現役の、魔法使いを罰ばつする魔法使いである。


　猫屋敷と穂波も、この半年で申し分ないほどの実績をあげている。若手だからといって侮あなどるものなど、もはや欧おう州しゆうの魔ま術じゆつ結社には存在すまい。


　そんな彼らを一度に三人も動員したことは、〈協会〉の関かかわる案件でも破格といってよい。


　それだけの重要性を、ダリウスがいつきの提案に見いだしたと、そういうことだった。


「……ですが、言われた通りの仕し儀ぎが、本当に可能なのですか？」


　影崎が、問うた。


　目をかすかに細めての、挑ちよう戦せん的な言葉。


　対して、少年はもう一度深く息を吸って、ぐっと顔をあげたのだ。


「……ここの呪力なら、できると思います」


　右目を押さえた指の間から、かすかに朱しゆの光がこぼれていた。


　妖精眼グラム・サイト。


　その瞳ひとみが、古今に類のない大博物館に何を見たのか。


〈協会〉を動かし、ダリウスの言ったように数多あまたの魔法使いを巻き込み、一体何を望むのか。


（いっちゃんは……何を？）


　穂波にさえ、その答えが分からなかった。


　少年と最も長い時間を過ごしたはずの少女にも、今のいつきがどこに辿たどり着くつもりなのかは杳ようとして知れない。


「…………」


「……にあ」


「にゃあ」


　沈ちん黙もくする猫屋敷の代わりに、玄げん武ぶと白びやつ虎こがくるりと首を回して鳴いた。


「うにゃあ？」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ]あ？」


　こちらは、青せい龍りゆうと朱す雀ざくだった。


　いつきに顔を向けて、なんだか不思議そうに鳴き交かわしている。馴な染じみの少年を相手に、どうしたの、何かあったの、と問いかけているようでもあった。


　その答えではなく、ただ決意を少年は口にした。


「明日には始めます」


　と、三人の魔法使いを前に言い切ったのだ。





「〈アストラル〉だけではなく、〈銀の騎き士し団〉の方も儀式に参加してくれるそうです。どうぞ皆みな様さまにも、快くご協力いただければ幸いです」
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　テムズ川の流れに、沿って歩こう。


　シティオブロンドンからさらに東、ロンドン塔とうから向こう側の地帯だ。


　すると、きらびやかなシティとうってかわって、下町の賑にぎやかさが街を包む。多くのパブやナイトクラブが立ち並び、昔ながらのマーケットが様々な品を陳ちん列れつする光景は、人によっては過ごしやすく思えるかもしれない。歴史的に移民が多く、バングラデシュやアフリカの民たみ、はたまた中国人の入り交じった人口構成も、物もの珍めずらしく感じられるだろう。


　しかし、とりわけ夜の深い時間、煉れん瓦が造りの通りを歩いていけば、軽かろやかな雰ふん囲い気きに別の何かが混じったことに気づくはずだ。


　イーストエンド。


　昨今の情勢変化で随ずい分ぶん大人しくなったものの、かつては貧ひん民みん窟くつとしてロンドンの犯罪率を大きく引き上げていたのがこの地区なのだ。


　あるいは、もうひとつの伝説的な事件で記き憶おくしている者も多かろう。


　すなわち、切り裂さきジャックという名前を。


　複数の売春婦の身体からだを切り裂き、その内臓を持ち去った猟りよう奇き的な犯罪もまた、この地区を発ほつ端たんとしていたのである。


　今、そんな不ふ吉きつな空に、一羽の鴉からすが飛んでいた。


　ゆっくりと飛ひ翔しようする漆しつ黒こくの姿は──よくよく見れば、異常そのものであった。


　ところどころの肉がそげ落ち、内側が露あらわとなっているのだ。ひどいところなど骨や内臓までも剝むき出しとなっており、そのような身体でまともに動けるはずはないのだが、鴉は何の不自由もなく空から降下した。


　そして、路地裏に振ふり上がった手が、その鴉を受け止めたのだ。


　何度か、鴉が鳴く。


　蛆うじのわいた肉と骨の間へ、風の入り込む不気味な声こわ音ねに、


「……うん……うん……そうか」


　と、陰いん鬱うつな声が答えた。


　けほけほ、と軽く咳せき込んだのは、今にも息絶えそうな白はく皙せきの青年だった。


「紅あかい種……だとさ。よりにもよって……あの大英博物館で……」


　喘ぜん鳴めい混じりに、言う。


　長い髪かみで、その半顔は覆おおわれていた。


　正面から見ればおよそ二十代前後と思える年ねん齢れいだが、目の下の分厚いくまのせいで、曖あい昧まい模も糊ことなっていた。細い身体に纏まとったチュニックや、その上から羽織った黄色い長衣ローブなど時代錯さく誤ごな格好もそれに拍はく車しやをかけている。


　イタリアの道化クラウンに端を発する、中世の医師のスタイルだった。


　そのローブをけほけほと咳せきで揺ゆらしながら、青年は続けたのだ。


「狙ねらいは……すごく……分かりやすい……ね」


「ああ、極きわめて明快だ」


　相手は、落書きだらけの壁かべのそばで、太い腕うでを組んでいた。


　青年よりも頭ひとつ高く、横よこ幅はばは倍もありそうな巨きよ漢かんだった。


　顔には表情なき仮面をかぶり、肉体は一いつ切さいのゆるみ無く、煉瓦でも積んだかのよう。その身を純白のインバネスで包み、踵かかとから踝くるぶしにかけては頑がん丈じようなブーツで固定している。その密度や質量たるや、街の中に忽こつ然ぜんと、人型の岩が生まれたかと覚えるほどだ。


　およそ、真逆の印象のコンビ。


　ただし、このコンビの起こしてきた事件は凄せい絶ぜつだった。


　一年前の出来事を、市民たちは忘れても、魔ま法ほう使つかいたちはけして忘れまい。


　突とつ然ぜんロンドンを襲おそい、テムズ川を決けつ壊かいさせた豪ごう雨う。溢あふれた霊脈レイラインの呪じゆ力りよくを利用して、〈学院〉の結界を破り、あまつさえ〈協会〉の重じゆう鎮ちんたちを襲った〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部のことを。


　片方の青年の名は、メルキオーレ。


　死霊術師ネクロマンサーと呼ばれる、死者にまつわる魔法使いであった。


　そして。


　もう片方の巨漢に、名はない。


　ただ、本人の座セフイラーより、〈礎イエソド〉とのみ認にん識しきされている人物だった。


　いや、人物というのも不適切か。


　白いインバネスに隠かくれてこそいるが、分厚い胸むな板いたに耳をあてれば、聞こえてくる音は心臓のそれではない。ぎしぎしと軋きしみ、擦こすれ合う、歯車とからくり仕じ掛かけの動作音だ。


　ユーダイクスと同じ──それよりも旧式の自動人形オートマタこそが、巨漢の正体であった。


　錬れん金きん術じゆつ師し。


〈螺旋なる蛇オピオン〉における、最高位の錬金術師こそがこの人形だったのだ。


「誰だれの差し金かは分からぬが」


　前置きした上で、ゆっくりと、〈礎イエソド〉は猪い首くびを縦に振る。


「我々をおびきだそうという、そういう意図だろう。いかなる魔術儀ぎ式しきを行おうとしているかは分からぬが、物が紅い種とあっては無視もできぬ。同時に、迎むかえ撃うつ向こう側としてみれば、これ以上の状じよう況きようはない」


「人材不足は……こちらの最大の……欠点ですからね……」


　青年の喘鳴に、苦く笑しようが混じった。


　世界の七割の魔法使いを統すべる〈協会〉に比して、〈螺旋なる蛇オピオン〉の戦力は圧あつ倒とう的に不足している。潜せん在ざい的に〈螺旋なる蛇オピオン〉の思想に同調する魔法使いならば、それなりの数はいようが、結局それらは潜在的な相手に過ぎないのだ。


　けして、〈螺旋なる蛇オピオン〉同様のテロ活動に与くみするわけではない。


　だからこそ、〈螺旋なる蛇オピオン〉はゲリラさながらの奇き襲しゆうと局地戦に徹てつしていたのだ。


「──なんだそれ、ここまで来て手をこまねいて終わりだってのか？」


　いささか乱暴な声が、そのふたりの間へずいと割り込んだ。


　鍔つば広びろの帽ぼう子しをかぶり、口元に特とく殊しゆな真っ黒いマスクをした男だった。


　ガラという。


　以前〈ゲーティア〉に在ざい籍せきし──先代の首領たるオズワルド・レン・メイザースとアディリシアをともに罠わなにかけ、自らもまたソロモンの魔神の一柱を強ごう奪だつしていった男であった。


「この半年、占うらない師しを拉ら致ちしてきたり、誰かさんの首を持ったり、やたらめったら苦労してもう一度この倫敦ロンドンに忍しのび込んだりして、ひたすら世界をかけずり回ったあげくが、その冴さえない結論かよ」


　ガラの言葉に、メルキオーレと〈礎イエソド〉が振り返る。


「な、なんだよ。なんか、反論あるのか？」


　思わず瞬まばたきしつつ、強がった台詞せりふを吐はいたガラは、すぐ別の事実に気がついた。


　ふたりの──ひとりと一体の見つめているのは、ガラではなかった。


　ガラのさらに背後だ。


「……ん、ん？」


　饐すえた臭においのする路地裏へ、ぼう、と白い靄もやが浮ういていた。


　普ふ通つうの人間には見えない靄だ。


　霊的物質エクトプラズム。


　他者の霊エーテル体が実体化しようとしているのだと、彼らには理解できた。


　しかし。


　問題は、それではなかった。


「──大だい丈じよう夫ぶ？」


　その霊的物質が、柔にゆう和わな声で訊きいたのだ。


　穏おだやかで、温かくて、その主人の心こころ映ばえさえ伝わるような声こわ音ねだった。


「みんな、大丈夫？」


　そして、その響ひびきを耳にするや、〈螺旋なる蛇オピオン〉のふたりがそろって膝ひざを折ったのである。


「あな……たは……」


「……御おん身みは」


　ばかりか、ふたりともが最大限の敬意を払はらって胸へ手を置き、顔を伏ふせたのだ。


　ガラさえも、目を見張った。


「これ、は……」


「ああ……こちらがガラさん？　初めまして」


　気配が、ガラの方を向いた。


　霊的物質の曖あい昧まいな身体からだでは、男とも女ともつかない。


　しかし、その背せ丈たけも声音もごく小さな子供のものであった。だからこそ動どう揺ようを隠せなかったガラへ、霊エーテル体はこう自己紹しよう介かいしたのだ。


「あたしは〈螺旋なる蛇オピオン〉の、〈王冠ケテル〉の座セフイラー」


「な……っ」


　絶句し、慌あわててガラも膝を地面へつけた。


〈王冠ケテル〉。


　カバラにおける生命の樹セフイロトで、頂点に位置する座セフイラー。


　つまり、それは──〈螺旋なる蛇オピオン〉の頂点に君臨する存在ということではないか。


　しかし。


　ガラが気づくはずもないが、その声や様子はかつてツェツィーリエが出会った、〈螺旋なる蛇オピオン〉の代表の物とはまったく違ちがっていた。


　指揮を執とる代表と、魔ま術じゆつ的な頂点はまた別ということか。


　それとも……？


　何にせよ、


「御身も……安んじ……られました……か……」


　メルキオーレの言葉は、霊エーテル体に対する思し慕ぼと忠誠に満ちていた。


「うん、みんなのおかげ」


　霊エーテル体は、淡あわく笑った。


　それから、


「みんなに……迷めい惑わくをかけちゃった」


　と、沈しずんだ声で口にした。


「あたしの不在のせいで、庚こう申しんのお爺じいちゃんは死んじゃって、フィンくんとツェツィーリエさんまで捕つかまっちゃった」


　そこにあるのは、悲しみだ。


　自らの家族を傷つけられたかのような、深く重い悲しみ。そして、残った者の無事を喜ぶ慈いつくしみの心。


　誰だれにでもある──ごく当たり前の精神こころ。


　あまりにも普通過ぎて、ガラは驚きよう愕がくを押し込めるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


（なんだ……これは）


　その癖くせ、いつものような軽口や罵ば倒とうを言う気にもなれない。


　感じているのだ。


　ここまで生き抜ぬいてきた魔法使いとしての直感が、この霊エーテル体がただものではないと訴うつたえているのだ。青年の潜ひそんできた裏社会は、単なる実力や世よ渡わたりだけでやっていけるような環かん境きようではない。だからこそ、ガラは自らの第六感に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおいていた。


　今、その直感が全開で警報を鳴らしている。


（こいつは……なんなんだ……）


　呪じゆ力りよくではない。


　威い厳げんでもない。


　霊エーテル体と正対しても、感じられるのはごく普通の感情だけだ。


　なのに、動どう悸きと震ふるえがおさまらない。


　こうして膝を折ったまま、じっとりと手の平の汗あせが止まらなかった。自分以上の『力』を持つ死霊術師ネクロマンサーと錬れん金きん術じゆつ師しが揃そろって膝しつ下かに伏していることも、まったく大げさに思えない。


　そんなガラをおいて、〈王冠ケテル〉を名乗った霊エーテル体が言う。


「でも、おかげで時間がつくれたよ」


　と、口にしたのだ。


「みんな大変なことになったけれど、そのおかげで大事な時間がつくれたよ。……ただの魔法でもただの奇き蹟せきでもない。すべてを取り戻もどすのに十分な時間と想おもいが」


　まるで祈いのるように、霊エーテル体がぎゅっと手を組み合わせる。


「……では……三柱の……方々も？」


　メルキオーレが問うた。


「うん。座セフイラーの、あの三人ももう動ける。ジェイクくんが大急ぎで連れにいってくれてるから、〈慈悲ヘセド〉はそろそろそっちに着くはずだよ」


　霊エーテル体がうなずいて言う。


「お……お……」


「…………」


　メルキオーレの瘦やせた身体が歓かん喜きに打ち震える。


〈礎イエソド〉も寡か黙もくながら、霊エーテル体の言葉に感激しているらしかった。それだけの感情をこの自動人形オートマタがあらわすのは初めてのことやもしれなかった。


「ならば……必ず……」


「うん」


　霊エーテル体は、もう一度うなずく。


　そして、なんとも朗ほがらかな様子で、こう宣言したのだ。


「あたしたちの願いを……今度こそ、この手にしよう」
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　そのホールは、蒼あおい光に満ちていた。


　巨きよ人じんでも入れそうな吹ふき抜けで、博物館の中心に居座った円形のホール。幾いく多たの天窓から降り落ちる光は、ステンドグラスを通して色づくかのようだった。


　月の光だ。


　夕暮れを過ぎて、この都市の上空にかかった銀ぎん盆ぼんが、ヴィクトリア様式のホールを祝福している。


　だが、この場合の祝福とは、どのようなものか。


　大英博物館・リーディングルーム。


　西せい暦れき二〇〇〇年に大英博物館が大規模改修されるまで、百五十年もの間、一いつ般ぱんには開放されていなかった知の殿でん堂どうである。極きわめて重要性の高い書物は避ひ難なんさせられているが、それでも壁へき面めんはずらりと並んだ古書に埋うめ尽つくされていた。かつて、英国のとある魔ま法ほう使つかいが魔術書を発見したと伝えたのも、この場所だったろうか。


　そのホールで、多くの人々が円えん陣じんを組んでいた。


　それぞれが正装の白いマントに身を包み、十字剣クルセイダー・ソードを手にしている。吸い込まれそうな銀の輝かがやきは、月光によって新たな瑞みず々みずしい魔力を与あたえられているようだった。


〈銀の騎き士し団〉。


　こうした儀ぎ式しき魔術には、現代で一番慣れている魔術結社かもしれなかった。


　長い年月でつくられた騎士規き範はんは、多数の連れん携けいを容易とする。単なるチームワークではなく、無意識まですり込まれた共通認にん識しきが、魔術の在り方を強固とするのだ。今回も前日の夜から儀式の準備を開始しており、ホールの空気は極限まで研とぎ澄すまされていた。


　しんしんと降り積もるのは、雪にも似た呪力。


　純白の信しん仰こうが、乱れのない魔術を構築していく。


　剣けんや十じゆう字じ架かに込こめられた呪力が、ゆっくりと博物館のホールへ浸しん透とうしていく。


　床ゆかに描えがかれたるは、複雑精せい緻ちな魔法円。


　その中心に、伊庭いつきはいたのだ。


　スーツを着て佇たたずむその姿は、楽団を従える指揮者にも似ていた。あるいは魔法円の本質からすると、喚かん起きされたばかりの悪魔かもしれなかった。


　そして、もうひとり。


　少年のすぐ隣となりに、目め隠かくしと拘こう束そく着を纏まとわされた若者が立っていた。


　フィン・クルーダ。


「──どうするつもりだい？」


　軽く鼻をひくつかせて、フィンは肩かたをすくめた。


「目隠しのままでも、この場所だけは分かるよ。染しみついた紙魚しみの臭におい。古書を傷つけないための適度な湿しつ度どと温度。大英博物館までやってきて、紅あかい種を元に戻もどしてどうするつもり？　それとも、あれは噓うそだったとか言い出す気？」


「噓はついてません」


　きっぱりと、少年は言った。


「へえ？」


　若者の眉び宇うに、かすかな皺しわが寄る。


「周りの様子だと、いつもの〈アストラル〉の方々も全員揃そろってないようですけれど？」


　目隠しのままで、ぐるりと顔を回して言う。


　どうやって知ったのかは分からないが、実際、〈アストラル〉の人間はいつきのほか、儀式の円陣から少し離はなれた場所にいるみかんとラピスだけだった。出入り口の近くには、穂波と猫屋敷もいるが、これはもちろん〈協会〉の人間としてだ。


　オルトヴィーンと黒羽まなみの姿は、どこにも見あたらなかった。


「今回は、これだけです」


「ふうん」


「古いモノは、呪じゆ力りよくを惹ひきつけます」


　ゆっくりと、少年は続ける。


「ひとつのカタチを長く取り続けたこと──その歴史自体が呪力を帯びさせます。日本だと、こうして変質したモノを九十九つくも神がみというそうです。今いま更さら、フィンさんに説明するようなことじゃありませんけれど」


　そのとおりではあった。


　魔術としては基き礎その基礎以前。


　ひとつのカタチのまま、年月を経るほどに呪力との親和性は高くなる。その年月が人とともに過ごしたモノならば、人間の思考や感情を受けて、さらに呪力と馴な染じんでいく。ほとんどの魔術が、古い歴史を背景とする理由もこれだった。


「だから……この場なら、特別な魔術を扱あつかえます」


　中央の台座に、いつきは目を据すえる。


　それだけは新しくリーディングルームに置かれた品が、神聖とも不ふ吉きつともつかない光を放っていたのだ。


　──紅い種。


　少年の目には、その種を中心に博物館の呪力がぐるぐると渦うず巻まいているように視みえた。


　ぐるぐる。


　ぐるぐる。


　ぐるぐる。


　ぐるぐる……と。


　悠ゆう揚ようとした流れは、しかし誰だれも止められぬほどのスケールを内包して、螺ら旋せんを描く。あたかも数千年を経て海へと流れ着く、氷河のようでもあった。








「……ほう」


　呟つぶやいたのは、儀式に参加しているジェラール・ド・モレーだ。


〈銀の騎士団〉を束ねるのは、やはりこの老騎士以外にありえない。いつきからどのような説明を受けていたのかは分からぬが、優に半世紀以上も魔ま術じゆつへ触ふれてきたこの老人は、妖精眼グラム・サイトがなくとも、この呪力の異常性を感じ取ったらしかった。


「どう動く？」


　ぽつりと続けた皺深い唇くちびるが、にんまりとにやけた。


　どのような事態になってもそれはそれで面おも白しろい、とうそぶくかのように。








「……伊庭くん、どうするつもりなん？」


「さて」


　こちらは、穂波と猫屋敷だった。


　リーディングルームの出入り口から様子を見つめているだけで、どちらも魔術儀ぎ式しきには参加していない。このふたりをしても、一いち瞥べつでは理解できない現象だった。


　四匹ひきの猫ねこたちさえ、鳴き声ひとつあげず、経過を見守っている。


「そもそも、〈アストラル〉の人間がみかんさんとラピスしかいないこと自体、想定外です。魔法円はごく基礎的なものですから、〈銀の騎き士し団〉のサポートがあれば、どうとでも応用がきくでしょうけどね」


　ダリウスから猫屋敷たちに下された指示は、いつきへの協力──端たん的てきにはその警護だけだ。魔術儀式に関しては、まったくの蚊帳かやの外といってよい。〈螺旋なる蛇オピオン〉対策結社としての〈アストラル〉には独自の判断権が許されているというから、そのこと自体は何の問題もないのだが、いつきが黙だまっている理由までは分ぶん析せきできなかった。


　一体、伊庭いつきが目指しているのは、何なのか。


（あなたは……もちろん聞いてるんでしょうけれど）


　ちら、と猫屋敷が隣となりへ視線をやる。


「…………」


　そこには、影崎が立っていた。


　魔法使いを罰ばつする魔法使い──その中でも特別な権限を許された男。


　先代の〈アストラル〉でともに時間を過ごし、ついに同じ職種となった猫屋敷にも、この男の底ははかりがたかった。


　今回の猫屋敷と穂波は、結局のところこの男のサポートに過ぎない。


「──何を思っているんでしょうね？」


　この青年には珍めずらしく、猫屋敷の声こわ音ねにはかすかな焦あせりが滲にじんでいた。








「……ラピス、分かってる？」


「うん」


　みかんとラピスは、ひそひそ声で囁ささやきを交かわしていた。


　ツーテールの巫女みこは緊きん張ちようを露ろ骨こつにみなぎらせて、赤せき髪はつのロングの錬れん金きん術じゆつ師しはいつもと変わらぬ表情で、少年を一心に見つめている。


「オルくんと黒羽お姉ちゃんの分は、絶対あたしたちがカバーするから」


「……うん」


　ふたりのうなずき。


　いつも喧けん嘩かしあっているふたりが、この時ばかりはぴたりとシンクロしていた。まるで生まれたときから一いつ緒しよの、双ふた子ごのようだった。


「絶対……お兄ちゃん社長を守るから」


「うん」


　三度同じ言葉で、ラピスは肯こう定ていする。


　その言葉に背中を押されるように、みかんが顔をあげた。


　手の平の汗あせを拭ふいて、ぎゅうっと玉たま串ぐしを握にぎりしめるのだった。








　──やがて。


　台座を包んだ〈銀の騎士団〉の円えん陣じんから、声がこぼれる。





「荒れ野よ、荒れ地よ、喜び躍れ。砂漠よ、喜び、花を咲かせよ。野ばらの花を一面に咲かせよ（laetabitur deserta et invia et exultabit solitudo et florebit quasi lilium）」





「花を咲かせ、大いに喜び、声をあげよ。砂漠はレバノンの栄光を与えられ、カルメルとシャロンの輝きに飾られる。人々は主の栄光と我らの神の輝きを見る（germinans germinabit et exultabit laetabunda et laudans gloria Libani data est ei decor Carmeli et Saron ipsi videbunt gloriam Domini et decorem Dei nostri）」





　聖歌だった。


　聖書の一節から言こと祝ほがれ、多数の声によって紡つむぎ出される、まるで極ごく上じようの織物タペストリのような斉せい唱しよう。巧たくみな旋せん律りつと深い信しん仰こうを乗せたそれは、〈銀の騎士団〉が最も得意とする集団魔ま術じゆつの真骨頂でもあった。





　歴史が、共振し出す。





　この紅あかい種にまつわる歴史が、大英博物館の遺産に引きずられている。


　意識的に、いつきはある時系列の品をこの場に集めていた。〈銀の騎士団〉の聖歌によって、それらの品が音おん叉さのごとく共鳴し始めているのだ。


「こ、れは……」


　たとえ妖精眼グラム・サイトにあらずとも、その異様な気配は肌はだに伝わった。


　一歩後ずさったフィンは、隣の少年へ訊きいたのだ。


「……どうするつもりです？」


「フィンさんには……協力してもらいます」


　いつきの言葉には、一種の覚かく悟ごができあがっていた。


　その意味をフィンが悟さとるよりも早く、若者の身体からだが強ごう引いんに引きずられた。半年の獄ごく中ちゆう生活で衰おとろえた身体は、少年の腕わん力りよくに抗あらがえず、為なされるがままとなった。


　刹せつ那な。


　目め隠かくしの裏で、異変が生じたのだ。


「いつき……くん……っ！」


　初めて、フィンの声に動どう揺ようが混じった。


「君は……まさか……」


　少年の手が、若者の顔へかかる。


　フィンの妖精眼グラム・サイトを封ふうじる目隠しが、無理矢理に剝はぎ取られた。





　　　　＊





　ロンドンの月は特別だと言われる。


　霧きりの都と言われた時代から、淡あわく煙けぶった銀月は幾いく多たの歴史と物語を飾ってきた。詩人や作家たちの讃たたえてきたその神秘的な表情を見れば、この街に多くの幽ゆう霊れいや魔法使いの物語が残ることも当然と思えてくる。


　この日も、そうだった。


　さやけき月光は、地表の何もかもを魔法の世界に塗ぬり替かえてしまうようだ。


　とりわけ──蒼あおい光に照らされるものが、ふさわしい歴史と物語を備えていた場合は。


　古い、煉れん瓦が造りの塔とうであった。


　鬱うつ蒼そうとした森に囲まれ、不気味に屹きつ立りつする高楼うてな。


　数日前、いつきたちがフィンを解放した場所である。名だたる魔法使いを閉じ込めてきたその塔は、淡い蒼光を受けて、むしろいままで流してきた──血塗られた色を浮うかばせるようだった。


　その近くへ、ひとりの少年がたたずんでいる。


　長い金きん髪ぱつに耳当て付きの帽ぼう子しをかぶった少年だった。身体には血のような真しん紅くのコートを纏まとい、両手には革かわの手て袋ぶくろをはめていた。


　月光を喰くらうかのように、少年は空を見上げて口を開いていた。


「……美味うまいな」


　手の甲こうで口元を拭ふいて、呟つぶやく。


「場所によって、月光の味は違ちがう。やっぱり倫敦ロンドンは極上だ」


　それは呪じゆ力りよくの味だったろうか。


　呪力を吸収する稀まれなる体質を持ったオルトヴィーンは、月光に含ふくまれたわずかな呪力をさして『味』と称しようしたのかもしれない。天地を喰らうがごとき行こう為いに舌なめずりすると、鋭するどい糸切り歯が夜気に覗のぞいた。


　そして、少年は振ふり向いた。


「ホントに、来たな」


　小さく、呟く。


　ほかの人間の姿は見えない。


　ひっそりと静まりかえった塔と森には、かすかな夜よ霧ぎりに混じって、虫の声がさざめいているばかりだ。


　それも構わぬように、少年は独り言を続ける。


「もしもあんたらが来るとしたら、直接大英博物館じゃないだろうと話してた。それなりに仲間意識があるみたいだし、先にこっちをどうこうした方が陽動にもなるからな。ここには、まだあの吸血鬼ツエツイーリエが残ってる」


　答えはない。


　樫かしの木に話すかのように、オルトヴィーンはある方角へ視線を向ける。


「……これでも、鼻が利きくんでね」


　と、自分の鼻を指した。


「あんたからは、まともな人間の臭においがしない。血と肉と汗あせの代わりに、漂ただよってくるのは金属と油のそれだけだ。前も会ったことがあるし、もう間ま違ちがえないよ。──ああ、前に会ったときも、この倫敦だったな」


　一歩ずつ近寄りながら、少年が言う。


「猫屋敷の話なら、首と胴体が生き別れになったっていうのに、よくも五体満足に動作してやがる」


　その言葉に、森から影かげが浮かび上がった。


　月光が、隠かくれていたモノの姿を照らしあげたのだ。


　巨きよ大だいな影だった。


　身長は二メートルに迫せまる。ひょっとしたら超こえているかもしれない。広い肩かた幅はばに純白のインバネスを纏い、抜ぬけた腕うでの太さは女性の腰こしほどもあった。プロレスラーやプロの格かく闘とう家かでもこれほどの肉体を持つ者はそうおるまい。


　ただし。


　その巨漢の顔には、骸がい骨こつの仮面が貼はりついているのだった。


　ばかりか、動く度たびにぎしぎしと、鉄の擦こすれ合うような音さえ立てて、オルトヴィーンの小こ柄がらな身体からだを睥へい睨げいしているのだった。


「…………」


「久しぶり、だよな」


　と、好戦的にオルトヴィーンは笑った。


「〈礎イエソド〉だっけか。〈螺旋なる蛇オピオン〉の錬れん金きん術じゆつ師しにして、ユーダイクスの旧式にあたる自動人形オートマタ」


　──〈礎イエソド〉。


　本来は、単なる称号である。〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーの名前に過ぎない。しかし、この巨漢にはほかの名前がなかった。


　自動人形オートマタ。


　ユーダイクスと同じ、人ならざるモノ。


「……そちらの……社長の指示か」


　ぎこちなく、文字通り歯車の擦れるような声が聞こえた。


「ああ」


　オルトヴィーンがうなずく。


「これだけ派手に動けば、きっと〈螺旋なる蛇オピオン〉も黙だまっていられないはずだってね。──あの馬鹿（Dummkopf）の指示を聞くのは気にくわないが、こうぴたりと当たったら、後で褒ほめてやるしかないな」


　にんまりと唇くちびるを歪ゆがめた。


　月光に牙きばのゆらめく表情は、子供の狼おおかみが笑ったようにも見える。


「お前ひとりか」


　また、〈礎イエソド〉が抑よく揚ようの無い声で言う。


「だったら何だ」


「妨ぼう害がいは、排はい除じよすればいい」


　短い言葉だった。


　行動も、端たん的てきだった。


　インバネスが小さく回転するや、その内側から複数の試験管が投とう擲てきされたのだ。


　衝しよう突とつした地面から、たちまち凍こおりつく。液体窒ちつ素そを遥はるかに上回る冷気を、〈礎イエソド〉と名乗る男の錬金術は可能にしていたのだ。凝ぎよう結けつした水分は堅けん固ごな大地さえも薄うす布ぬののごとく切り裂さき、少年へと迫った。


「っ!?」


　咄とつ嗟さに後ろへ跳はね飛んだオルトヴィーンが、表情を変えた。


　まるで生き物のように、氷ひよう牙がは地面を切り裂きながら少年を追ったのだ。


「それは、私がつくったガス状生物だ」


〈礎イエソド〉が、言う。


「試験管を出ればわずか十数秒しか命が保もたぬが、その命の限りにあらゆるものを凍らせながら、私が指定した敵を追い詰つめる。吐と息いきから肺まで凍りついてみるか」


「ふざけてろ！」


　少年の指もまた、コートから小石を投げた。


　小石に刻まれたるは、ルーン文字。


　[image: ]ケイナズ





「汝なんじは始まり！　汝は導く船！　汝は輝かがやける松明たいまつ！　されば爆はぜろ、ケイナズ！」





　小石から虚こ空くうへと、ありえぬ魔ま術じゆつの炎ほのおがひた走る。


〈礎イエソド〉の氷牙が錬金術による生物ならば、こちらもまたルーン魔術によって生命を与あたえられた魔ま炎えんだった。


　氷と、炎との激げき突とつ。


　互たがいを食い合う反発する魔術は、双そう方ほうの消しよう滅めつを呼んだ。


　わずか十数秒と言われた氷の寿じゆ命みようは、その魔炎と激突することでさらに刹せつ那なに切り刻まれ、ダイアモンドダストにも似た輝きとともに散さん華げしたのだ。


「一年前は、ろくな芸も見せられなかったよな」


　霧きりに舞まう氷の粒つぶを浴びて、少年は不敵に微び笑しようした。


「……今度は、きっちり付き合ってもらう。この先は一歩も通さない。うちの馬鹿（Dummkopf）の言いつけなんでね」


　静かに、獰どう猛もうに、オルトヴィーン・グラウツはその微笑を深めたのであった。


「……なるほど、昨年とは認にん識しきを改める必要があるようだ」


〈礎イエソド〉も、気配を変えた。


　単なる障害物を見る目から、自分と対等の相手を見つめる気配への変化。


　彼もまた、悟さとったのだ。


　この一年、オルトヴィーンが自分に課した修しゆ行ぎようの凄せい烈れつさを。優すぐれた魔法使いなればこそ、ただの一いち合ごうで互いの実力をはかるには十分だったのであろう。


「ならば、ひとつ誤りを正しておこう」


「ん？」


　人差し指をあげた〈礎イエソド〉に、オルトヴィーンが眉まゆをひそめる。


　巨きよ漢かんの錬れん金きん術じゆつ師しは、仮面に倣ならって無機質な声で告げた。


「私は、別に陽動に来たわけではない。第一そんなものは必要ない」


「……どういう意味だ？」


「もはや、私ごときが、第一線を務める必要はないということだ。あの吸きゆう血けつ鬼きを迎むかえに来たのは、ひとえに我が主あるじの慈じ悲ひに過ぎん。ことが進めば、いち早く処分される可能性もあるからな」


「────っ！」


　その意味を悟り、オルトヴィーンは稲いな妻ずまに打たれたように直立した。


　半ば無意識的に振ふり返りかけた少年に、


「おっと」


　と、錬金術師が回り込む。


　巨体の体重を感じさせない、俊しゆん敏びんな動きだった。


　もう一度オルトヴィーンが気をそらせば、今度こそその命を絶つぞ、とその動きが示していた。そうでなくとも塔とうの死守がある以上、少年の行動は限定される。


「今いま更さら、主人の元へ戻もどるとは言うまいな」


　低く、錬金術師の声はくぐもった。


　はたして、縛しばり付けられたのはどちらの方だったろう。





「お前こそ、ここから逃のがれられると思うな。先の言葉を借りるなら──きっちり付き合ってもらおう、ルーン使い」





　まるで、骸がい骨こつの仮面が笑ったかのようだった。





　　　　２




「弱った手に力を込め、よろめく膝を強くせよ（confortate manus dissolutas et genua debilia roborate）」





「心おののく人々に言え。雄々しくあれ。恐れるな。見よ、あなたたちの主を。敵を打ち、悪に報いる主が来られる。主は来て、あなたたちを救われる（dicite pusillanimis confortamini nolite timere ecce Deus vester ultionem adducet retributionis Deus ipse veniet et salvabit vos）」





　聖歌は、とめどなくリーディングルームに響ひびき渡わたる。


　信しん仰こうを現実とせしめ、その歌の響くところはくまなく聖域となる。リーディングルームに渦うず巻まいていた呪じゆ力りよくも、その歌に導かれ、新たな規則性を持った動きを取り始める。


　いや。


　それだけではない。


「っ……！」


　フィンの身体からだが、わずかに震ふるえる。


　若者の目め隠かくしは右目の方だけが引き上げられ、固くつむった瞼まぶたの隙すき間まから、神秘なアカイロを明めい滅めつさせていた。


　ただし、フィンがやっているのではない。


　瞼を閉じているのは、なんとか抵てい抗こうしようという意思の表れだった。


（イツキ……くん……っ！）


　朧おぼろな狭せまい視界が、いつきを捉とらえてしまう。


　すると、対する少年の目も封ふう印いんのコンタクトレンズを取り去られ、淡あわいアカイロを滲にじませているのだった。


　その意味は──明らかだ。


　伊庭いつきの妖精眼グラム・サイトによって、若者の妖精眼グラム・サイトが、無理矢理に制御されているのだ。


（これ、は……）


　切れ切れの意識で、フィンが思う。


　半年前、いつきは同じことをしたことがあった。


　京都での、類感魔ま術じゆつ。


　ふたつの妖精眼グラム・サイトを重ね合わせた、あの事件。


　かのときと同様に──それ以上の強度と細心さをもって、ふたつの妖精眼グラム・サイトが同調している。


（いつのまに……こんな……魔術を……っ！）


　ふたつの妖精眼グラム・サイトの間に糸パスをつなげたのは、フィン自身だ。


　いまだに、フィンの目といつきのそれは、魔術の糸パスでつながっている。その糸パスを逆用して、フィンの妖精眼グラム・サイトを操あやつるというのは、理論上では可能だろう。


　だが、このような高等魔術は、いつきに扱あつかえるものではない。


　いかにフィンが弱っているとはいえ、彼の意思に反して妖精眼グラム・サイトを同調させるなど、一流の魔法使いといえど易やす々やすとなせる技わざではなかった。


　だから、この聖歌なのだ。


　いつき自身を巻き込んで成立する、大規模の儀ぎ式しき魔術。


〈銀の騎き士し団〉は、こうした儀式魔術に長たけた集団だ。呪力の色も信仰のそれに限られているため、極きわめて扱いやすい。清らかな歌の響くところはくまなく彼らの聖域と化し、整えられた旋せん律りつは魔術そのもののコードと化して、いつきの意思通りにふたつの妖精眼グラム・サイトを駆く動どうさせ始める。





「そのとき、見えない人の目が開き、聞こえない人の耳が開く（tunc aperientur oculi caecorum et aures surdorum patebunt）」





「そのとき、歩けなかった人が鹿のように躍り上がる。口の利けなかった人が喜び歌う。荒れ野に水が湧きいで、荒れ地に川が流れる（tunc saliet sicut cervus claudus et aperta erit lingua mutorum quia scissae sunt in deserto aquae et torrentes in solitudine）」





　聖歌が、続く。


　荘そう厳ごんな響きは、まるで大河のよう。


　リーディングルームが震え、台座に置かれた紅あかい種は、その歓かん喜きの旋律とともに光を増し始める。


「視みたい歴史があります」


　その種を見つめ、いつきが口にした。


「もう僕の目では見えなくても、フィンさんの目ならきっと視える歴史です。その結果、紅い種が再び僕の目に戻もどったとしても、悔くいはありません」


「だから……君は……紅い種を元に戻す……と……」


「はい」


　少年がうなずいたのを、フィンは目ではなく、自らの感覚として知った。


　少年と若者の意識が、異常なほど深いレベルでつながり、混こん濁だくしているのだった。ぐるぐると攪かく拌はんされるふたりの精神こころは、互たがいの垣かき根ねを乗り越こえ、視覚のみならず五感をも部分的に共有するに至った。





「熱した砂地は湖となり、乾いた地は水の湧くところとなる。山犬がうずくまるところは、葦やパピルスの茂るところとなる（et quae erat arida in stagnum et sitiens in fontes aquarum in cubilibus in quibus prius dracones habitabant orietur viror calami et iunci）」





「そこに大路が敷かれる。その道は聖なる道と呼ばれ、汚れた者がその道を通ることはない。主御自身がその民に先立って歩まれ、愚か者がそこに迷い入ることはない（et erit ibi semita et via et via sancta vocabitur non transibit per eam pollutus et haec erit nobis directa via ita ut stulti non errent per eam）」





　聖歌が、佳か境きようへと流れていく。


　それに従って、ふたりの混濁はさらに増していった。


　衰おとろえたいつきの妖精眼グラム・サイトを、フィンの妖精眼グラム・サイトが補い、ふたりの呪じゆ的てき視覚はさらに高みへと登のぼり詰つめる。


　紅い種の奥へと、その意識が潜もぐり込み──





【……見ロ。視ロ。観みロ】





「っ──！」


　じり、と。


　脳のう髄ずいを焼くようなその『声』を聞いたのは、はたしてどちらだったか。





【見ロ。視ロ。観ロ】





　かつて何度となく、いつきを苛さいなんだ『声』。


　半年前、やっと終わったと思われたその激痛と『声』が、ふたりの精神こころに食い入ったのだ。


（これ、は──）


（──紅い種、の）


　どちらがどちらの意識ともつかなかった。


（──こんな──そうだ──この痛みを──君はずっと──僕は前から──）


　共感が、懐かい旧きゆうが、苦く悶もんが、羨せん望ぼうが、悲ひ哀あいが、忍にん従じゆうが、虚きよ無むが、切なさが、入り乱れる。


　嵐あらしのような感情の交こう錯さくの中で、しかし、たったひとつだけ混じらない想おもいがあった。


　少年の、出発点スタート。


　こんな無理で無茶で力ずくの所行に訴うつたえてでも辿たどり着きたかった、願いの根源。





　──誰だれかの、笑え顔がお。


　──護まもれなかった──自分のせいで消え去ってしまったモノ。





　それが、混じり合った少年の心を蹴けり飛ばす。


（視せ、ろ──！）


　少年が、叫さけんだ。


（僕に、僕の、視るべきものを視せろ──！　お前が僕の内側で育ったモノだって言うのなら、その家賃ぐらいここで払はらっていけ──！）





「そこに、獅子はおらず、獣が上って来て襲いかかることもない。解き放たれた人々がそこを進み（non erit ibi leo et mala bestia non ascendet per eam nec invenietur ibi et ambulabunt qui liberati fuerint）」





「主に贖われた人々は帰って来る。とこしえの喜びを先頭に立てて、喜び歌いつつシオンに帰り着く。喜びと楽しみが彼らを迎え、嘆きと悲しみは逃げ去る（et redempti a Domino convertentur et venient in Sion cum laude et laetitia sempiterna super caput eorum gaudium et laetitiam obtinebunt et fugiet dolor et gemitus）」





　聖歌の導く呪力の底へ、少年が目を凝こらす。


　花の、開くようだった。


　蕾つぼみの開花にも似て、紅あかい種がほころんだのだ。


　いつきと、フィンにはそう視みえた。内側の途と轍てつもない呪力とともに、まったく別の──内包された歴史がその素す顔がおを晒さらそうとしていたのだ。


　紅い種のつくられた、その経けい緯い。


　その想い。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の中ちゆう核かくにもつながるだろう、その過去。


（──そ、こ）


　視界を、よぎった。


　現実ではなく、魔ま術じゆつと呪力の支配する視界。


　以前、『魔女狩がり』と呼ばれていた──その真実。


（その、真実を……）


　求めた景色を、ただがむしゃらにたぐり寄せる。術式も触媒カタリストも代だい償しようもおかまいなしに、滅め茶ちや苦く茶ちやに手を伸のばす。


　たとえ、その結果、再び真紅の地獄昔の妖精眼へ舞まい戻もどることとなっても──！


　その指先が、はたして真実の一いつ端たんに触ふれたように、いつきには思えた。


　異変が起きたのは、その刹せつ那なだった。


「「っ──！」」


　ふたりの身体からだが、大きく弾はじかれたのだ。





「──お兄ちゃん社長!?」


「いつき！」





　みかんとラピス。


　少女たちの叫びを、ふたりは遠く聞いた。


「今、のは……」


　先に呻うめいたのは、フィンの方だ。


　魔眼に習熟した若者の方が、事態の重大さに気づくのは早かった。


　──つまり。


　ふたつの妖精眼グラム・サイトが、弾かれたのだ。


　こと『視る』ことに関しては、あらゆる魔術を超ちよう越えつする妖精眼グラム・サイトが、その相乗であったというのに妨ぼう害がいされるありえない現象。


　異常と、頭に付けてもよい。


　奇き蹟せきとも──災さい厄やくと呼んでもよい、何か。


　その中心に、ひとりの霊エーテル体が浮うかんでいた。





「どう、やって……」





　呻いたのは、穂波である。


　大英博物館には、〈銀の騎き士し団〉による結界が張られていたはずだ。穂波の感じる限り、結界には傷ひとつついてはいない。だとすれば、この霊エーテル体は結界など存在しないかのように、すり抜ぬけたのだ。


　それは、『力』の強さとか弱さとかではない。


　異質、だ。


　こちらの理屈ルールを問答無用でねじ伏ふせる、別次元の鬼札ジヨーカー。





「まさか……」





　猫屋敷さえ絶句して、大きく目を見開いた。


　純白の、司祭服であった。


　首元からさげられているのは真っ白な肩帯ストラ。複雑精せい緻ちな紋もん様ようには、カバラ発はつ祥しようと思おぼしい杯さかずきや剣けんや樹木を巧こう妙みように織り込んでいる。頭には絡からまった茨いばらと螺ら旋せんを模した冠かんむりをかぶり、手にした宝ほう錫しやくも、肩から広がった暖かそうなマントも、すべてが白の装よそおいであった。


　その髪かみの色さえ、純白。


　肌はだも、睫毛まつげも、唇くちびるも──現実にはありえぬことに──瞳ひとみの色までもが白かった。


　白い女教皇ハイ・プリエステス。


「えと、ご、ごめんなさい。その……この紅い種は、あたしたちの物だから、あまり乱暴に扱あつかわれてしまうのは困ります」


　申し訳なさそうに、霊エーテル体の少女は頭を下げた。


　いつきや穂波と変わらぬ年の頃ころで、かすかに頰ほおを紅潮させている。それが少女の外見で、唯ゆい一いつ白でない色だった。


「っく……」


　ゆっくりと、いつきが身を起こす。


「あなたの……物？」


「はい」


「あなたは……誰だれです？」


「タブラ・ラサ」


　口調は無む邪じや気きなのに、その声の静けさ。


　一いつ瞬しゆん、いつきは耳を疑った。


　声こわ音ねまでも、真っ白に思えたからだ。


　無邪気なまま、心の奥まで染しみ通るような、響ひびきわたるような──けして強い口調でも無いのに耳を塞ふさげない──そんな声音であり、そんな人格であった。


　そんな人格であると、たった一言で伝わってしまうような少女であった。





「〈螺旋なる蛇オピオン〉の……〈王冠ケテル〉の座セフイラーがあたし」





　そう言って、霊エーテル体の少女は胸へ手をあてた。





　　　　＊





　氷と炎ほのおとが、三度、四度とぶつかり合う。


〈礎イエソド〉と名乗る錬れん金きん術じゆつ師しと、オルトヴィーンの魔ま術じゆつの激げき突とつであった。


　錬金術で造られた氷の魔ま獣じゆうと、ルーンの炎とが双そう方ほう弾はじけ飛ぶたび、びりびりと空気が震ふるえ、互たがいの肌へと伝わる。およそ個人の魔法使いが即そく座ざに出せる火力としては、どちらも最高レベルに達していた。


「……ほう」


　夜気にインバネスを打ち振ふり、火花を払はらって〈礎イエソド〉が口にした。


「あの少年首領がお前を置いたのは、信しん頼らいの厚さゆえか」


「知ったことか」


　吐はき捨てるように、オルトヴィーンは答える。


　しかし、その胸の内は焦しよう燥そうの炎に炙あぶられていた。


（向こうは……どうなってんだ）


　いつきたちがたった今儀ぎ式しきを行っているはずの、大英博物館。


　オルトヴィーンは本来相手の出方を見て、もしも〈螺旋なる蛇オピオン〉が多数で攻せめ寄ってきたならば、即座に撤てつ退たいするはずだった。そうした偵てい察さつ行こう為いは、少年の魔法にとって得意な分野だったからだ。


　だが。


（こいつは……自分ごときと言った）


　先の言葉を、オルトヴィーンは思い出す。


　幹部のひとりであり、明らかに超ちよう一流の魔法使いである〈礎イエソド〉が、もはや第一線に立つ必要はないと、そう言い切ったのだ。


　ハッタリとは思えなかった。


　もとより、自動人形オートマタである〈礎イエソド〉に、人の心をどうこうするような概がい念ねんがあるとも思えない。ユーダイクスがそうであるように、彼らには人間の心を斟しん酌しやくする機能が欠落している。


　だとすれば──本当に、この〈礎イエソド〉に匹ひつ敵てきするか、それ以上の術者がやってきているということか。


　それは、伊庭いつきの計画にとっても予定外ではないのか。


（それに……まだ〈協会〉の奴やつらも出てこない……）


　ちらりと、背後の塔とうを確かく認にんする。


　いい加減、この魔術戦せん闘とうは観測できているであろうに、〈協会〉の牢ろう獄ごく塔からも誰ひとり偵察しに来ない。何らかの異常事態が発生しているのは間ま違ちがいなかった。


　オルトヴィーンの思考を大きく離はなれ、事件はどう変化しているのだろう。


「どうした？　物思いか？」


　言葉面づらは弄もてあそぶように──しかしまったくの無感情に、〈礎イエソド〉が言う。


　同時、さらなる氷ひよう牙がが虚こ空くうに弧こを描えがいた。


　一度ごとに工夫を重ねる魔術は、今度はオルトヴィーンの頭上から急きゆう襲しゆうする。


「っ──！」


　直感だけで、少年は動いた。


　文字通りの獣けものじみた俊しゆん敏びんさで、四よつん這ばい気味に後方へ飛ぶ。ぐるりと旋せん回かいし、小石を投げつけた指は竜たつ巻まきのようだった。





「爆はぜろ、ケイナズ！」





　定められた運命のごとく、ルーンの炎が氷を撃げき墜ついする。


　きいいいい、と耳につく音は、錬金術で造られたガス状生物の悲鳴か。


「ペットはもう少し大切にしとけ」


　散さん華げする火花と氷の中で、ぐっと頰ほおを拭ぬぐったオルトヴィーンへ、〈礎イエソド〉は厳げん粛しゆくにうなずいた。


「問題ない」


「？」


　眉み間けんに浮うかんだ疑問符ふは──すぐ、驚きよう愕がくへと変わった。


　後退し、ちょうど背中にしていた樹木から、奇き怪かいな茨いばらが伸のびていたのだ。


　ねばねばと粘ねん着ちやくする奇怪な茨は、背後から少年を抱ほう擁ようするようにして、あらゆる動きを封ふうじていた。


「先の氷牙から逃にげるには、そう逃げるしかなかっただろう。当然の帰結だ。……お前の死と同じく」


　この追い込みが目的だったと、錬金術師は告げた。


　おそらく、先の氷牙に隠かくれて、準備していたに違いない。ただの樫かしの木を人殺しの魔樹と造り替かえたのは、錬金術による成長促そく進しん剤ざいか何かだろう。


　勝利の昂こう揚ようもなく、〈礎イエソド〉の指が新たな試験管を挟はさみ込んだ。


「お前の一年は無む駄だではなかった。だが、それだけのことだ」


　とどめに、錬金術師はどのような魔術を選んだか。


　それは、永遠に知られることはなかった。


　投とう擲てきされた試験管が、空中で止まったのだ。


「────っ！」


　割れて中身をばらまかねば、いかな錬金術といえど効果を発揮しない。


　予想外の結果にたじろいだ一いつ瞬しゆん、今度は〈礎イエソド〉の両りよう腕うでが意思に反して背後へ引っ張られた。


「これ、は……」


　透とう明めい人間にでも羽は交がい締じめにされたごとき〈礎イエソド〉を見て、オルトヴィーンが片目をつむった。
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「うまいぞ」


「……は、はい」


　生前のならいか──緊きん張ちように頰を紅潮させて、いつのまにか空中に現れていた黒羽が、真しん剣けんな顔でうなずいたのだ。


　騒霊現象ポルターガイスト。


　霊エーテル体の少女の、得意技わざだった。


「これは……おまえらの知ち恵えか」


〈礎イエソド〉が、問うた。


　小さく、オルトヴィーンが肩かたをすくめる。


「あんたの使う錬れん金きん術じゆつは確かに最速の魔ま術じゆつのひとつだ。極きわめれば起動キーワードさえいらない上に、呪じゆ的てき技術も一級品。ほとんどの魔術に応用変化対応できるなんてのは、錬金術だけの特権だろうさ。──だけど、その代わり、魔法使い自身の呪力を使った霊れい的てき加護はほとんど最低だったよな」


　それは、たいていの魔法使いならば容易に防げるはずの騒霊現象ポルターガイストも、この男相手ならば決め手に使えるということ。


　その一瞬をつくるため、オルトヴィーンを囮おとりに、黒羽はずっと隠れ潜ひそんでいたのだ。


　もっとも、相あい性しようが最高とはいえ、〈礎イエソド〉ほどの魔法使いを封じられたのは、黒羽の能力の著いちじるしい成長が大きい。妖精眼グラム・サイトを使ったいつきとの特訓は、ラピスやみかんだけではなく、この少女も鍛きたえ上げていたのである。


「黒羽！」


「はいっ！」


　ぐん、と〈礎イエソド〉の腕が背後へ引っ張られる。


　それも全身に呪力を回せば断たち切れたが、行動は遅おくれた。


　仮にも吸きゆう血けつ鬼きの弟で子し──オルトヴィーン・グラウツを相手にするには、致ち命めい的な遅れ。


「おおおおおおおおおっ！」


　力ずくで、魔術の茨が引きちぎられる。


（一気に終わらせて、すぐに追いつく！　いない間……きっちり保もってろよ、馬鹿（Dummkopf）！）


　思う。


　自由の身となった少年は、雄お叫たけびとともに、渾こん身しんのルーンを放った。





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」
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　刹せつ那な、小石を中心に黒い風が集つどった。


　夜よりも深く、闇やみよりも暗い風。ルーンの意味は災いそのもの。


　すべてを塵ちりと化すハガラズの魔風が、〈礎イエソド〉の巨きよ体たいを包み込んだ。





　　　　３




　──誰だれもが、呼吸を止めていた。


　──誰もが、瞬まばたきも忘れていた。





　リーディングルームに立つ者の、ありとあらゆる思考と言葉とが奪うばわれたかのようだった。


　円えん陣じんを組んでいた〈銀の騎き士し団〉はほとんどが茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで、騎士総長たるジェラールがなんとか唇くちびるを嚙かみしめ、臨戦態勢をつくりあげたことで体面を保っている有り様だ。


「…………」


　穂波と猫屋敷もまた、例外ではなかった。


　紅あかい種を儀ぎ式しきに使ったときから、何らかの形で〈螺旋なる蛇オピオン〉が介かい入にゆうしてくることは想定していた。自分たちのような『魔法使いを罰ばつする魔法使い』が三人もあてがわれたのも、その予測と無関係ではなかろう。


（問題は……出現の方法です）


　猫屋敷は、思う。


　混乱を抑おさえ、魔術の準備を脳内で構築しながら、ちらと隣となりを見やる。


　細葉巻シガリロの先から、儚はかなげな煙けむりが漂ただよっている、ただひとり、影崎だけは無表情にその光景を見つめていたのだ。


　つまり、リーディングルーム中央の三人。


　いつきと、フィンと。


　そして。


　タブラ・ラサ。


　そう名乗った、あまりにも白い──天上の雪がヒトのカタチを取ったかのような、司祭服の少女を。


　ゆっくりと、タブラ・ラサは頭を巡めぐらす。


「──お疲つかれ様」


　と、声をかけた。


　フィン・クルーダへ、だった。


　半ば目め隠かくしを施ほどこされたままの若者もまた、ゆっくりと立ち上がり、うなずいて答えたのだ。


「うん、今回は結構疲れちゃいましたよ」


「苦労かけさせちゃった？」


「そこそこ。まあ仕方がありません」


　苦く笑しよう混じりに、若者がぴしゃりと頰ほおを撫なでる。


「願いはあなたが先約です。叶かなえる側が粉ふん骨こつ砕さい身しんを体現してしまっても、まあ筋は通っているんじゃないでしょうか」


「ありがとう」


　少女の笑え顔がおは、本当に若者とお似合いだった。


　まるで、おとぎ話に出てくる姫ひめ君ぎみと王子のよう。どちらもイメージは白く、どこまでも無む垢く。あまりの汚けがれのなさゆえに、ひどく非現実的な光景。


　非現実のゆえ、それは魔ま術じゆつという非日常の世界においてすら、なおも浮うき立ってしまう。


　非日常の中の、非日常。


　例外の中の、例外。


　まさしく、そこにいるのは、そういうふたりであった。


「で……」


　と、少女が周囲を振ふり返る。


　純白の瞳ひとみが多くの魔法使いを見み据すえ、口にする。


「先に、話をする必要があるわよね」


　その言葉を受けて、ようやっといつきが我に返ったのだ。


「……〈王冠ケテル〉の……座セフイラーって言いましたよね」


　先ほどまでの儀式の疲ひ労ろうをこらえ、必死で頭脳を回転させながら、絶え絶えに口にする。


「じゃあ……あなたが……〈螺旋なる蛇オピオン〉の、首領？」


「そうだよ」


　と、日本語で少女は答えたのだ。


「首領と言っていいのかは知らないし、座セフイラーにはそれぞれの意味合いがあるから、どれが偉えらいとか偉くないとかとは別物だけど……その上で、あたしが〈王冠ケテル〉。生命の樹セフイロトのハジマリで、ほかの座セフイラーのすべてを統すべる部位」


　その言葉に、居並ぶ者は、再び騒そう然ぜんと精神こころを波立たせた。


　単に、突とつ然ぜんの襲しゆう来らいというだけではない。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の頂点を名乗るこの少女が──たったひとり、霊エーテル体で現れたことこそが、全員の度ど肝ぎもを抜ぬいたのだ。


　それは、霊エーテル体という状態が、魔法使いにとって極きわめて不安定な状態だからだ。


　黒羽のように、騒霊現象ポルターガイストなどといった形での、素すのままの呪じゆ力りよくの活用は可能である。しかし、それらの能力を魔術とはまず呼ばぬ。なぜならば、肉体も触媒カタリストも持たぬ以上、あくまで素のままの呪力を扱あつかうだけの、原始的かつ稚ち拙せつな方法に限られてしまうためだ。


　いかに強大な魔法使いでも、この事実は覆くつがえせない。


　たとえば一年前、やはりロンドンの〈学院〉での会議に、〈螺旋なる蛇オピオン〉が乱入した際も、大半が霊エーテル体による会議だったため、名だたる魔法使いが一いち網もう打だ尽じんとされた経けい緯いがある。


　いわば、今の少女は敵てき陣じんの中央へ、無防備で現れたに等しかったのだ。


「ん？」


　と、少女は首を傾かしげる。


「この身体からだで来たのが、みんな不思議なの？」


　本体と同じく半はん透とう明めいの司祭服をつまんで、花のように笑う。


「だって、この身体なら、あたしがすぐに戦ったり、どうこうしたりするつもりじゃないって分かるでしょ？　そういうのが必要かもしれないけれど、私はまず話し合いに来たんだもの」


「話し合い、に？」


　タブラ・ラサの言葉に、いつきは目を見開いた。


「……それは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の代表としてですか？」


「そうかも」


　少女が微び苦く笑しようする。


　それから、


「これ、このままくれない？」


　と、自分の手の中の呪物フエテイシユを指したのだ。


「え？」


「は？」


「……何？」


　いつきと同様に、こちらは後ろで控ひかえていたみかんとラピスも絶句した。


　すると、少女は何で分からないかなあと腕うでを組んで、


「だ・か・ら、これだってば！」


　と、指さしたのだ。


　つまり。





　──紅い種を。





「黙だまってこれを返してくれたら、私は今までのことを不問にするつもり。フィンとツェツィーリエを苛いじめたことは怒ってるけど、それはこちらも仕し掛かけたことだしね。庚申くんは半分ぐらいこっちも裏切ってたから仕方ないし」


　まるで、幼い子供が握あく手しゆして仲直りしようと言ってるかのような口ぶりだった。


　誰だれもが、呆あつ気けにとられていた。


　白い少女の言い分が、まともな思考では捉とらえきれないほどに放ほう埒らつで、どうしようもないほどに直ちよく截せつだったからだ。


「……ふざけるな！」


　と最初に怒ど号ごうを発したのは、やはり〈銀の騎き士し団〉の者だった。


「勝手におしかけてきて、多くの人を傷つけて、あげく自分の奪うばわれた物だけは黙って返せだと！　それで何が終わると言うつもりか！」


　儀ぎ式しきの東方を束ねるらしい、若き正騎士だった。


　先月起きた〈アストラル〉との魔術決闘フエーデで、いつきも見た覚えのある顔だ。つまりは、〈銀の騎士団〉でも有望視されている魔ま法ほう使つかいということだろう。渾こん身しんの儀式を中座させられたことで、返しの風──ブーメラン効果とも言われる代だい償しようの吹ふき戻もどしは、この青年も蝕むしばんでいるはずだったが、それを跳はね返すほどの正義感と情熱が、五体に溢あふれていた。


　対して、


「だって、そんなの仕方ないでしょう」


　と、少女は唇くちびるを尖とがらせたのだ。


「あたしたちはね、夢を叶かなえたいの。それはきっとあなたたちも同様の夢だよ？」


「同じ、夢だと!?」


「うん」


　うなずいて、タブラ・ラサと名乗る少女はにっこりと笑った。





「魔法を、この世界に満たしたいの」





　そのまま朗ほがらかに、続けたのだ。


「だってそうでしょう？　あたしたちってば、どう見ても負け犬だよ？　科学さえあれば魔法なんて必要ないんだもの。この世界にとって不必要なことを、一生懸けん命めい自己満足のためだけにひいひい言いながら続けているだけの生物が、魔法使いでしょう。でも、それで本当に満足できる人なんているの？」


　流れるように、少女は口にする。


　無む垢くな声こわ音ねと、ひどく挑ちよう発はつ的でむしろ下げ卑びた内容とのギャップが、再び皆みなの胸中を嵐あらしに巻き込んだ。


「本当は、ずっと見返したかったんでしょ？」


　まるで、子供だ。


　世間と折り合うことをせぬ、動物のような言葉。


　理り屈くつも理性も無くて、ひたすら憤ふん懣まんと欲よく望ぼうを垂れ流すだけの発想。


「本当は、魔術の深しん淵えんも理解しない俗ぞく人じんどもなんて、まとめて地面に這はいつくばればいいって思ってたんでしょ？」


　それこそが、俗人の考えではないか。


　しかし。


　同時に、真実であった。


　当たり前に魔法使いが諦あきらめていることを──そんな俗世のことはどうでもいいとうそぶいていることを、「それって裸はだかの王様と同じだよね」と、少女は端たん的てきに喝かつ破ぱしているのだ。


「手に入るよ」


　と、少女ははっきり言った。


「あたしたちに任せてくれれば、そんな夢が手に入る。魔法使いこそが世界の中心なんだって、科学なんてそのおまけなんだって、詰つんじゃった盤ばん面めんをひっくりかえせる。〈螺旋なる蛇オピオン〉はそのための結社だもの。──ねえ、そうだって、みんなもう分かってるんでしょう？」


「…………」


　沈ちん黙もくが、答えだった。


　それも、一年前からのこと。


　前回〈螺旋なる蛇オピオン〉がロンドンを襲おそった際から、各所の事件で、さまざまにメッセージは残されている。ある程度、鋭するどい魔法使いならば、その時点で大おお枠わくに気づいていただろう。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の、目的を。


　今、少女は言う。


　極きわめて純じゆん粋すいに、疑念のひとつも持たず、少女は謳うたう。





　──魔法使いの価値を、誰もに認めさせるのだと。


　──一度は科学に敗北した魔術を、今度こそ逆転せしめるのだと。





　しかし、その方法は？


　紅あかい種をもって、彼らは何を成し遂とげようとしている？


　その先が見えぬゆえに、誰もが目と耳を塞ふさぐことができない。少女の言葉をひたすらに受け止め続けるしかない。


　ついに、


「この種で、あたしたちは──」


　と、タブラ・ラサが続けようとしたとき、


「そこまでです」


　別の影かげが割り込み、少女を制止した。


　ひどく、不ふ吉きつな影が。


　いつきが振ふり返り、その名を呼んだ。


「……影崎さん」


「魔ま術じゆつ儀ぎ式しきを、即そく座ざに中止してください」


　無表情に、男が告げる。


　くたびれたスーツを纏まとい、唇からは細葉巻シガリロの紫し煙えんをくゆらせ、この男だけはいつもと寸すん毫ごうたりとも変わらなかった。


「今の僕は……ダリウス副代表から、〈螺旋なる蛇オピオン〉との交こう渉しよう許可をいただいてますが」


「ええ。ですが、これ以上の行こう為いは〈協会〉の益にならないと判断します。あなたと同様、私にも──魔法使いを罰ばつする魔法使いにも、独自の判断権は委ゆだねられていますので」


　影崎の言葉は、いっそ機械よりも冷れい徹てつだった。


　いや、冷ややかですらない。


　そこにあるのは、虚きよ無む。


　ぽっかりと口を開いた空白のみ。


　タブラ・ラサと名乗る少女が純白ならば、影崎のそれは欠落に他ほかならぬ。抜ぬけ落ちた色は、男の平へい凡ぼんな姿をこれ以上ない異形へと変えるようだった。


「ですが、今のこの人──タブラ・ラサさんは霊エーテル体です。話だけでも聞く価値はあると思います」


「いいえ」


　食い下がったいつきに、影崎はただかぶりを振った。


「無防備であることが危険でないことではありません。すでに、彼女の述べている思想は、いかなる魔術や武器よりも危険でしょう」


　細葉巻シガリロを口元から外し、影崎はこう付け加えたのだ。


「……それに、もともとダリウス様から、この場合にどうするかは承うけたまわっております」


「…………っ！」


　いつきが、言葉を止める。


「紅い種を利用した魔術儀式の結果……こちらのような、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部級が現れたなら、魔法使いを罰する魔法使いはそれを漏もらさず捕とらえよと、そう命じられているのですよ」


　視線は霊エーテル体の少女に据すえたまま、影崎はうなずいた。


「ご苦労様です。あなたの役目は終わりました」


　そのためだけに、いつきを利用したのだと。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間をおびきだす、ただそれだけ。


　ダリウスは最初からそのつもりしかなかったと。


　対して──


「あなたが、影崎さん？」


　タブラ・ラサは、ことりと首を傾かしげた。


　まるで、両親から話だけを聞いていた伯父おじ様に、初めて会うかのような態度。


「そう呼ばれています」


「魔法使いを罰する魔法使いの、筆頭よね」


「そのような肩かた書がきは持ち合わせておりませんが、そう認にん識しきされるのは人の勝手でしょう」


「そう」


　と、少女が難しい顔になった。


　腕うでを組んで、眉まゆ根ねを寄せて、少ししてからこう尋たずねた。





「だったら──あなたがいなくなったら、みんな素す直なおになる？」





「…………」


　無造作な質問に、影崎は答えない。


　代わりに、


「穂波、猫屋敷」


　と、背後に佇たたずんだふたりの名を呼んだ。


「彼らを止めていただけますか。もし、それが希望に添そえないなら……」


　影崎の手がスーツの内側へ入り込み、ちらりと古い皮の表面を見せた。


　羊皮紙であった。


〈協会〉が、特に重大な約定を結ぶ際に取り交かわす『契けい約やく書しよ』。


　単なる書類ではない。


　同意がなければ効果を発しないが、一度でも同意を得られれば、その約定に則のつとる限り、その相手の生死さえおもうままとする呪物フエテイシユであった。


　無論、この場合は、穂波と猫屋敷の──魔法使いを罰する魔法使いとしての、契約に違ちがいない。


　しかし、


「必要あらへん」


　と、穂波は言い切ったのだ。


「ほう？」


「それが、魔法使いを罰する魔法使いとして正しい判断である以上、そんなんいちいちちらつかさへんでも、あたしは従う」


　前に出る。


　かつん、かつん、と床ゆかを踏ふむローヒールの足音。


　少女の纏まとっていた黒いマントが揺ゆれて、内側から数本のヤドリギが引き抜かれた。


「……穂波」


「伊庭くん」


　隣となりで膝ひざをついた少年へ、少女はきゅっと唇くちびるを嚙かんで言う。


「あたしは、〈協会〉に派は遣けんされてる。後出しやけれど、社長伊庭くんの承しよう認にんも得てここにいるんや。──だから、貸し出し魔法使いレンタルマギカなら、こうするやろ？」


「貸し出し魔法使いレンタルマギカなら？」


「そう」


　きっぱりと、少女はうなずいた。


　いつきは、ただ微び苦く笑しようした。


　納なつ得とくと共感と悲しみと喜びを入り混じらせた表情となって、


「かもしれない」


　と、口にしたのだ。


「お兄ちゃん社長！」


「…………」


　これは、みかんが声をあげた。


　ラピスはただ、ふたりの様子をその大きな目でじっと見つめるきりであった。


　いつきは──少し困ったような顔で言う。


「魔法使いの世界に生きる貸し出し魔法使いレンタルマギカとして、穂波はすごく正しいと思う。うちの社員がそういう人で、僕も嬉うれしいし、誇ほこりに思う」


「良かった」


　と、穂波も微苦笑した。


　少年と、とてもよく似た表情だった。


　ある意味で、かつて〈アストラル〉でともに戦っていたときよりも、よほど似ている表情かもしれなかった。


「だから……何があっても、後こう悔かいなしや」


「分かってる」


　少年の黙もく認にんを得て、穂波は漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえした。


　視線は、リーディングルームの中央。


　月光の降り落ちるその台座近くに、フィンとタブラ・ラサは佇んでいる。


（……フィンの呪じゆ力りよくは、封ふうじられたままやね）


　先に、それを確認する。


　最も恐おそろしい妖精眼グラム・サイトは目め隠かくしによって封じられたままだ。先のいつきとの儀ぎ式しきによって半ばずらされてはいるものの、すぐさま自力で回復するのは難しいだろう。


　必然、穂波の注意は、霊エーテル体のままの少女へと及およぶ。


「猫屋敷さん」


「はい」


　これまで沈ちん黙もくを貫つらぬいていた青年は、同どう僚りようの問いかけでやっと声をあげた。


「サポートお願い」


「了りよう解かいしました」


「……にあ」


「にゃあ」


　短いやりとりとともに、青年の足元に控ひかえた玄武と白虎も、主人に倣ならって鳴いた。


　それから、


「タブラ・ラサって言うたね」


　用心深く、少女が口にする。


「今から、〈協会〉の名に則って、あんたを拘こう束そくする。大人しく捕つかまってくれれば、個人的には力になってやれると思うけれど、どうする？」


「あ、優やさしいんだ」


　ちょっと驚おどろいた風に、白い少女は目を丸くして見せる。


　対する穂波は、鋭するどい瞳ひとみに決意を宿し、視点を一いつ切さい揺るがさない。


　この半年で、少女はずっと成長したように見えた。たとえばそれは、いつも眼帯をつけていた怖こわがりの少年がそうであるように、


「でも、いけないよ」


　と、タブラ・ラサはかぶりを振ふった。


「あたしたちはみんなの夢の結けつ晶しようだもの。だから誰だれにも負けないし、絶対に折れないの」


「そう」


　と、短く穂波は答えた。


「だったら、その夢をあたしがへし折ってあげる」


　少女がマントの懐ふところへ手を差し込んだ。


　取り出されたのは、とりわけ長く、とりわけ古いヤドリギであった。


　それを視た瞬しゆん間かん、いつきははっと息を飲んだのだ。


「それ──って！」


「〈協会〉には、特別な呪物フエテイシユがいっぱい秘蔵されてる。これもそのひとつ。ウェールズの森で、千年の時を経た古木と共存したヤドリギ」


　そのヤドリギを掲かかげ、少女は謳うたう。





「我は乞うハイル！　霊れい樹じゆの長老たる汝なんじの庇ひ護ごと力を、我がもとにもたらさんことを！」





　呪力が、こぼれだす。


　膨ぼう大だい無比な呪力である。長いとはいえ、たかだか数十センチのヤドリギは、まるでカタチを成した呪力の塊かたまりだった。


　その樹皮が、ずわりと波打つ。


　変化し、カタチを成し、少女の身体からだを押し包んだ。


「穂波！」


「穂波お姉ちゃん！」


　いつきとみかんがそれぞれに叫さけびをあげ、次の刹せつ那な目を見張った。


　千年の月日をわずか数秒に圧縮し、急速に成長したヤドリギの蔓つるは──瞬またたく間まに少女の腕うでや足を覆おおう鎧よろい甲かぶととなり、その手に長大な槍やりを形成したのである。


　あたかも、神話に言う盾の乙女スカルメールのごとく。


　そして。


　その槍はいつき自身、ただの二度だけ視みたことのあるものだった。


　本来はタブラ・ラサの隣となりに佇たたずむ、もうひとりのケルト魔ま術じゆつの使い手の武器。


　すなわち、神殺しの槍──





「ミストルティンの、槍……っ!?」





　　　　４




　──その、刹那。




ふたつの盤ばん面めんで、ふたつの変化が起きた。







　　　　５




　まずは、大英博物館で。


「タブラ・ラサ！」


　叫びとともに、穂波が槍を振りかざす。


　神殺しの槍が空気を断たち、強きよう烈れつな呪じゆ力りよくとともに少女の頭上へと流れた、その瞬間。





「我は呪のろいとなす……獅し子し座の心臓よ……あらゆる護まもりを穿うがて」





　掠かすれてこぼれた声を、確かに穂波は聞いた。


　同時、リーディングルームの天窓を破り、今度こそ結界を力ちから業わざで薙なぎ払はらって、新たな人ひと影かげが舞まい降りたのだ。


　ガラスの破は片へんが、雨のように降り注ぎ、柔やわらかな絨じゆう毯たんを破る。


　巻き起こった風は、残された書物のページをばさばさと煽あおり、その真ん中で人影はさらなる魔術を行使する。





「我は祝福となす……乙おと女め座の小腸よ……不ふ浄じようを退ける護りとならん……」





　複雑な印形とともに、小さな試験管がかざされた。


　軽くこづいただけでも砕くだけそうな繊せん細さいなガラスの管は──しかし、人影とタブラ・ラサを護るかのように、不可視の壁かべを形成したのだ。


　ミストルティンの槍が、その壁と激げき突とつする。


　膨大な呪力と呪力が、その狭はざ間まで拮きつ抗こうした。


　その拮抗も、一瞬。


　魔法使いにしか聞こえない、水すい晶しようの割れるような音を場の全員が聞いた。


　穂波は槍を振り切っており、その間合いのわずかに外で、新たに現れた人影のローブが浅く切り裂さかれていた。ミストルティンの槍は不可視の壁を砕いたが、対する壁もまた、人影とタブラ・ラサを護りきったのである。


　しかし、穂波に衝しよう撃げきを受けた様子はなかった。


　むしろ当然といった風に、その相手を見つめていた。


　相手の手に携たずさえられたのは、たぷんと液体を蓄たくわえた試験管。おそらくはホルマリン溶よう液えきか何かだろう。浮ういている桃もも色いろの物体が──人間の臓器であることも、穂波はとうに看破していた。


　人間の身体からだを黄こう道どう十二宮の星座と照応させ、その星座の守護と呪じゆ詛そをともに得る魔術。


　降こう霊れい術じゆつ。


　もしくは、死霊術ネクロマンシーと言う。


「……やっぱり、あんたが護りに来たんやね」


「あなた……とは……一年ぶりに……お会い……しましたか……」


　青白い顔の青年は、咳せきを混じらせながら、そう告げた。


　その名を、メルキオーレ。


　死霊術師ネクロマンサー。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の、〈永遠ネツアク〉の座セフイラー。





　かつて、穂波とアディリシアのふたりを一いつ蹴しゆうした魔法使いが、そこに現れていた。





　　　　＊





　そして、ロンドン郊こう外がいの、煉れん瓦がの塔とうのそばで。





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　ルーンと呪文とともに、黒風が湧わき上がる。


　騒霊現象ポルターガイストで拘こう束そくされた自動人形オートマタを、今度こそ破は壊かいせんと殺さつ到とうする。


　確かに、黒風は〈礎イエソド〉を捉とらえた。


　今度こそ、どうあっても逃のがれられぬタイミング。迎げい撃げきの錬れん金きん術じゆつを放つ隙すきさえも、黒羽の騒霊現象ポルターガイストが奪うばい取っていた。


　しかし、





「災いを喰らえ、ハガラズ」





　闇やみ夜よに、別の黒い風が巻き起こったのだ。


　オルトヴィーンのそれに、数倍する大きさの魔ま風ふうだった。


　ごおとぶつかりあったふたつの黒風は、互たがいを打ち消して、そよ風のみを森へ残した。


「え……」


「な……っ」


　呻うめいた黒羽とオルトヴィーンの耳へ、別の声が届いた。


「おいおい。一体全体、これはどういうわけだ」


「っ──！」


　全身が、硬こう直ちよくする。


　爪つま先さきから脳天まで、氷柱つららで串くし刺ざしにされたようだった。神経がのきなみ串刺しにされて悲鳴をあげ、オルトヴィーンの脳のう裏りに全力で警報を響ひびき渡わたらせる。


「……あ」


　ぎこちなく、振り返る。


「お、前……」


「あーあー、無ぶ様ざまな顔しやがって。すっかり牙きば抜ぬけたわんころか？　あたしはそんな風に躾しつけた覚えはなかったんだけど、所しよ詮せんは畜ちく生しようの悲しさ、三日も離はなれると自分の飼い主の顔も忘れるってか」


　忘れられる、はずがなかった。


　無視できる、はずもなかった。


　闇夜をくりぬいたかのように傲ごう然ぜんと立ち、その女は黒く塗ぬった唇くちびるを吊つり上げていた。


　髪かみも黒く、瞳ひとみも黒く、長く伸のびたその爪つめさえも黒く。


　フィンと違ちがい、身体に傷が見あたらないのは、たった今十分な呪じゆ力りよくを大地から吸い上げて、回復したものだったろうか。


「んー、まだ肌はだがひきつれた感じだよな。〈協会〉の奴やつら、こっちが無む抵てい抗こうだからってひでえことしやがって。いやまあ、あたしだったら、とりあえず手足と目玉と鼻はいらねえって最初に切り取ってたろうから、まだマシなのか」


　腕うでを振ふりながら、けった糞くそ悪そうに言う。


　ツェツィーリエ。


　オルトヴィーンの師にして、〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈王国マルクト〉の座セフイラー。


　吸きゆう血けつ鬼きが、そこにいた。


「どうしてお前……あの牢ろう獄ごくから？」


「ああん？」


　切れ切れに問うたかつての弟で子しへ、ツェツィーリエは機き嫌げん悪そうに眉まゆをひそめた。


「それなら、あたしに聞かれても困るな。本気で見張りが全員消えてたぜ？　いくらなんでも、一度開放して呪的性質を衰おとろえさせた牢獄で、いつまでもあたしを縛しばり付けっぱなしにするのはしんどかろうが」


「……そりゃ、人の苦労も放置した言い分だろ」


　と、舌打ちするもうひとつの影かげ。


「わざわざ誰だれかさん用のルーン金貨を持ってきたり、そこの自動人形オートマタが頑がん張ばってる間に、牢獄破りにいそしんだり。そのへんへのねぎらいはないんですかね」


「いちいち雑魚ざこにねぎらう馬ば鹿かがいるか」


「そりゃ結構な言いぐさだ。じゃあ、その雑魚と、今から座セフイラーを賭かけてやりあうか？」


「へえ、面おも白しろいこと言うな」


　険悪な視線を、吸血鬼がもうひとりの男と交かわす。


　鍔つば広びろの帽ぼう子しをかぶり、漆しつ黒こくのマスクで鼻と口を覆おおった、ラテン系と思おぼしい青年。


　その姿に、黒羽が目を剝むいた、


「あなた……ひょっとして、ガラさん？」


「へえ、俺を知ってるのか？」


「〈ゲーティア〉の魔ま法ほう使つかいだったのに、アディリシアさんを裏切って〈螺旋なる蛇オピオン〉についた人だって、そう聞いてます」


「はん、ご挨あい拶さつだな」


　ガラが鼻を鳴らす。


　その様子を見て、


（まさか……）


　ある想像が、オルトヴィーンの心臓へ電流を走らせた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉自体ではなく、ツェツィーリエがこうも簡単に解放されてしまったその理由を、考えてしまったのだ。


（……もしも）


　──もしも。


〈協会〉の人間も、ここに〈螺旋なる蛇オピオン〉が来ると予想していたならば？


　それを阻そ止しすべく、〈アストラル〉が介かい入にゆうすると見み越こしていたならば？


　通常の見張り程度では、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部級を止めることは不可能だ。かといって、それが可能な魔法使いとなれば、〈協会〉にも数が限られている。そこそこ優ゆう秀しゆうな魔法使いの数はいても、一流どころとなると途と端たんに足りなくなるのが、〈協会〉の泣き所だからだ。


　だが、〈アストラル〉ならば、少しの間は止められる。


　ほんの、少しの間だけ。


　ならば、〈協会〉側にとって、限られた戦力を効率的に集中する方法は──


「……まさ、か」


　呻きをこらえるのに、オルトヴィーンは渾こん身しんの力を要した。





（……本気で、〈協会〉は〈アストラル〉を捨て石にした!?）





　だが、その先を考えられるほど、少年にも余よ裕ゆうはなかった。


「……オルトヴィーンさん」


　隣となりから、黒羽の囁ささやき。


　それで、少年の思考は現実に戻もどる。


「……ああ、分かってる」


　と、うなずく。


　すでに、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いが三人。


　しかも、その内ふたりは座セフイラーを持つ幹部ときていた。ガラとて、けして侮あなどれるような魔法使いではない。かつて〈アストラル〉へ入社する以前に調べた情報が確かならば、彼もまた禁きん忌きの向こう側へ手を出した魔法使いのはずだった。


（さすがに……まずいか……）


　奥歯を、嚙かみしめる。


　切り札になりうるルーンを、頭の中で確かく認にんする。しかしそれも、自分の師であるツェツィーリエの前で、どれほどの効果を持ち得るか。


（これ以上、まずいことも起きやしないか）


　吹ふっ切る。


　ぐっと、ルーンを摑つかむ。


　やるならば初しよ撃げきしかない。打開のための、一いち縷るの希望を託たくして、ありったけの呪じゆ力りよくをそこに注ぎ込もうとする。





　……しかし。




少年の願いは裏切られる。







　事態の悪化は、まだ終わっていなかった。


　ツェツィーリエたちのやってきた方角のほぼ反対側──開けた森の通り道から、新たな人ひと影かげがゆっくりと歩み寄ったのだ。


　影は、木製のステッキをついていた。


　目には片眼鏡モノクルをかけ、頭には上質のシルクハット。


　微び妙みような肌はだの色もあいまって、人種は定かではないが、おそらく四十代かそこら。絵に描かいたような、古い英国紳しん士しのスタイルでありながら、その姿には独特の異様な気配がまとわりついていた。


「──お待たせでございます」


　奇き怪かいな言葉とイントネーションで、男は挨あい拶さつした。


「〈礎イエソド〉様に、ツェツィーリエ様、ガラ様ですね」


　ひとりずつ、確認する。


　まるで、オルトヴィーンと黒羽など、眼中にないかのような態度。


　ちらりとその男の方を見て、ツェツィーリエが愉たのしそうに唇くちびるから牙きばを覗のぞかせた。


「へえ。じゃあ、あんたがそうか？」


「ご指し摘てきの通りかと」


　小さく、シルクハットの男はうなずく。


　そして、恐おそるべき言葉を口にしたのだ。





「〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジットと申します。タブラ・ラサ様からの言いつけで、皆みな様さまをお迎むかえにあがりました」






[image: ]


　　　　１




　ガラスの散乱したリーディングルームに、天窓からの風が吹ふき込んだ。


　月光を十分に含ふくんだ夜風。


　蒼あおい風は、その場の人間たちの顔を撫なでて、散っていく。


　とりわけ、中央に対たい峙じする少女と青年を、蒼い風は存分に慈いつくしんだようだった。


　つまり、ミストルティンの槍やりを構えた穂波と。


　その前で、黄色い長衣ローブに身を包んだメルキオーレを。


「ああ……儚はかない……」


　ほつり、と青年の口からため息がこぼれた。


「脆もろい……弱い……僕の身体からだは朽くち木のようで……今、この瞬しゆん間かんにも腐くさり落ちんとする果実のようだ……」


　遠く、か細く。


　即そつ興きようの詩か何かのように、青年が口ずさむ。


　それから、猫ねこ背ぜのままで、ゆっくりと穂波を見上げた。


「まさか……その槍を……フィン以外の人間が使えるとは……思いませんでした……」


　切れ切れに、メルキオーレは言う。


　単に、いつもの体調不良だけではなく、その横顔には魔ま術じゆつのための精気オドを浪ろう費ひした跡あとが色いろ濃こく滲にじんでいる。


　それだけの疲ひ労ろうを、ミストルティンの槍が強しいたのだった。


　また、リーディングルームを包んでいた〈銀の騎き士し団〉の結界を、力ずくで砕くだいたことも、大きかった。どちらも通常の魔法使いであれば、夢想だにできぬような事こと柄がらだ。いかな〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーとはいえ、それだけの大魔術の連発はただならぬ負担になったらしい。


「ヤドリギ……だけでは……ありませんね……？」


　フードの下の目が、すうと細まる。


「……魔法使いを罰ばつする魔法使い……〈協会〉の……秘ひ匿とく級呪物フエテイシユを……好きに扱あつかえる権限を……持ってたはずです……。あなたは……どこまで使いこなしました……？」


「好きに想像し」


　ぴたりとミストルティンの槍を突つきつけたまま、穂波は動かない。


　堂に入ったその構えから、少女が過ごした年月が垣かい間ま見みえた。魔法使いを罰する魔法使いとして、すでにその槍を何度も使ってきたのだろう。


　たった半年。


　されど、成長期の魔法使いを豹ひよう変へんさせるには、十分な時間。


「メルくん、大丈夫なの？」


　隣となりのタブラ・ラサが、心配げに聞いた。フィンはずらされた目め隠かくしを押さえたまま、儀ぎ式しきでの衰すい弱じやくから回復しきっていない。


　対して、


「もちろんです……」


　と、メルキオーレは答えた。


「……僕も……ひとりでは……ありませんので……」


　その言葉に。


　穂波は、動かなかった。


　代わりに、猫屋敷が猛もう然ぜんと入り口を振ふり向いたのだ。


　外部にも、〈協会〉からの護衛が配されているはずだった。魔法使いでないにせよ、魔術の知識をもち、十分な訓練を施ほどこされたはずのガードマンたち。


　それらの障害など関知もせぬかのように、堂々と新たな影かげが絨じゆう毯たんを踏ふんだ。


「オオー、トレービアン！」


　両手を広げ、月光溢あふれるリーディングルームに、大おお柄がらの影は感動を表明した。


　ぎらぎらと派手な、三重の金ネックレスをつけた男だった。


　首は太く、肩かた幅はばも広く、ジャケットに通した腕うでも筋肉質。笑え顔がおまでも筋肉でできてるような白色人種コーカソイド。目にはブルーのサングラスを、指にはいくつも大おお粒つぶの宝石をつけた指輪をはめて、どこまでも成なり金きん趣しゆ味みでありながら、妙みような統一感も併あわせ持った相手だった。


「……ジェイク」


　と、メルキオーレが嫌いやそうに名を呼んだ。


　その響ひびきを無視して、


「大英博物館は昔来たケド、リーディングルームに入るノハ初めてネー！　いやバーチャルではいろいろ見てきたケレドも、たいていゲームの中だったし、プレイに忙いそがしくてユックリ見るヒマもなかったしネ！」


　大きく口を開いて、男はまた呵か々か大たい笑しようする。


　それから、視線が移った。


「ああー、アナタ！　ヒドイ！」


　ぎゅむ、とぶっとい人差し指を──猫屋敷へ突きつけたのだ。


「なんデ、スーツなんデスカ！」


「……は？」


「たーシカ、名前はネコヤシキサンでしたっけ！　顔を合わせるのはこれが初めてデスね！　ドウゾよろしく、ジャパニーズクラシックマジック、オンミョードー！　なノニ！　だというノニ！　その格好はナンデスカ、ネコヤシキサン！　日本の奥ゆかしさを忘れたんデスカ！　日本人なら恥はじを知りなサイ！　ジャパニーズゲイシャフジヤマサムラーイ！」


　実に、頓とん狂きようなリズムと発音で糾きゆう弾だんする。


　ついさきほどまでの緊きん張ちよう感を、粉々に砕くかのようなマイペースぶりだった。


　この陽気な男が、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈尊厳ホド〉の座セフイラーとは、誰だれもすぐには信じられまい。


　実際、タブラ・ラサは自分の耳を両手で塞ふさいで、きゅっと眉まゆをひそめたのだ。


「ジェイクくん、ちょっといきなりうるさくない？」


「オーゥ、ソーリィ、マイディアマスター」


　大おお袈げ裟さに片手を振って、ジェイクは謝罪する。


　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男も、白い少女にだけは形無しのようだった。


　金きん髪ぱつを指で梳すいて、ぱあんと大きな音をたてて、頰ほおを叩たたく。


「じゃア、真面目まじめにやりマスカ」


「……どうする気です？」


　これは、猫屋敷が聞いた。


「もちロン、マスターと一いつ緒しよに、その紅あかい種ヲいただいて帰りマス」


　自信満々に、ジェイクが告げたのだ。


　猫屋敷の表情は変わらなかった。


　ただ、静かに続けた。


「私も、それを通すわけにはいきませんので。派は遣けんではあるんですが、宮仕えの哀かなしさとでもお笑いください」


　そう言いながらも、猫屋敷の瞳ひとみには一いつ切さいのゆるみがなかった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　再び、猫ねこたちが遠く鳴き交かわす。


　いつのまにか、四匹ひきの猫は青年を取り囲んで、正確に東西南北の四方へ配されていた。


「オオ？」


「手加減する気にはなれませんもので、早速失礼しましょう」


　猫屋敷の指が、くるりと回る。


　スーツの懐ふところより取り出されたのは、細い万年筆だった。


　漆うるしで和風の意い匠しようをほどこされたそれを扇おうぎに見立て、猫屋敷は朗々とある呪じゆ文もんを口にしたのだ。





「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四し象しように至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦の大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」





　その祝詞のりとを聞いて、


「……ほう、いきなりですか」


　無表情に、影崎が呟つぶやいた。


　瞬しゆん間かん。


　四方に配された猫たちの、月光をくりぬいた影がぐうと伸のびたのだ。


　呪力によって紡つむがれた影から、たちまち数十数百の影があふれ出す。その一匹ぴき一匹が、並の式神を凌りよう駕がする『力』の持ち主であった。


　すなわち、その大魔ま術じゆつは猫屋敷を支える四し神じん相そう応おうのひとつ──





「まずはご覧ろうじろ。──四神相応がひとつ、六十四卦三百八十四爻の陣じん」





　　　　＊





「我は呪のろいとなす……蠍さそり座の爪つめよ……万ばん物ぶつを蝕むしばむ毒とならん……」





「我は乞うハイル！　地にも天にもあらざる霊れい樹じゆと月の加護もて、すなわち南西の災わざわいを阻はばめ！」





　少女と青年の間で、いくつもの魔術が交こう錯さくした。


　死霊術ネクロマンシーの振ふりまく多重の呪じゆ詛そを、ことごとく穂波のミストルティンの槍やりが切り裂さいていく。


　ぶつかりあう呪力は、物理的な衝しよう撃げきとは別に、その余波を周囲にぶちまけた。


　つまりは、死霊術ネクロマンシーの呪いを。


　ぞっ、と禍まが々まがしい呪力がリーディングルームを浸ひたす。


　たちまち絨じゆう毯たんが爛ただれ落ち、本ほん棚だなの木材が腐くされて中身を床ゆかに放ほうり出した。散乱した本のページさえ瞬またたく間まに泥どろと変わり、周辺に使っていた金属さえも腐ふ食しよくして、一気に呪詛は部屋中を侵しん食しよくする。


　その一いつ端たんは、いつきへも向かって！


「いつき！」


「お兄ちゃん社長！」


　その余波を前に、試験管が投げつけられ、凜りん然ぜんと玉たま串ぐしが振られた。





「起動キーワード──第一質料と塩は、赤き王おう冠かんの土地を飾かざらん！」


「清めたまえ！　祓はらいたまえ！」





　試験管が割れ、内部の粉末を振りまく。


　間かん髪はつ入れず、みかんの〈禊みそぎ〉。


　さあっと、清すが々すがしい呪力が、呪詛に対たい抗こうして広がった。


　本来、英国においては大きく効果を減じさせる神しん道とうの魔術を、ラピスが保持していた錬れん金きん術じゆつの塩によってサポートさせたのである。


　ひとつ間ま違ちがうと呪波干かん渉しようの起きかねないやり方であったが、これは元の呪力に偏かたよりの薄うすい錬金術の特性と、みかん、ラピスふたりのコンビネーションによって補ったものだ。


　かろうじて呪詛を防げたと知って、みかんが背後を振り向いた。


「お兄ちゃん社長！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「う……うん、大丈夫」


　かろうじて、少年がうなずく。


　そうしながらも、いつきは目の前の争いから目が離はなせなかった。


（これが……〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の戦い……）


　ごくりと、唾つばを飲み込む。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部級の戦いを前に、〈銀の騎き士し団〉も動けぬままだった。儀式のブーメラン効果によって困こん憊ぱいしているのもあるが、このレベルの戦いに対し、迂う闊かつな介かい入にゆうをすることができなかったのだ。


　もとよりマニュアル化などできない魔術戦せん闘とうではあるが、これほど高位の魔法使い同士の死し闘とうには、〈銀の騎士団〉でさえ巡めぐり会ったことがなかった。


　穂波も猫屋敷も、以前とは違う。


　一歩も退ひかず、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーと戦いあっている。いや、もとより一年前の戦いでも、猫屋敷だけは勝ち星をあげていたのだが、今の青年には当時とはまた異なる安定感があった。


（それは……〈協会〉で得た力……？）


　いつきの想像とともに、少女が動いた。





「我は乞うハイル！　月と力の円えん錐すいのもと、穿うがて、南西の邪じや悪あく！」


「さらに我は乞うハイル！　月と霊樹と力の円錐をもって、南西の災いを討うち滅ほろぼせ！」





　穂波が攻こう勢せいに転じる。


　片手を振ふると、漆しつ黒こくのマントの内側から、複数のヤドリギが自動的に解き放たれる。


　少女の指揮に応じて突とつ撃げきする、一個の軍隊のようでもあった。





「……我は祝福となす……乙おと女め座の小腸よ……不ふ浄じようを退ける護まもりとならん……」





　強大な死霊術の結界で、メルキオーレも防ぼう御ぎよするが、続かなかった。


　立て続けに放たれるヤドリギの矢、散さん弾だん。


　しかも、その連撃に、今の穂波はミストルティンの槍による致ち死しの攻撃を混ぜ込んでくるのだ。


「っく……！」


　結果、魔ま術じゆつだけでは対処しきれず、メルキオーレも体術で回かい避ひ行動をとらざるを得ないのだが、それこそ思いの壺つぼだった。


　魔術能力はともかく、メルキオーレにさほどの身体能力はない。


　そして、穂波はその弱点を的確についていた。


　間合いが離れればヤドリギの矢で、近づけばミストルティンの槍。


　単純に魔術だけでいうならば、まだメルキオーレの方に分があると見えるのに、その相手のつけいる隙すきを、穂波はまったく与あたえない。


（やっぱり……前とは違う……！）


　いつきは、思う。


　一ヶ月前、いつきも〈アストラル〉を率いて、実力が上の〈銀の騎士団〉を打ち破った。


　それは、〈銀の騎士団〉が極きわめて特化した戦闘集団だったからだ。だからこそ、いつきはあらかじめ対策をたて、最大の要かなめであった突撃チヤージを破り、老騎士の得意としていた白兵戦の間合いを潰つぶすことで、互ご角かくの戦いを演じてみせた。


　だが。


　同じように相手の弱みを握にぎりつつも、今の穂波の側には、そうしたはっきりした弱点が存在しないのだ。


　もともと、ヤドリギの矢による遠えん距きよ離り戦闘を得意としていた穂波は、新たにミストルティンの槍やりを手にすることで白兵戦をも制し──さらには格闘戦へ持ち込まれぬよう、見事に立ち回っている。


　この半年、穂波がどのような時間を過ごしていたのか、如によ実じつに伝わるような戦いぶりではあった。


　魔法使いを罰ばつする魔法使い。


　およそ〈協会〉に属する魔法使いの内で、最も実戦を経験するのが彼らであることに、疑う余地はあるまい。


（こんなに……）


　と、いつきは思う。


　こんなに、穂波は強かったのか。


　以前、一度だけフィンにそそのかされて、〈アストラル〉と戦うことになったときとはまるで違う。まったく違う。芯しんからの本意ではないにせよ、穂波自身が納なつ得とくし、その全力を振るっている証左でもあった。


　かつての自分が、いかに彼女を活いかしきれてなかったか、痛感する。


　本来の穂波は、誰だれかに教えたり、誰かをサポートするのではなく、こうした単独任務にこそ長たけた魔法使いだったのだ。


　そして──





「疾チツ！」


「……にあ」


「うにゃあ」


「にゃあにゃあにゃあああああ！」





　猫屋敷の側も、形勢は明らかとなっていた。


　雲うん霞かのごとく押し寄せる霊れい猫びようたちの物量に、ジェイクは防戦一方だったのだ。加えて、猫ねこたちの隙すき間まからは、的確に猫屋敷が霊れい符ふを放つ。


　穂波が自分の弱みをすべて消す鉄てつ壁ぺきのスタイルとすれば、猫屋敷は徹てつ底てい的に相手の嫌いやな部分をつく策士のスタイルだった。


「疾チツ！」


　さらに、猫屋敷が符を放つ。


　霊符は飛ひ翔しよう半ばで怒ど濤とうの水の流れと化し、主人の敵たるジェイクを包み込まんと、上空より襲おそいかかったのだ。


　いわく、黒こく龍りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。





「──NEITHER, NEITHER」





　その水の龍を何らかの呪文で相そう殺さいして、ジェイクは大きく後ずさった。


　殺さつ到とうする猫たちをぎりぎりで回避しつつ、着地した床ゆかでバランスを取って、おっとっとと両手を危あやうげにひらひら振ふる。


「……いやハヤ、コレは恐おそろシイ」


　と、呆あきれたようにうなずいた。


　その純白のジャケットが、あちこち大きく裂さけている。


　多数の式神によって追い込まれつつも、なんとか致ち命めい傷しようは避さけているようだった。


　正確には、追いつめられるたびに、どこか不自然なカタチで男が攻こう撃げきを回避するのだ。偶然つまずいたことで狙ねらい澄すました符を回避したり、偶然穂波たちの戦いの余波を受けて、猫たちの攻撃のタイミングがずれてしまったりと、そういうことが連続しているのであった。


　無論、ただの偶然ではあるまい。


　だが、いかなる魔ま術じゆつによる行こう為いかというと、判然としなかった。


　やはり、この男の魔術系統だけは分からない。


　時々口にしている呪文は、東洋のマントラに近いのだが、そう断じてしまうには明らかな違い和わ感が混じるのだ。


　はあ、と大きくジェイクがため息をつく。


「一応さっきからコソコソ呪術撃うってルんデスが、全部無効化されてるノハ、そのスーツのオカゲ？」


「そう見えます？」


「ソウ見えルヨ。分かりニくくシテルけど、ソレ、相当良い呪物フエテイシユばかり織り込んでるヨネ？　胸ポケットに差してる伊達だてっぽい眼鏡めがねも邪じや眼がん対策？」


「さて」


　素す直なおには答えず、猫屋敷は淡あわく微び苦く笑しようした。


　穂波と同じように、猫屋敷もまた〈協会〉の呪物フエテイシユによって強化されていたのだ。


　ただ、〈協会〉が基本的に西せい欧おうの結社である関係上、以前のような和装の支給はなかったものである。魔法使いにとっての服装がただのファッションにはとどまらぬ以上、猫屋敷自身もいろいろ工夫してるところなのだが、各種問題もあって完かん璧ぺきとはいかないらしい。


　す、とその瞳ひとみが薄うすく開く。


「あなたの魔術も……なんとなく分かってきましたよ」


「オーゥ、ソレは大変。手品のタネを見み抜ぬクのは良くナイお客デスヨ？」


　ジェイクが、大おお袈げ裟さにのけぞって見せる。


　もっとも、そんなジェスチャーを取りつつも、男の行為に決定的な隙すきは見つからない。小さな隙は無む尽じんに出てくるのだが、どれも相手を罠わなにかけるかのような、わざとらしいものばかりなのである。


　ある意味では、よく似たふたりなのかもしれなかった。





「…………」





　そしてこれも、いつきは蚊帳かやの外で見つめるしかなかった。


　穂波も、猫屋敷も、どちらも迂う闊かつに手を出せるような戦せん況きようにはなかったのだ。


（僕……は……）


　右目に、触ふれる。


　かすかに硬かたい、コンタクトレンズの感かん触しよく。苦い胸中を嚙かみしめ、拳こぶしを握にぎりしめる。


　そうしたとき、


「……どうする？」


　と、耳元で囁ささやかれたのだ。


　振り返らずとも、嗄しわがれた声こわ音ねだけで、誰だれかは分かった。


「ジェラール……さん」


　ジェラール・ド・モレー。


〈銀の騎き士し団〉を束ねる老騎士は、自分から勝負には打って出ず、狡こう猾かつに存在を潜ひそませていたのだ。


「お前さんの目と、俺の騎士団を使えば、この状況も突とつ破ぱできるかもしれんぞ？」


「……僕の、目を？」


「おおさ」


　老人が、小さくうなずく。


　実際、いつきの妖精眼グラム・サイトはこうした混戦でこそ真価を発揮しうる。


　戦場の未来を先読みする少年の瞳と、老騎士の指揮力をもってすれば、この戦いへ〈銀の騎士団〉をもって介かい入にゆうすることも不可能ではあるまい。


　だからこそ、いつきがどうしたいのかと、老騎士は尋たずねたのだった。


「…………」


　少しの間、いつきは沈ちん黙もくした。


　それから、


「待ってください」


　と、言った。


「待つ？　まだ待つのかね？」


「はい。……もう少しだけ、待ってください」


　そう言って、いつきが顔を上げた。


　同時、戦場に異変が生じた。





「疾チツ！」





　かっ、と稲いな光びかりが輝いたのである。


　霊れい符ふそのものが木もく行ぎようの理ことわりを体現して、紫むらさきの雷かみなりと変じたのだ。


　いわく、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。


　猫屋敷の使う、最速の霊符。


　その符を受けて、今度こそジェイクがたたらを踏ふんだ。


　不自然な守護もついに種切れか、男のジャケットは胸むな元もとから大きく裂さけて、ぶすぶすと焦こげた臭においをあげていた。ジェイクの体格からすれば重傷とはいえないにしても、けして無視できるようなものではあるまい。


　その傷を、服の上から撫なでるようにして、


「アーアー、もうヤメましょう！」


　と、男は放言した。


「？」


「よく考えタラ、ネコヤシキサン、一対一じゃ負けナイとかの触れ込みじゃナイデスカ！　そんなの真面目まじめにやりあうだけ損デス！」


「なら、そうじゃない方法があると？」


「イエス」


　猫屋敷の問いに、ジェイクはにんまりと笑い、大きくうなずいた。


「真面目じゃナイ方法にシマス」


　ジャケットの内側から、一枚の紙を取り出したのだ。


　猫屋敷が使うのとよく似た札で、目の覚めるような黄色の紙に、鮮あざやかな朱しゆの文字が書かれていた。これまでジェイクが行使していた不可思議な魔ま術じゆつとは、明らかに一線を画する呪物フエテイシユであった。


「それ、は……」


　猫屋敷が、新たな霊符を放つよりも早く。





「WIRBDARFP」





　高らかに、ジェイクの声がこだました。





　　　　２




　少し、時間はさかのぼる。





　古こ塔とうの、すぐそばだ。


「──〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジットと申します。タブラ・ラサ様からの言いつけで、皆みな様さまをお迎むかえにあがりました」


　そう告げた男の登場で、完全に盤ばん面めんは決定づけられていた。


「…………」


　オルトヴィーンの頰ほおに、嫌いやな汗あせが伝った。


　自分と互ご角かくか、ひょっとしたら上だろう魔法使いが四人。いかに少年が切り札のルーンを携たずさえていようが、この状じよう況きようから起死回生の手段などあるはずもない。


「……オルトくん」


　黒羽の囁ささやきにも、少年はうなずきさえ返せなかった。


　そんなふたりを、まるで虫けらのように見つめ、


「こいつらのこと、どう思う？」


　と、ツェツィーリエが、新たに現れたサタジットへ顎あごをしゃくった。


「私たちを足止めする目的でございますね」


「へ、じゃあこいつら捨て駒ごまってことか？　ははん、とうとう主人に見捨てられたのか、可哀かわい想そうに」


「見捨てたのは、おそらく〈アストラル〉ではなく〈協会〉の側かと。──加えて言えば、必然で狙ねらったのではなく、あわよくば我々を分断できるのではないか、とそんな考えだったものと推測いたします」


「なるほど、ね」


　つまらなそうに、ツェツィーリエが鼻を鳴らす。


「つうことは、〈協会〉の主戦力は向こうか？　だけど、〈螺旋なる蛇こつち〉だって、あたしを解放しにこれるだけ、戦力が余ってるんだろ？」


　そう。


〈礎イエソド〉は言ったではないか。


　自分ごときが最前線に出張る必要は最も早はや消失したと、そんな風に語ってなかったか。


「残念ですが、〈礎イエソド〉様の情報が少し古い。もしくは、少し後手に回ったと存じます」


　サタジットが、軽くかぶりを振ふった。


「あ？」


「〈協会〉の最高戦力──魔法使いを罰ばつする魔法使いは、それぞれの地域に睨にらみを利きかせるため、事実上動かせません。ですので、座セフイラーの者ならば、ふたりもいれば搔かき回せる……と思われてましたが、それは半年前までのことです。〈協会〉側も、人員の増強と再配置を行っています」


「…………」


　それは、穂波と猫屋敷のことだろうか。


　オルトヴィーンの立場では、そのレベルのことは分からない。魔法使いを罰する魔法使いとなったふたりの実績は聞いているが、そのことが〈協会〉の戦力にどのような変化をもたらしたかまでは分からない。


　量と、質と、相あい性しよう。


　どれひとつの些さ細さいな変化でも、大きく結果が覆くつがえるのが魔法使いたちの戦場であった。


「じゃあ、どうなるってんだ？」


「現在〈協会〉側の揃そろえた魔法使いには、おそらくジェイクとメルキオーレだけではかなわないでしょう。ここに来る以前、オードリー氏にも占うらなってもらいましたが、あまり芳かんばしい結果ではありませんでした。何より、お嬢じよう様さまは霊エーテル体のままで飛び出していってしまいましたので」


「おい」


　嚙かみつくように、ツェツィーリエが突つっ込みをいれる。


（…………？）


　凄せい絶ぜつなプレッシャーにうちひしがれながら、オルトヴィーンも眉まゆをひそめた。


　この吸きゆう血けつ鬼きにしては、珍めずらしい表情だったからだ。


　まるで、他人のことを案ずるような態度なんて。


「それじゃ台無しだろうが」


「ええ。──ここに来ているのが私でなければ、うまくいったことでしょう」


「方法があるのか？」


「もちろんです。たった今、ちょうど呼ばれましたから」


　と、サタジットは肯こう定ていしたのだ。





「……皆様、少し失礼を」





　とん、と。


　ステッキが、地面をついた。





　　　　＊





「WIRBDARFP」





　高らかに、ジェイクの声がこだました。


　その刹せつ那な、異変が生じた。


「────!?」


　いつきが、右目を押さえる。


　ぐにゃり、と何かが曲がったのだ。


　何が曲がったのかは、説明できない。


　そもそも認にん識しきできていなかった。


　ただ、『曲がった』というその事実だけを、全員が感じた。物体ではなく、霊エーテル体ですらなく、もっと普ふ遍へん的で──妖精眼グラム・サイトにさえ関知できない、もっとありえない何かが。


（視みえ……ない……っ！）


　視界が、消える。


　続けて音が消え、臭においさえも消えた。


　あらゆる感覚器官が意味を無くし、全員が絶対の虚きよ無むに投げ込まれる。


「────っ！」


　次の、刹那。


　彼らは、大英博物館に戻もどっていた。


　そして、がたんと音をたてて、真しん紅くのコートを着た少年が床ゆかに転がったのだ。


「オルトくん！　それに……黒羽さん!?」


「社、長!?」


「いつき……くん」


　呻うめきをこらえ、オルトヴィーンが上半身をもたげる。


　その隣となりに投げ出されていた黒羽も、幾いく分ぶんその霊エーテル体の密度を薄うすらがせながら、ゆっくりと視線をあげた。


「ふたりとも！　どうしてここに」


「あのシルクハット野や郎ろう……おかしなことしやがって……！」


　切れ切れに、オルトヴィーンが言う。


　そのまま、頭を巡めぐらす。


「あいつら、は──」


　猛もう禽きん類を思わせる獰どう猛もうな少年の瞳ひとみが、すぐさま対象を発見した。


　つい先ほどまで一いつ緒しよにいたはずの、敵方。


〈礎イエソド〉。


　ツェツィーリエ。


　ガラ。


　そして──


「ああ、良かった。うまく行きました。いや即そつ興きようの術式だったもので、ちと方向性に不安があったのですが、やはり到とう着ちやく先のイメージがしっかりしてると、魔ま術じゆつが通りやすい。魔法使いたるもの、大英博物館のイメージが曖あい昧まいというわけには参りませんからね。もちろん、ジェイク様の誘ゆう導どうも素す晴ばらしかったわけですが」


　くるくると、ステッキが回った。


　黒光りする木製の素材が、かつんと軽い音で床を打つ。


　広がった音の波に、異様な呪じゆ力りよくを感じて、オルトヴィーンは顔をしかめた。


「お前……何を、した？」


「いささか、あるべきもののある場所を捻らせていただきました。──ああ、こちらの皆みな様さまには改めて挨あい拶さつが必要ですね。〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジットと申します」


　シルクハットを胸にあてての、男の一礼。


　いきなりの出現に誰だれもが目を剝むき、その称しよう号ごうになおさらの衝しよう撃げきを受ける。


　しかし、いつきはもうひとつの事実に驚きよう愕がくした。


（まさ、か、瞬しゆん間かん移動──!?）


　確かに、そうした魔術は存在する。


　いつき自身、何度かそうした魔術によって移動した経験もあった。


　だが、それらは例外なく、魔法使いの精せい魂こんを奪うばい取る大魔術なのだ。よほど入念に準備をしていても、運べる者はせいぜい二、三人。距きよ離りも一キロを超こえるのがやっとというところで、もしも即興で行うとなれば、アディリシアほどの魔法使いでも昏こん睡すいに陥おちいるほどの代だい償しようを必要とする。


　必然ではある。


　そうでなければ、魔術が科学に負けることなどなかったろう。


　だが、あの塔とうとこの大英博物館までは、優に数キロ以上の距離がある。そんな距離を即興で、かつこれほどの人数を無理矢理に連れていく瞬間移動など、いつきには想像もできなかった。


　……いや。


　それも、間ま違ちがいだ。


　ひとりしか、想像できなかった。


「…………」


　唯ゆい一いつ想像できたその男──影崎は、やはり感情の読みとれぬ表情で、細葉巻シガリロの紫し煙えんをくゆらせていた。


　その影崎を向いて、片眼鏡モノクルの男が言う。


「お分かりかと思いますが、壺こ中ちゆう天てんと禹う歩ほの応用にございますよ。一応オリジナルの術式ですが、さほど突とつ飛ぴな発想というわけでもありません」


　片眼鏡モノクルの奥の目を細め、サタジットは影崎へ語りかける。


「あなたとは、ご同どう輩はいとなりますかね」


「…………」


「いえ、さすがに同じ位階とは申しませんよ。あなた様の在り方は天てん仙せんに限りなく近い。比ぶれば、私は地ち仙せんから一歩も脱だつしてない。いやはや、雪せつ蓮れんか朱沙かのように、もう少しまともな仙せん骨こつがあればとも思いますが、無いものねだりをしても仕方ありませぬ」


「……代わりに、かの一族と違って、体質的な代償も必要ないようですが」


　やっと、影崎が口を開いた。


　対するサタジットは、シルクハットに指をあて、軽く肩かたをすくめてみせる。


「生態ではなく魔術として学びましたもので。お恥はずかしい浅学ではございます」


　気き障ざったらしい仕草は、まったく影崎と相反していた。


　しかし。


　それでいて、似た気配をふたりは纏まとっていた。


　言葉通り、同じ魔術を修める者の気配。穂波とフィンがそうであるような、葛城香かおりと橘たちばな弓ゆ鶴づるがそうであるような、猫屋敷蓮と石動いするぎ圭けいがそうであるような──同一の気配。


　そして、〈螺旋なる蛇オピオン〉を除く場の全員が慄りつ然ぜんとした。


　ある事実に、気がついたのだ。


　ゆっくりとリーディングルームの中央に歩み寄り、サタジットが頭を下げる。


「連れて参りましたよ、お嬢じよう様さま」


「うん」


　と、タブラ・ラサが無む邪じや気きにうなずいた。


「ガラくんも、お疲つかれさま」


「昨日今日会ったばかりで馴なれ馴なれしく呼ぶな。人を使い走りみたいに扱あつかいやがって」


「ふ～ん、いい年して拗すねちゃうんだ」


　くすくすと、真っ白な指で口元を押さえて、少女は笑う。


　まるで、ずっと前からそうしていたかのような、他愛たわいないやりとり。


　それから、


「皆みんな、ご苦労様。もうふたりだけ足らないけれど──このとき、この時間をずっと待たせちゃったね」


　少女が、言う。


　その通りだった。


　ガラだけではない。


　それ以外の魔ま法ほう使つかいたちの、異様な陣じん営えいこそが最大の問題だった。





　──〈王国マルクト〉の座セフイラー、ツェツィーリエ。


　──〈礎イエソド〉の座セフイラーたる自動人形オートマタ。


　──〈尊厳ホド〉の座セフイラー、ジェイク。


　──〈永遠ネツアク〉の座セフイラー、メルキオーレ。


　──〈調停テイフエレト〉の座セフイラー、フィン・クルーダ。


　──〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジット。


　──〈王冠ケテル〉の座セフイラー、タブラ・ラサ。





〈螺旋なる蛇オピオン〉。


　その、残る九人の幹部のうち、七人までもがここに揃そろい踏ぶみしていた──！





　　　　３




　しん、とリーディングルームは静まり返った。


　熾し烈れつを極きわめていた猫屋敷とジェイク、穂波とメルキオーレの戦いも停止され、ただ群れ集つどった〈螺旋なる蛇オピオン〉の者たちを見つめるしかなかった。


　月光のみが、蒼あおくしんしんと降り落ちている。


　ひとときの戦いが沈ちん静せい化し、数百年を超こえた書物たちの部屋には、別の均きん衡こうと静せい寂じやくが訪おとずれていたのだった。








「いつき」


「お兄ちゃん社長」


「…………」


　振ふり返ったラピスとみかんに、いつきは沈ちん黙もくで答えた。


　目が離はなせなかった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉が揃って、次にどのような行動に打って出るのか、そのすべてを考えなければならなかった。








　それは、こちらのふたりも同じこと。


「穂波さん」


「……分かってる」


　穂波と猫屋敷が、短く会話を交かわす。


　つい先ほどまで優勢を誇ほこっていたふたりも、これだけの魔法使いたちに取り囲まれては、何をすることもできなかった。


　上司である影崎も、あえて〈螺旋なる蛇オピオン〉を制しようとはしない。


　この恐おそるべき魔術集団を前に、魔法使いを罰ばつする魔法使いたちも、手をこまねいているしかなかった。








　そして──〈螺旋なる蛇オピオン〉たちは。


　最初に、タブラ・ラサが、片眼鏡モノクルの男へと声をかけた。


「まずは、フィンくんを治ち療りようしてあげて」


「分かりました」


　サタジットが、うなずく。


　片眼鏡モノクルの男は、懐ふところから黄色い霊れい符ふを取り出した。


　目め隠かくしの上にその霊符をあてると、低く囁ささやいたのだ。





「身中諸内境　三萬六千神　動作履行藏　前劫並後業


　願我身自在　常住三寶中　當於劫壊時　彼身常不滅


　誦此真文時　身心口業皆清浄　急急如律令」





　浄じよう三さん業ごう神しん呪じゆ。


　名前の通り、心身の浄じよう化かに使われる道術のひとつだった。


　じんわりと柔やわらかな呪じゆ力りよくがこぼれ、若者と目隠しの両方に染しみこんでいく。


　やがて、ぽろりと若者の目隠しが外れたのだ。


「フィンくん……大だい丈じよう夫ぶ？」


「ええ、おかげさまで」


　眩まぶしそうに目を押さえたまま、若者はうなずいた。


　すると、その指の間からも、淡あわい光が滲にじんだのである。


　赤く──朱あかく──紅あかく。


　アカく。


「っ……」


　いつきの右目も、同様にうずく。


　妖精眼グラム・サイト同士が、共きよう振しんしているのだった。


　それはとりもなおさず、もうひとりの妖精眼グラム・サイト──〈螺旋なる蛇オピオン〉の取り替え児チエンジリングの復活をも示していた。


「……これで、僕も戦列に戻もどれます」


「噓うそおっしゃい。ツェツィーリエさんと違ちがって、フィン君はまともな身体からだでしょ。しばらくは無理しないの」


「おい。まともじゃないのは認めるが、人を勝手に基準にするな」


「オーゥ、でもツェツィーはフィンと一いつ緒しよに捕つかまってたワケだシ？」


「……殺されて……も……知りませんよ……？」


「同意しよう」


「つか、殺すぞお前ら」


　ジェイクのオーバーアクション気味な言葉へ、メルキオーレが陰いん気きに口を挟はさみ、〈礎イエソド〉が承しよう認にんし、ツェツィーリエが牙きばを覗のぞかせる。
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　あまりに似合わないやりとりだけに、周りは目を白黒させるしかなかった。


　この──タブラ・ラサという少女の周りでは、奇き蹟せきばかりが起こるようにも見えた。


「うん」


　と、ひとつうなずいて。


　その少女が、振ふり返る。


「皆みな様さま、やる気はなくなった？」


　タブラ・ラサが、ことんと身体を低くして問いかけたのだ。


　誰だれも、言葉はなかった。


　何かを、口に出来るはずもなかった。


「じゃあ、このまま帰らせてもらおっか。目的のものはちゃんと手に入れたもの」


　凱がい歌かのごとく、霊エーテル体の少女が言う。


　紅い種が、すうとその手元に引き寄せられた。


　真っ白い司祭服の裾すそを、まるで実体のように揺ゆらし、少女は堂々とリーディングルームを退去しようとする。


　それを止めるべきと思いつつも、動くべき瞬しゆん間かんを、誰もが決めかねていた。


　王女の歩みを、誰も止める権利など持ち合わせないかのように。


　しかし、


「────っ！」


「……あっ」


　いつきとフィンが、同時に呻うめいた。


　突とつ然ぜん渦うず巻まいた呪力の前兆を、ふたつの妖精眼グラム・サイトだけが知った。


「タブラ・ラサ！」


　フィンの叫さけびよりも、早く。





「我は至高の代行者、暁あかつきの子、至上と下界を繫つなぐ者なり。我はかの外にあらず、かの調和は我が内にあり」





　その呪文スペルが、響ひびいた。





「我は大地なり。我は大海なり。我は空の広がりを満たし、深みを貫つらぬく。かくて調和は保たれり。我は万ばん物ぶつの流る転てんの始源にして終極なり。我が歩みは雷らい鳴めいに従う風、我が行くは万物の極きわみを超こえし究くつ竟きようなり」





　ぞっ、と大英博物館を、おぞましいほどの呪力が満たす。


　もしも、天空を見上げていれば、もっと別の現象に気づいたろう。


　天窓の向こう──夜空にかかった月を中心に、黄道の牡お牛うし座から双ふた子ご座にかかる領域がぐるりと歪ゆがんだのだ。


　そして次の刹せつ那な、降り落ちた光は正確にタブラ・ラサの身体を捉とらえ、大英博物館から大空までを貫く柱として突つき立ったのである。


　少女の周辺と、外側とを隔かく離りする光の柱になって。


「な──」


「お嬢様！」


「お前！」


〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部たちがそれぞれに表情を変え、何人かは即そく座ざに魔ま術じゆつを発動させて解除しようとしたが、光の柱はびくともしなかった。


　その結果を見届けて、


「……無む駄だだ」


　と、否いなの声があがった。


　それも、途と轍てつもなく危険で傲ごう慢まんで──圧あつ倒とう的な気配。


「その光柱は、倫敦に駐ちゆう在ざいする魔法使いが昨日から百人がかりの儀ぎ式しきで形成したものだ。いかに〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーが逸いつ脱だつした存在であろうが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきには覆くつがえせまい」


　入り口であった。


　この夜、さまざまな人間たちを通してきたリーディングルームの扉とびらは、目の覚めるような蒼あおいスーツの男を迎むかえていた。





「お前たちは帰らせん。ここで〈螺旋なる蛇オピオン〉とやらの幻ゆ想めには終わってもらおう」





　重々しい声が、リーディングルームに響く。


　足音さえも、黄金のように重かった。


　獅し子しのたてがみを思わせる金きん髪ぱつ。鷲わしのごとき鋭するどい眼光。腰こしの後ろに手を回したその姿勢さえも、千年を閲けみした砦とりでの盤ばん石じやく。


　ダリウス・レヴィが、その場に足を踏ふみ入れたのだった。





　　　　＊





　事態は、混迷を極めていた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の集合でさえ、全員の度ど肝ぎもを抜ぬいたというのに、さらに〈協会〉の副代表たるダリウス・レヴィが現れたのだ。


　しかも、そのダリウスの使った魔術が、あっさりと〈螺旋なる蛇オピオン〉の首領を捕らえ、幹部たちにさえ手出しを禁じたとなれば、最も早はや混乱の落ち着く暇いとまなどあるはずもない。


「なんで……」


　振ふり返ったいつきの隣となりを、男は一いち瞥べつさえせず通り過ぎていく。


「ダリウス……レヴィ……」


　メルキオーレも、その名を呼んだ。


　病弱な青年の暗い瞳ひとみには、常ならざる怒いかりが燃えていた。


「昨日から……百人がかりの儀式と……言いましたね……？」


「言ったとも」


　ダリウスが、にんまりと唇くちびるを歪めた。


　魔法使いを統すべる王者は、自らに刃は向むかう結社の面々を前にして、傲ごう然ぜんと告げたのだ。


「一年前とは逆になったな。今回仕し掛かけたのは〈協会〉の側だ」


　満まん腔こうの自信とともに、ダリウスは笑う。


「すでに、倫敦を中心にして、六方に術式を仕掛けてある。何、それこそお前らが一年前に使ったのと同じようなものだ。今やその制せい御ぎよは完全に私の下もとにある。この大英博物館にある限り、お前らがいくら優すぐれた魔法使いだろうと、完全に砕くだき殺してみせよう」


　それが──ダリウスの策だった。


〈アストラル〉を利用して、〈螺旋なる蛇オピオン〉をおびきよせたのだと、影崎の言った真の理由。


　場所も時間も限定され、綿密な準備を必要とする大魔術を、この瞬しゆん間かんに発動するための。


　三人の、魔法使いを罰ばつする魔法使いも、これを隠かくすための囮おとりにすぎなかったものか。


「こ、れって……」


　いつきも、光の柱を見上げ、低く呻うめいた。


　コンタクトレンズ越ごしにも妖精眼グラム・サイトを疼うずかせるその魔術の感かん触しよくに、かすかな心当たりがあったのだ。


　その記き憶おくを辿たどりかけたところで、


「……トートの、槍やり」


　小さく、ラピスが囁ささやいた。


「あ……」


　もう、二年も前のことだ。


　ラピスとユーダイクスが、ふたりして〈アストラル〉へ襲おそってきたときのこと。


　あのとき、ユーダイクスは丸一年と半をかけた大魔術で、結界の張られた〈アストラル〉の屋や敷しきを焼き払はらおうとした。もしも猫屋敷がすんでのところで手を打たなければ、いつきも穂波も丸ごと焼き殺されていただろう。


　無論、普ふ段だんから使えるような魔術ではないが、場所と時間を限定させ、事前の準備を念入りにしておけば魔術の効果を飛ひ躍やく的に高めることも可能なのだ。


（だったら……）


　と、いつきは推測する。


　おそらく、ダリウスの言う術式も、同じようなものだ。


　この、魔ま法ほう使つかいの王者の背後には、偽いつわりなく百人以上の魔法使いが搔かき集められている。彼らの呪じゆ力りよくを集め、束ねることで、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部さえすぐには手出しできないほどの魔術を形成・維い持じしているのだ。


　おそらく、ダリウスの指示がひとつあれば、その光柱はさらに変化して、この場の〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間を始末するに違ちがいない。


「正直、ここまで一いち網もう打だ尽じんにできるとは思ってなかった。全員を集められては足止めできる自信がなかったものでね。吸きゆう血けつ鬼きの身み柄がら程度は仕方ないと諦あきらめていたよ」


　ツェツィーリエの監かん視しをゆるめてまで、儀ぎ式しきへ魔法使いを集中させたのも、彼の計画の一部だったのだろう。


　よもや、〈螺旋なる蛇オピオン〉の全員が瞬間転移で集められるとも考えてなかったろうが、その行動に伴ともなった時間のずれは、かえって彼の計画を予想以上の成功へ押し上げた。


「分かってるな、影崎」


「はい」


　主人の問いかけに、魔法使いを罰する魔法使いはうなずく。


「契けい約やくを賭としても、ここは逃にがしません」


　ずず、と影崎の身体からだから、呪力の影──のようなものが滲しみ出す。


　たとえ、残る回数がただ一度であったとしても、この場の〈螺旋なる蛇オピオン〉の全員にさえ劣おとらぬ呪力だった。


　その気配に、揺ゆらぎが生じた。


　影崎の瞳に、ほんのかすかではあったが、驚きよう愕がくの色が表出したのだ。


「副代表！」





「我は至高の代行者、暁あかつきの子、至上と下界を繫つなぐ者なり。我はかの外にあらず、かの調和は我が内にあり」





　ひそやかにタブラ・ラサが囁いていた、その呪文スペルとともに。


　月が、もう一度輝いた。





「────!?」


　ダリウスが咄とつ嗟さに後ろへ飛んだのは、影崎の警告あればこそ。


　同時、もうひとつの光が、天空から大英博物館へ突つき落とされたのだ。





「我は大地なり。我は大海なり。我は空の広がりを満たし、深みを貫つらぬく。かくて調和は保たれり。我は万ばん物ぶつの流る転てんの始源にして終極なり。我が歩みは雷らい鳴めいに従う風、我が行くは万物の極きわみを超こえし究くつ竟きようなり」





　ごっ、と新たな光の柱が突き立った。


　衝しよう撃げきで散らばっていた本が飛び散り、空気分子が灼しやく熱ねつに奔ほん騰とうする。絨じゆう毯たんどころか大理石も貫かん通つうして、光の柱は大地の底まで貫通した。


　かろうじてその柱に閉じこめられることだけは避さけたものの、ダリウスは大きく目を見開いた。


「これ、は……!?」


「残念。こちらは隔かく離りなんかじゃなくて、一気にやっちゃうつもりだったのに」


　と、笑えみを含ふくませたのは、光の柱に閉じ込められたタブラ・ラサだった。


「準備を重ねてきたのが、自分たちだけだなんて、思わないでくれる？」


「何をしたと、言ってる！」


　副代表の怒ど号ごうに、少女はあ～あといった感じで肩かたをすくめる。


「ダリウスさんの言ったこの術式って、カバラを基き礎そにヘルメス学の儀式魔術を取り入れたやつだよね。ソドムとゴモラを滅ほろぼした神の炎ほのお、あるいはメギドの丘おかを焼いた炎になぞらえて、敵対する組織のすべてを薙なぎ払う広域殺さつ戮りく術式。実際に使用されたのって、中世以降の記録では第一回十字軍だけだったと思うけれど……残念、その術式が伝えられてるのは、〈協会〉だけじゃないよ」


　少女は、言う。


　新たな柱も、ダリウスが準備したのと同じ術式だと。


「な、に……」


「不思議？　でも、あなたぐらいは、あたしたちがどういう組織か知ってるはずよ」


（それって……）


　少女の言い分に、いつきが息を飲む。


（それって……〈螺旋なる蛇オピオン〉が……〈協会〉から分ぶん裂れつした組織だっていう……）


　少年も摑つかんでいた情報。


　それが真実だったなら、〈協会〉の秘ひ匿とくしていた術式を、〈螺旋なる蛇オピオン〉が知ち悉しつしていること自体は不思議じゃない。


　しかし。


　それでも、謎なぞは残る。


　こうした魔ま術じゆつには、相当数の魔法使いが必要なはずなのだ。


　いくら知識だけあっても、それなり以上の人材と数、さらには適切な触媒カタリストや儀ぎ式しき場の提供など、潤じゆん沢たくなバックアップがなければ、実行はおぼつかない。そして、それらこそ〈螺旋なる蛇オピオン〉には手に入らぬはずのものであった。


　たったひとつ、〈協会〉が圧あつ倒とう的に勝っていたはずのリソース。


　その存在を、今の〈螺旋なる蛇オピオン〉は誇こ示じしていた。


「まさか……」


　と、ダリウスが唸うなる。


「うん」


　と、タブラ・ラサがうなずいた。


　にっこりと、無む垢くなる笑みとともに、こう告げたのである。


「一年前、メルキオーレくんにやってもらった倫敦での宣言から、十二の魔術結社と合意に至ったんだ。──今、あなたに牙きばを剝むくのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉だけじゃない。この世界に生きる、魔法使いの意志そのものだよ」





　　　　４




　逆転につぐ、逆転。


　反撃につぐ、反撃。


　仕し掛かけられた陥かん穽せいはひとつにあらず、堕おちたと思われた者たちさえも、すぐさま敵方の足首を摑み返す。


　今の状じよう況きようは、目まぐるしいという一語しかあるまい。


「…………」


　霊エーテル体の少女と睨にらみ合ったまま、ダリウス・レヴィは自分の置かれた立場を嚙かみしめていた。


（〈螺旋なる蛇オピオン〉の影えい響きよう力を……見誤ったか）


　……いや。


　そういうわけではない。


　実際にダリウスは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の思想が世界の魔法使いに伝染することを最も危き惧ぐしていた。これほど強ごう引いんな手段をとって、〈螺旋なる蛇オピオン〉を早さつ急きゆうに抹まつ殺さつしようとしたのも、わずかな遅おくれが致ち命めい的な結果を招くと分かっていたからだ。


　それでも、間に合わなかった。


　ダリウスの全力より早く、〈螺旋なる蛇オピオン〉の思想は魔法使いたちに浸しん透とうしたのだ。


　そのための素地は、すでにできあがっていたからだ。


　魔法使いが魔法使いだからこそ、葛かつ藤とうせざるを得ない一事。


　そこにこそ、〈螺旋なる蛇オピオン〉はつけこんでいたのだから。


　実際、タブラ・ラサは言っていたではないか。





　──『魔法使いこそが世界の中心なんだって、科学なんてそのおまけなんだって、詰つんじゃった盤ばん面めんをひっくりかえせる』





　と。


　そのタブラ・ラサが、光の柱の中で笑う。


「さ、どうする？　お互たがいに殺し合ってみる？　こっちもひどい目にあうけれど、〈協会〉もそうだよね。あの組織、あなたなしにきちんと回るのかしら？」


「…………」


　副代表は、沈ちん黙もくする。


　もとよりエゴが強く、陰いん湿しつに陥おちいりやすいのが魔法使いである。まともな民主主義など機能するはずもない。今の〈協会〉が成立するのは、それらの魔法使いの強みも弱みも、すいもあまいも嚙み分けた、ダリウスという怪かい物ぶつあってこそだ。


　だからこそ、ふたりは何もできず、膠こう着ちやく状態に陥るしかなかった。


「…………」


「…………」


　ふたつの術式が、ちりちりと音を立てて拮きつ抗こうしている。


　それらの拮抗は、致命的な核かく兵へい器きを握にぎりながら、ただ死蔵するしかない大国の矛む盾じゆんにも等しかった。


　手詰まり、とも言う。


　途と轍てつもない緊きん張ちよう感が、世界を満たしていた。


　今にもガスを詰めすぎた風船のように、破は裂れつしてしまいそうなほどであった。


　しわぶきひとつ、こぼれない。


　誰だれかが、小さな呻うめきを漏もらしただけで、この拮抗が砕くだけ散ってしまいそうだからだ。その破は壊かいは魔術世界の崩ほう壊かいそのものへつながっていると、誰もが感じ取っていたからだ。


　ダリウス・レヴィも、タブラ・ラサも、〈螺旋なる蛇オピオン〉も、〈銀の騎き士し団〉も、誰ひとり動こうとはしなかった。


「……いいやあ」


　と、否いなが唱えられた。


　誰ともなく、そちらを振ふり返った。


　吸きゆう血けつ鬼き。


　一いつ瞬しゆん、怯おびえに似た表情が皆みなの顔を走る。


　そう、この暴力の権ごん化げたる吸血鬼ならば、自らの行動で世界の崩壊を招こうとも後こう悔かいなどすまい。


「もう、我が慢まんできないな！」


　ざっ、とツェツィーリエが跳はねたのだ。


　その右手の爪つめが、長く伸のびていた。鉄さえも両断しそうに鋭するどいその爪は、ツェツィーリエの右みぎ肩かたと融ゆう合ごうした義手によるもの。


　金貨が、鳴った。


　ルーンの、刻印が。





「汝なんじは野牛、汝は勇ゆう猛もう、汝は俄にわかに降り来たる雨──されば吼ほえよ、ウルズ！」





　[image: ]


　呪じゆ力りよくによって増ぞう幅ふくされ、不ふ吉きつな唸うなりをあげたその爪に、一瞬ダリウスが身を硬くし、すぐ間ま違ちがいに気づいた。


　狙ねらったのは、ダリウスではなかったのだ。


　その後ろに佇たたずむ、もうひとりの影かげ。


　伊庭いつきであった！





「まずは、うちの所有物をたぶらかした、余計なやつから消えとけよ！」





「──いっちゃん！」


「──社長！」


　穂波と猫屋敷が、血相を変える。


　だが、間に合わぬ。いかなふたりといえど、この吸血鬼の神速に後から及およぶものではない。


　みかんとラピスも同様。


　オルトヴィーンと黒羽も、また同じ。


　コマ送りのように、魔ま爪そうによって少年の頸けい動どう脈みやくが裂さかれるのを、場の全員が幻げん視しした。者によっては、迸ほとばしる血の量とその熱さまでもはっきりと感じた。


「っ──！」


　いつき自身も、動けない。


　一年半以上の年月を修しゆ行ぎように捧ささげたとはいえ、所しよ詮せんは人間の範はん疇ちゆう。吸血鬼の不意打ちに反応できる道理もない。そのくせ妖精眼グラム・サイトだけは吸血鬼の爪を完かん璧ぺきに見み極きわめ、だからこそいつきは自分の死を確信した。


　避よけるも受けるもかなわぬ、絶対の死。


　その、生と死の狭はざ間まで、


「つああああああっ！」


　横ざまから流れたもうひとつの銀光を、いつきは視みた。


　そして、聞いた。


　鋭く清すが々すがしいその聖せい刃じんが吸血鬼の魔爪を弾はじく、澄すんだ音を。


「──やっと、間に合いました」


　凜りんとした声は、その剣けんとよく似ていた。


　肩かたから纏まとった白いマントが颯さつ爽そうと風に揺ゆれて、少女の白い肌はだと赤い髪かみを飾かざる。


「日本では、こうした行こう為いを助すけ太刀だちというのでしたか」


　入り口から疾しつ風ぷうのごとく駆かけ込んだ人ひと影かげは、ゆっくりと剣を構え直したのだ。


　銀色の剣の主。


「……お前、クロエ」


「……クロエ、さん」


　オルトヴィーンと黒羽が目を丸くして、その名を呼んだ。


　対する少女は、ただきっぱりとこう口にする。





「クロエ・ラドクリフ、自らの義によって〈アストラル〉の側に立たせていただきます」





「……は、そうか」


　くつくつ、とジェラールが背中を震ふるわせた。


「クロエを貸してくれ、と言われていたが、このときのためか」


「いっちゃん、また……！」


　顔を赤らめた穂波が何事かを口にしかけ、すぐぼそぼそと口ごもる。


　少年が吸きゆう血けつ鬼きの一いち撃げきを凌しのぎ、つい安あん堵どしてしまったことを、ごまかすようでもあった。その様子に、猫屋敷が微び苦く笑しようし、なんとなくみかんと黒羽までもほっと息をついてしまった。


　それぞれの反応を受けて、


「お前……」


　顔に朱しゆをのぼらせたツェツィーリエから目を離はなさず、クロエはさらに言いつのる。


「今のあなたに、私の剣が及ぶかどうか是ぜ非ひ試ためしたいところですが、残念ながら別の用があります」


「なんだと？」


　眉まゆをひそめたツェツィーリエではなく、自らの背後へとクロエは言った。


「いいですよ。来てください」


　そう、声をあげてすぐだった。


　彼女自身がやってきた入り口から、新たにふたつの人影が浮うき上がったのだ。


「……待たせた」


「待たせましたわね」


　同じ言葉を、ふたりが告げる。


　ふたり並んで、大英博物館に歩み来るその姿。


　片や二メートルはあろうかという巨きよ漢かん、片や花も羨うらやむような金きん髪ぱつの少女。まるで異なっているふたりなのに、その有り様はぴたりとはまっていた。


「アディリシアさん、ユーダイクスさん」


　いつきが、ふたりの名を呼んだ。


　ダリウスが、はっと瞠どう目もくする。


「お前──アディリシア、何故なぜ……」


「ユーダイクス・トロイデを、私の〈ゲーティア〉で預かると、言いましたわね。──〈協会〉副代表のパイプがある私なら、軟なん禁きん状態にあるユーダイクスを引き取っても文句は出ないでしょうし、〈協会〉側としても〈アストラル〉との因いん縁ねんのあるユーダイクスをいつまでも閉じ込めておくのはプラスになりませんから」


　金髪の少女は、至し極ごく丁てい寧ねいに口にする。


　数日前、ダリウスのもとをアディリシアが訪おとずれたのは、これが理由だったのだ。


「確かにそう聞いた。……何故、それがここにいる」


「必要と思ったからですわ」


　悠ゆう然ぜんと笑えみを浮かべた少女は、そっと少年いつきに問いかけた。


「待たせたかしら？」


「少しだけ」


「私に待たされたんだから、光栄に思いなさい」


「そう言われるんじゃないかと、ちょっと思ってた」


「いい心がけね」


「もう、アディリシアさんと出会って随ずい分ぶんになるから」


「人をうまく使うのばかり、上手になったんじゃなくて？」


「……ご、ごめんなさい」


「あら、謝るだけ？」


「えっと」


　困った風に、少年は頰ほおを搔かいて、言う。


「──ありがとう、ユーダイクスさんを連れてきてくれて」


　いつきが微笑すると、アディリシアは一いつ瞬しゆん困ったように表情を硬こう直ちよくさせて、つんとその顔をそむけた。


「いいから、早く済ませなさい」


「うん」


　少年がうなずく。


　錬れん金きん術じゆつ師しを、見やる。


「待ちました、よ」


「…………」


　ユーダイクスは、少しの間沈ちん黙もくしていた。


　それから、


「あの屋や敷しきを動けないから、お前から来いと言ったはずだ」


「はい」


「その私を動かすために、あの使者になんと言わせたか、覚えてるか」


「覚えてます」


「では、もう一度言ってみろ」


「はい！」


　強く、いつきはうなずいた。


　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめ、強く叫さけぶ。


「ユーダイクスさん、社長命令です！　この術式を、止めてください！」


「了りよう解かいした」


　短く答え、ユーダイクスはインバネスの懐ふところからある品を取り出した。


　それは、一見すれば、懐かい中ちゆう時計のように見えた。





「起動キーワード──哲てつ学がく者をとりまく時の流れは絶えず、たゆまず、赤き貴石すらついには滅ほろびぬ。されば至高の代行者、暁あかつきの子すらその権利を失わん」





　ごっ、と呪じゆ力りよくが膨ふくらみ、錬金術師の手の内から、ある流れに沿って螺ら旋せんを描えがき始めた。


　おそらく、それは単体の魔ま術じゆつ装置ではなく、もっと大きな術式の起動装置のようなものだったのだろう。ぐるぐると描かれる螺旋は、けして大英博物館にとどまらず、その建築物を擁ようするロンドン全体へと巡めぐっていったのである。


　すぐには、変化は訪れなかった。


　しかし、発動した瞬間、それは劇的ですらあった。





　ふたつの光の柱に、異変が生じたのだ。





〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の、それぞれの総力を搔き集めたろう光柱が──ゆっくりと、薄うすらいでいく。


　いや、完全に消えたのではない。


　ただ淡あわく、朧おぼろに薄らいだのだ。〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーにすら手出しできなかった呪力が、今ならば強ごう引いんに砕くだくこともできるのではないかと、そう思えるぐらいに。


　その恐おそるべき結果に、


「お前……」


　と、ダリウスは血走った目を少年へ向けた。


「何故なぜ、お前たちがこの術式に干かん渉しようできる──！」


「企き業ぎよう秘密です」


　精せい一いつ杯ぱいもったいぶって、いつきは人差し指を唇にあてた。


　プレッシャーにあてられて、その頰に汗あせが伝ってはいたが、少年は一歩たりとも退ひかなかった。


　だが、オルトヴィーンには心当たりがあった。


（あれ……か）


　いつきとダリウスの会談後、すぐにオルトヴィーンたちに、ロンドンの各所で行わせた魔術の儀ぎ式しき。


　街や森のあちこちへ呪物フエテイシユを埋うめ込み、あの羽はね猫ねこが何かの魔術をほどこした、一連の仕し掛かけである。


　その仕掛けの正体をオルトヴィーンたちも十全には知らされなかったが──実際に今ユーダイクスがその術式を起動したのを見ると、おそらく最後の詰つめはかの錬金術師が行っていたのだろう──つまるところ、今の〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の術式に干渉するためのものだったのだ。


　実際、効果は絶大だった。


　互たがいの切り札を弱体化され、〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も、ともに動きが取れなくなるほどに。


「……何の、つもりだ」


　巨きよ大だいな怒いかりを孕はらんだまま、ダリウスが尋たずねた。


「僕は──僕らは、〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも勝てません」


　素す直なおに、いつきが答える。





「でも、今この瞬しゆん間かんに限ってなら、どちらかを勝たせることができますよ」





「…………っ！」


　誰だれしもに、動どう揺ようの波が渡わたった。


　少年の言う意味を、全員が悟さとったのだ。


「まさか……お前……」


「まさか、君」


　ダリウスと、タブラ・ラサが、同時に口を開く。


　続けたのは、ダリウスの方だった。


「この術式を材料に……〈協会〉と……〈螺旋なる蛇オピオン〉の両方に……交渉をしかけるつもりか」


「はい」


　きっぱりと、いつきはうなずいた。


　ある意味で、どんな魔術よりも恐ろしい言葉であった。居並ぶ世界有数の魔法使いたちを、全員まとめて凍こおりつかせる呪文だった。


「……イツキくん」


　これは、ずっと見守っていたフィンが口を開いた。


「それで、アディリシアを使って、ユーダイクスさんを解放させたの？　この術式のぶつかり合いになると見切って、そこにピンポイントで罠わなを仕掛けるため？」


「はい。アディリシアさんに、僕が直接接せつ触しよくすると目立ちますので、クロエさんから伝言をお願いしました」


「は？」


　その言葉に、フィンが顔をしかめたのだ。


「じゃあ……クロエさんが、アディリシアは今回の件に無関係と言ったのは──」


　この儀式の数日前、塔とうから移送されたフィンに、クロエが詰きつ問もんしたときのことだ。


　当時のクロエは、穂波はいつきとともに儀式に同席するが、アディリシアは知らないと言っていた。だからこそ、フィンもこれ以上の不確定要素の参入はないと考えたのだ。


　しかし、


「申し訳ありません。……あれは噓うそです」


　しれっと、クロエが言った。


　そう来られると、しばらく目を丸くした後、若者も噴ふき出すしかなかった。


「それじゃ仕方がない。信じた僕が馬ば鹿かでした」


「謝罪します。騎き士しとしては恥はずべき行いでしたが、必要な措そ置ちと考えます」


　律りち儀ぎに頭を下げたが、いまさら責められるものでもない。


　そして、いつきが言う。


　ダリウスと、タブラ・ラサ双そう方ほうへ向けて。


「いかがですか、僕の話を聞いてもらえるでしょうか」


「…………」


　ダリウスは、息を止めた。


　この少年は、交こう渉しようという概がい念ねんを知ち悉しつしていた。


　相場が常に変動し続ける戦場において、自分の側から値打ちを決定させるそのやり方を、いつのまにか身につけていたのだ。


（才能……か）


　そうかもしれない。


　考えてみれば、もともと伊庭いつきは、意外な機転を働かせることがあった。誰もが窮きゆうしたその瞬間、無数の針の穴に糸を通すかのような解決策を示して、何度も周囲を驚おどろかせていた。


　ねじれにねじれた命題に対して、まったく別の角度の答えを出せる、発想の柔やわらかさ。


　しかし、今は──その機知を攻こう撃げき的に扱あつかう。


　攻撃と守りと、どちらが効果的かは言うまでもあるまい。


　かつての伊庭いつきが、難度の高い詰め将しよう棋ぎを必死でクリアしていたのなら、今のいつきはゲーム盤ばんそのものを自分でつくりあげる。


「どうですか？」


　再び、いつきが問う。


「…………」


「…………」


〈協会〉も、〈螺旋なる蛇オピオン〉も、誰だれも答えなかった。


　沈ちん黙もくが答えとも言えた。


　この少年の言葉なしには何も進まないと、〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も認めたのだった。あるいは、先のツェツィーリエのような不意打ちによって解決しようにも、今度こそラピスとみかん、黒羽とオルトヴィーンが少年の周囲をさりげなく固めている。


　クロエとジェラールを代表とする〈銀の騎士団〉たちもまた、今こそ正念場と集中力を高めている。


　いかに〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉といえど、これを一いつ瞬しゆんで突とつ破ぱすることは不可能だ。むしろそんなことをした隙すきに、相手側の術式に滅ほろぼされてしまうだろう。


　代わりに、穂波が口を開いた。


「これが、最初から伊庭くんの狙ねらいやったん？」


「最初から……じゃないよ」


　いつきが、苦く笑しようする。


「もっとずっとうまくいけばいいと思いながら、何度も何度も必死で修正してきた結果。狙いとか計画なんて言葉は絶対に使えないぐらい、いきあたりばったりで、でたとこまかせの積み重ね」


　そもそも、オルトヴィーンのところに、あれほど〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーが集まることを、いつきは予想していなかった。瞬間転移を可能とする新たな魔ま法ほう使つかいの存在など、考えているはずもない。


　もしも、オルトヴィーンが殺されていたら……そう思うだけでぞっとした。


　綱つな渡わたりを歩んでいることは、今も変わりない。


「どうして、そこまでするん？」


　改めて、穂波が言う。


　いつきは、くしゃくしゃと、顔を歪ゆがめた。


「夢を……見てたんだ……」


「夢？」


「昔の、夢」


　ぽつり、ぽつり、と言う。


「みんながいて……穂波も猫屋敷さんも帰ってきてて……アディリシアさんが澄すました顔で紅茶飲んでて……そんな夢」


「…………」


「……でも、それって〈アストラル〉や〈ゲーティア〉だけじゃダメなんだ」


　いつきが、言葉を継つぐ。


「僕らだけをなんとかしても……きっと、続かないんだ……僕たちは深く決定的に外の世界とつながっている。何かがあったら、誰かが引っ張られて、あっと言う間に夢は壊こわれちゃう」


　当たり前のことだ。


　どれだけ引きこもろうが、現実から離はなれられるわけではない。


　同じ世界に生きて、同じ世界で戦っている以上、誰も無関係ではいられない。あらゆる因いん縁ねんを自らの魔術として紡つむぐ、魔法使いならばなおさらのこと。


「だから、考えたんだ。──どうすれば、この戦いは終わるんだろうって」


「え？」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉を倒たおせば終わり？　それとも、ダリウスさんから〈協会〉の主導権を奪うばえば終わり？　僕たちの邪じや魔まをして勝手をするような魔法使いを片かた端はしからこらしめたら終わり？」


　まるで子供のようなことを、いつきは口にしていた。


　どうして戦争って起きるの、とでも言うようなひどく子供っぽくて、原始的な問いだった。


「そんなん──」


「答えは……ある」


　少年が、顔をあげる。


「答えはね、誰かが決めればいいんだ」


　きっぱりと、いつきは言った。


　たかだか十七歳の──高校三年生でしかない少年が。





「今ここで、僕が決める！　このくだらない戦いの終わりを、僕たちが決めればいい！」





　その言葉が、リーディングルームに響ひびきわたった。


　はたして、その意味は伝わった。


「君、つまりそれは……」


　と、タブラ・ラサが言い、


「つまり……〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉に……魔術決闘フエーデをさせるつもりか」


　と、ダリウスが言ったのだ。


　そのふたりへ向かって、


「互たがいにメリットがあるはずです」


　なおも、いつきは『その先』を提示する。


「魔法使いをこれ以上死なせたくないのは、どちらの組織だって同じでしょう。……だったら、魔術決闘フエーデという型にはめて、損害を最小限ですませるのは、どちらにとっても利益になるはずです」


「…………」


　間ま違ちがってはいない。


　いつきの言葉は凄すさまじい暴論ではあるが、ふたつの組織の理念から外れてはいなかった。








（──悪くは、ない）


　フィンは、思う。


（僕らにとっては、数の不利を消せる話だ）


　いくつかの魔術結社を取り込んだとはいえ、〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉では圧あつ倒とう的なまでに規模の差がある。しかし、いつきの言うような一定のルールの中ならば、この差を無にするまではいかずとも、ずいぶんと軽減できるだろうことは想定できた。








（──〈協会こちら〉にも、確かに意味はある）


　ダリウスも、思う。


（泥どろ沼ぬまのゲリラ戦の排はい除じよ、だな）


〈協会〉が最も怖おそれるのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いが、いつ終わるとも知れぬゲリラ戦に突とつ入にゆうすることだ。


　散発的なゲリラ戦となった場合、数の優位は活いかせぬ上、組織が持続的に消しよう耗もうしつづけることとなる。いくら〈協会〉が強大な権力と多くの魔ま法ほう使つかいを抱かかえていても、これらの状態が続いた場合、どれだけの間組織の体てい裁さいを保っていられるかは怪あやしかった。そうなれば、そもそもの魔法使いの互ご助じよ組合という目的すら見失う。


　かつての超ちよう大国が数十年を経て小国のゲリラ戦に勝利しきれなかったように、こうした局面は、「誰だれひとりとして勝利できない」だけなのだ。


　だからこそ、いつきの言葉は、ふたつの組織を衝しよう突とつ寸前で食い止めた。


　その言葉に、誰もが聞き入らざるを得なかった。


　何より。


（こいつらを潰つぶしても……意味がない）


　あまりにも、弱すぎるからだ。


　伊庭いつきと〈アストラル〉の強みは、個々の魔法使いと、その尋じん常じようならざるコネクションにある。単に組織としてのバックグラウンドを問うならば、所しよ詮せんは二代しか続いていない新興結社だ。


　潰そうとすれば多大な手間がかかるのに、そのことによる見返りもなく、見せしめとしての効果も期待できない。


「弱ささえ……武器にするか」


「はい」


　いつきは、言う。


「僕だって、分かってます。自分がもの凄すごく勝手なことを言ってるぐらいは」


　そう、分かっている。


　とりわけ昨年までの自分が、いかに勝手で、いかに不安定な存在だったか。


　夢見るような言葉だけを口にして、妖精眼グラム・サイトや仲間の『力』でつじつま合わせだけをして、ただその結果だけがなんとかついてきてくれただけ。結局はそのつじつま合わせも通じなくなって、穂波も猫屋敷もアディリシアも、いつきのために犠ぎ牲せいになったようなものだ。


（……それでも）


　それでも。


　その願いに、いつきは背を向けられない。


　いびつで、不完全で、どうしようもなく勝手な願いから、いつきは逃げられない。


　だから、決めたのだ。


　その身勝手な願いに、一歩でも近づくのだと。


　ただの思い込みや子供っぽい願望に過ぎなくても……それでも今度こそ、本当に自分の力で、その夢を叶かなえたいのだと。


　それがひどく危なっかしい──一歩間違えば独善的になりかねない思考だと、そこまで分かっていて、いつきはなおここへ踏ふみ込んだ。


　戦うための舞ぶ台たいへ。


　権けん謀ぼう術数入り混じる、華はなやかならざる泥沼の場所へ。


「…………」


「…………」


「…………」


　三者三様に、長い沈ちん黙もくがあった。


　長い空白だった。これまでリーディングルームで落ちた沈黙の中で、一番重く、一番長いそれであった。


　やがて。


　応じる声が、生まれた。


「いつ、どこでやるつもりなの？　魔術決闘フエーデに伴ともなう勝利条件などの各種設定は？」


　タブラ・ラサ。


　相変わらず、声こわ音ねは無む邪じや気きに、でもその眼まな差ざしは真しん剣けんに。


　いつきも、その真剣さに応こたえた。


「時間は三ヶ月以内、場所は〈協会〉の影えい響きようが低くて〈アストラルうち〉が管理している布留部市を考えてます。各種条件は、その間に双そう方ほうの組織と折衝するつもりです」


「…………」


　さらに、もう少し考えて、


「……うん」


　と、霊エーテル体の少女──タブラ・ラサはうなずいた。


「〈アストラル〉の伊庭いつきに預けて、この場を退ひくことを、〈螺旋なる蛇オピオン〉は提案するわ。〈協会〉はいかが？」


「……よかろう」


　と、答えがあった。


　こちらは、ぎりぎりと煮に詰つまった苦く渋じゆうを嚙かみしめ、ダリウスが肯こう定ていしたのだ。


「〈協会〉も、その提案を受け入れよう」





　その承しよう認にんこそ、魔術世界における二大組織を引き上げさせる、この夜最後の言葉となったのであった。
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　魔ま術じゆつ世界の混乱が落ち着くには、もう数日が必要となった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉が接せつ触しよくを果たし、そこで〈アストラル〉が魔術決闘フエーデを行うための仲ちゆう介かいを果たしたと、その情報が瞬またたく間まに業界全体へ知れ渡わたったのである。


　無論、喧けん伝でんしたのは〈銀の騎き士し団〉と〈ゲーティア〉だ。


　どちらにも、約束を反ほ故ごにされないためである。


〈協会〉にしろ、〈螺旋なる蛇オピオン〉にしろ、同調してくれる魔術結社を必要としている以上、そこまで明かされてしまっては露ろ骨こつに裏切る真似まねは難しい。結果として、多くの魔術結社が浮うき足立ち、上を下への大おお騒さわぎとなっていたわけだが、このあたりを整理するには後日の歴史家の手が必要となるだろう。


　ともあれ。


「…………」


　一通りの面会や業務上の処理を終えた後、ダリウス・レヴィはロンドンのさる路地裏を歩いていた。ダリウスにとってはいつもの散歩道であり、一週間のある曜日のある時間、そこを歩いていくのはほとんど決まり事となっていた。


　もしも、その行動を見ているものがいれば、そのまま時報にできるぐらいの正確さであった。


「…………？」


　途と中ちゆうで、壮そう漢かんはすっと視線をあげた。


　壁かべの上である。


　そこに、露骨に人工物めいたふたつの羽をつけた、ロシアンブルーの猫ねこが座っていたのだ。


「やはり……あなたか」


　と、なんとなく疲つかれた風に、ダリウスはため息をついた。


　つねに生気溢あふれたこの男にしては、珍めずらしい態度だった。


「あらあら、聞いてなかったかしら？　影崎くんとは一度顔を合わせたのだけど」


「ああ、知らされてはないな」


「人望がないのね」


　羽猫が、すっぱりと切って捨てる。


　自じ称しよう通り、猫の正体がヘイゼル・アンブラーだとするならば、このダリウス・レヴィとは実の親子のはずだった。


　しかし、そうした情愛は微み塵じんも感じ取れない。


　代わりに、両者をつないでいるのは、驚おどろくほど荒こう涼りようとした──空々しい感情だけだ。


　ダリウスは、抑おさえた声で問う。


「あの術式も、あなたの指図だな」


「ええ」


「……なるほど。あなたなら秘ひ匿とくの術式も知っているだろう。場合によってはその返し方も。〈協会〉の闇やみを知るからこそ、アンブラー影の一族なのだから」


「そうね」


　ダリウスの言葉を、羽猫が認める。


「……でも、そういう風に使ったのはあの子よ」


　と、付け足したのだ。


「あの子は、あたしにこう聞いただけ。〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉が正面激げき突とつするなら、互たがいに使いそうな術式は何か？　それから、それに対たい抗こうする方法はないかってね。──わざと〈螺旋なる蛇オピオン〉をおびきだして、あなたに準備を整えさせて、そういう術式を使わせるなんて悪わる巧だくみ、いくらあたしでもほいほい思いつかないわ」


「…………」


　実際、羽猫の言う通りではあろう。


　仮に、〈協会〉の秘ひ奥おうたる術式を知っていたところで、それだけではどうしようもない。


　自分を対〈螺旋なる蛇オピオン〉の部隊として差し出し、紅あかい種という賞品をちらつかせることで、やっと伊庭いつきはその知識を使いうる場所を得たのだ。


　まして、その根本。





　──〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉に魔術決闘フエーデを行わせようなどという、恐おそるべき発想。





　もはや、魔法使いではないからこその、柔じゆう軟なんな考えなどとはいえない。


　それは、魔法使いを知り尽つくした上での、別次元の思考だ。


　ダリウス・レヴィの目からしても、すでに伊庭いつきは自分と同じ地平に立つプレイヤーのひとりに相そう違いなかった。


　少し間をおいて、もう一度壮漢は口を開く。


「わざわざ姿を現したのは、そのことについて、余計な疑問を抱いだかんようにか？」


「あなたは昔から疑り深い子だったもの。最初から〈螺旋なる蛇オピオン〉と結けつ託たくしてた可能性とか、いたくもない腹を探さぐられちゃったら困っちゃうわ」


「実際、それも考えていた」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで、蒼あおいスーツの壮漢が言う。


「だが、それならば半年前の段階で逃にげ出していたろう。最近になって結託した可能性もあるし、それは今のお前が否定したところで、消えきらないがな」


「疑り深いこと」


　呆あきれたように羽猫が呟つぶやくと、ダリウスはすっと眼めを細めた。


「実際、紅い種は、〈アストラル〉が回収したろう」


「それはそうでしょう。あなたたちが持っていたら〈螺旋なる蛇オピオン〉が納なつ得とくしないし、逆もあなたたちが納得しないもの」


「ああ、そうだろうな」


　ダリウスも認める。


「……だが、我々の納得と、あの呪物フエテイシユの危険性は別だぞ。〈螺旋なる蛇オピオン〉が自らの目的と定める、あの呪物フエテイシユに施ほどこしてある呪じゆ術じゆつも、あの呪物フエテイシユがあの少年の右目に十何年も仮住まいしていたという事実もな」


　ひどく厳おごそかな物言いで、ダリウスは羽猫へ忠告した。


　いや、言葉面は忠告だったが、その表情は愉たのしげな非ひ対たい称しように歪ゆがんで、こう付け加えたのだ。


「せいぜい、大切な同どう僚りようがまた廃はい人じんにならんよう、気を付けることだ」


「…………」


　羽猫は、応こたえられない。


　それだけは、彼女にとっても、痛つう恨こんの出来事だったからだ。


　その『間』から、十分な痛つう撃げきを与あたえたと見ると、壮そう漢かんは踵きびすを返した。いつもの行動通りに、ロンドンの路地裏を歩み去ったのであった。


　蒼いスーツの背を見送って、しばらくしてから、


「……分かってるわよ」


　と、羽猫は独りごちた。


　ひどく重々しい言葉は、自分の胸中に刻みつけるようだった。


「先代の過あやまちだけは、あたしが繰くり返させやしない」


　羽はね猫ねこの声には、何者も迂う闊かつには触ふれがたい、強い決意が満ちていたのであった。





　　　　＊





「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　四匹ひきの猫が、ロンドンの安アパートで鳴き交かわしている。


　その真ん中で、スーツ姿の青年はぐったりと椅い子すにもたれかかっていた。


「……猫屋敷さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　と言ったのは、もちろん穂波だ。


　どちらも多くの書類を抱かかえ、今回の事件の報告書をつくっている最中だった。


「いえいえ、ちょっと無理したものでなかなか回復しきりません。穂波さんはぴんしゃんしてるわけですから、これは私の方が年なんでしょうねえ」


　自分の肩かたを揉もみながら、青年は苦く笑しようする。


　今回の経けい緯いを、もう一度思い浮うかべてしまったのだった。


「……さすがに、魔術決闘フエーデとは、予想できませんでしたよ」


　と、片目をつむって、口にする。


「確かに、一番被ひ害がいは少ないでしょう。もともと魔術決闘フエーデという制度には、ただでさえ少ない魔ま法ほう使つかいを、争いでこれ以上疲ひ弊へいさせないためという意味合いがあるわけですから」


「……そうやね」


　穂波も、認めた。


　少女にとっても、夢想だにしない提案だった。


　そもそも、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉とで、まともな交こう渉しようが成り立つとすら、少女は考えたことがなかったのだ。


「伊庭くんらしいと思う？　らしくないと思う？」


「両方ですかね」


　と、猫屋敷は言った。


「伊庭いつきでなければ、あの結論へは辿たどり着かないでしょう。そして、私たちの知っているいつきさんでは、やはりあの結論を出せない。その落差を、多分成長というんでしょうが」


「そやね」


　今度の穂波の同調には、少し困ったような感じが含ふくまれていた。


　成長と言いつつ、「でしょうが」と一部保留した猫屋敷の気持ちを汲くんだからだった。


（……子こ離ばなれの寂さびしさ、みたいなもんかもしれへんけれど）


　そう、思う。


　また、あるいは。


　自分たちがいたことこそ、いつきの成長を阻そ害がいしていたのかもしれない。


　こうして強ごう引いんにでも切り離されたからこそ、意外とも思える少年の変化を促うながせたのかもしれない。


　そう思うと、なんだか申し訳ないような気がした。


　そして、思い出してしまう。


　あのとき、〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉を前に切り出した言葉。


　どうしてそこまでするのかと、穂波が問い、いつきの口にしたあの答え。





　──『夢を……見てたんだ……』


　──『みんながいて……穂波も猫屋敷さんも帰ってきてて……アディリシアさんが澄すました顔で紅茶飲んでて……そんな夢』





　だから、必死に考えたのだと、少年は言った。


　きっと、ほとんどの人はくだらないと一いつ蹴しゆうするだろう──だけど、自分たちにとってはとても神聖な動機。


　それだけで、穂波は嬉うれしくなってしまう。


　そこまでして自分たちを取り戻もどしたいと思ってくれた、そのいつきの気持ちだけで、胸がいっぱいに溢あふれてしまう。きっと猫屋敷だって一いつ緒しよだろう。


「変わったけど……変わってないんやないかな」


　と、少女は言った。


「かもしれません」


　と、猫屋敷も言った。


　その口調は、ひどく似通っていた。


　かつて〈アストラル〉での時間をともにした──魔法使いを罰ばつする魔法使いふたりは、つかのま互たがいの思い出を鏡に映すかのようだった。


「こちらも、いろいろ考えることがありますね」


　そう言ったとき、


「──いえ、こちらの場合はシンプルなはずですよ」


　と、ふたりのどちらでもない声があがったのだ。


　玄げん関かんであった。


　ゆっくりと開いた扉とびらに、振ふり返った両者が面おも持もちを硬くする。


「影崎……さん」


　呼び捨てにしなかったのは、上司ゆえだ。


　表情という表情を持たない彼らの上司は、端たん的てきに自らの意見を口にする。


「次は、決戦となるでしょう。伊庭いつきがどのような条件をつけるとしても、〈螺旋なる蛇オピオン〉との直接対決は免まぬかれません」


　それは、そうだ。


　魔術決闘フエーデだとはいっても──いや、それぞれに不服な条件を取り除く魔術決闘フエーデだからこそ、正面からの激げき突とつとなるのは必然といえる。


　座セフイラーを名乗っていた者だけではない。


　ガラや、〈協会〉を裏切った占せん星せい術じゆつ師しオードリー・ラーター、はたまた最後の術式に加わった魔術結社たちとも、戦う可能性は高い。


　そのすべての可能性に、魔法使いを罰する魔法使いは対応できる必要性があるのだ。


「わざわざそんなことを言いに、私たちのところまで？　それとも、何か策でもできました？」


　そう訊きいた猫屋敷に、影崎は淡たん々たんと言った。


「あろうがなかろうが、勝たねばなりません」


「珍めずらしい。精神論ですか」


「現実ですよ」


　別段、強い意気込みもなく、口にする。


　それから、


「こちらに来たのは、情報をひとつ、教える必要があるからです」


　と、人差し指をあげた。


「教える？　何のことですか？」


　眉まゆをひそめた猫屋敷へ、影崎はこう告げたのだ。





「〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈王冠ケテル〉を名乗った、あの少女の正体……ですよ」





　　　　＊





　いずこともしれぬ洞どう窟くつの、闇やみの中だった。


　ひんやりとして過ごしやすい、まるで夏の氷ひ室むろにも似た場所。


　丁てい寧ねいに清められた土つち肌はだには、どことなく原始の神しん殿でんのような、厳おごそかな雰ふん囲い気きがあった。


　その、奥だ。


　少しだけ土が盛り上がり、絹のシーツを広げられたしとね。


　霊エーテル体の少女が、そこで横たわっていたのである。


　服も、髪かみも、爪つめも、肌も──瞳ひとみさえも真っ白な少女。


　タブラ・ラサ。


「あ～、いろんな人と会ったなあ。……ちょっと疲つかれちゃった」


　と、舌っ足らずな声で告げたのだ。


「まだ、お嬢じよう様さまの時間には限界がありますので」


　応こたえたのは、シルクハットに片眼鏡モノクルの魔ま法ほう使つかい──サタジットだ。


　さらに、近くには〈礎イエソド〉やメルキオーレも控ひかえている。


「嫌いやだなあ、眠ねむりたくないなあ。あたし、もーっとこの世界をいっぱい見てたいのに。いろんな人と会いたいし、おしゃべりしたいし、このまま寝ちゃうのつまんなーい」


「今度、お目覚めになったときに、そうされたらよろしい。もう大分眠くなっているでしょう」


「……うん。目とかしょぼしょぼ」


　と、少女があくびをする。


　小さく開いた口が可愛かわいらしく、はわはわと半はん透とう明めいの手が唇くちびるを押さえた。


「じゃあさ、サタジット。あたしが起きたときのために、面おも白しろいもの全部片かた端はしから揃そろえておいてくれる？」


「分かりました。今回では、何が面白かったです？」


「うーんと」


　腕うでを組んで、少女が片目をつむる。


「そうそう、あの伊庭いつきくんは結構いい線をいってたかな」


「気に入られました？」


「うん。ああいう人間がいるなら、今の世界もそう悪くはないね。あのフィンくんがご執しゆう心しんなのも分かっちゃうな。てっきり紅あかい種の苗なえ床どこになっただけの相手と思ってたんだけどね～」


「フィンは、ツェツィーリエと一いつ緒しよにジェイクのもとで治ち療りよう中です。お嬢様がお眠りの前にお話しできなかったと残念がってました」


「そっか」


　にっこりと、少女は笑った。


「じゃあ、起きたらフィンくんとも会わないと。やることいっぱいいっぱいあるなあ。……ふわ、わ」


　もう一度、あくび。


　よほど眠気をこらえきれないのか、これも真っ白な瞼まぶたが何度と無く垂れ下がる。


　その様子に、サタジットはシルクハットを外し、深々と一礼した。


「どうぞ、よい夢を。お嬢様」


「……お休み……なさい……」


「私も祈き願がんする。御おん身みによい夢を」


　メルキオーレと〈礎イエソド〉の言葉も、それぞれに少女を微び笑しようさせた。


「じゃあ、みんな、後お願いね」


「お任せくださいませ」


　サタジットの了りよう解かいを聞くと、少女はしとねに横たわったまま瞼を閉じる。


　やがて、霊エーテル体にはあるはずもない──寝ね息いきさえたてて、少女は安らかな眠りに入ったのである。


　それを見届けてから、


「……完成度……は？」


　と、メルキオーレがサタジットに尋たずねた。


「今の感じだと、六割といったところでございますね。〈理解ビナー〉と〈智慧コクマー〉が引き続き儀ぎ式しきに入っておりますが、もう少し、時間がかかるでしょうな。お嬢様こそは、紅い種と対ついをなす〈螺旋なる蛇オピオン〉最大の魔術ですので」


　少女を見ながら、サタジットは言う。


　他ほかではない。


　この少女が──少女そのものが、サタジットとメルキオーレは魔術による生成物だと言っているのだった。


「魔術決闘フエーデに……間に合うの……？」


「間に合わせるより、ありませんでしょう」


　メルキオーレの問いに、サタジットは相変わらず丁てい寧ねいに応える。


「魔術決闘フエーデの終わったそのときこそ、我らの目的を達成するその瞬しゆん間かんにしなければならないのですから」


「同意」


「仕方……ありませんね……」


　その言葉に、〈礎イエソド〉とメルキオーレがそれぞれにうなずいた。


　そして、





「では、失礼いたします」


「次は……魔術決闘フエーデで……」


「いずれ、また」





　その言葉を、最後に。


　霊エーテル体の少女を含ふくむ気配は、すべてが消え失うせたのであった。





　　　　＊





　陽ひは巡めぐる。


　月は巡る。


　いかなる国も場所も問わず、昼と夜とを見つめてきたふたつの星。


　うまず、たゆまず、それは時間の流れを形作る。魔術の本場たる英国であろうが、その主流から取り残された極東の国だろうが、その真理は変わることがない。


　──日本であった。


　ロンドンでの事件から一週間ほど経過した、〈アストラル〉事務所である。


　ゴールデンウィークも終わり、同じ高校になったオルトヴィーンとともにいつきも登校を再開していたわけだが、そんな日常とは遠く、少年の周囲は別の問題を勃ぼつ発ぱつさせていた。


　初夏の陽光が差し込む事務所のデスクで、いつきは頭を抱かかえていたのである。


「どうしましたの？」


　優やさしく、しかし誰だれもが背筋を正してしまいそうに凜りんとした声が、その鼓こ膜まくを撫なでた。


「いや……その……魔術決闘フエーデのことで」


　と、少年が正直に告白する。


「どう条件をつけたらいいか、まださっぱりで」


「それはそうでしょうとも」


　声は、呆あきれたように同意した。


「〈協会〉そのものに魔術決闘フエーデをさせるなんて、前ぜん代だい未み聞もんにもほどがありますわ。前例がない以上、簡単に条件が決まるはずもありません。その程度、分かっていたことでしょう？」


　そう言ったのは、応接室────といっても、パーティションで区切っただけ──のソファに座った、ひとりの少女であった。


　いつきと同じ高校の、制服。


　金きん髪ぱつの縦ロール。


　心までも見み抜ぬくような翠みどりの瞳ひとみ。


　アディリシア・レン・メイザース。


「……まあ、そうだけど」


　と、いつきの方が、ふと顔をあげた。


「紅あかい種は、どう？」


「〈ゲーティア〉の日本支部で管理してますわ。ダフネと一いつ緒しよに、魔ま神じんの警護も付いてますのでご心配なく」


「そっか」


　少年が微び笑しようする。


　自分のやったことが正しかったのかどうか、いつきにはいまだに分からない。魔ま法ほう使つかいの世界を好き勝手にひっかきまわし、多くの人間を騙だまして、結果的に数人は傷つくことともなった。


　それでも。


　ひとり戻もどってきたのだと、思う。


　少なくとも、それだけは前進できたのだと、そう思いたかった。


「ところで」


　と、別の声があがった。


「ひとつ、聞いておきたいことがあるんだが」


　近くのデスクで、こちらも多数の魔術結社への挨あい拶さつ状や添てん付ぷするレポートを書いていた、オルトヴィーンが口を開いたのだ。


　普ふ段だんから目つきの悪い表情を、さらに悪化させたそれで、少年はこう問うたのだ。


「お前、もしも邪じや魔まが入らなかったら、あの紅い種を本当に眼めに戻すつもりだったのか？」


「あ……それは」


　その質問に、いつきがもごもごと口ごもった。


「何だ？」


「えとその、最悪は……それでも仕方ないかな……って。ほ、ほら、あの種を調べれば、〈螺旋なる蛇オピオン〉についてももう少し詳くわしく分かったと思うし……」


　ぼそぼそと呟つぶやくと、すぐさま答えが返った。


　複数であった。





「あいたあっ！」





　走り寄ってきた全員から、ぽかぽかぽかと、全方位から頭を叩たたかれたのである。


「やっぱりな馬鹿（Dummkopf）！」


「いつき、考えなしは駄だ目め」


「お兄ちゃん社長、今のはひどいよ！」


「うん。さすがに今のは、いつきくんが叩かれて仕方ないと思います」


　未使用のスリッパを騒霊現象ポルターガイストで浮うかべた黒羽にまで言われては、少年に立つ瀬せなどあるはずもない。


　なおかつ、


「もちろん騎き士しとしても認められませんね」


　これはアディリシアと同じく、〈銀の騎士団〉代表として来ているクロエも、全面的に同意する。


「……は、はい」


　首をすぼめ、すっかり涙なみだ目めになって返すいつきである。


　そして、


（……本当に、この人は）


　と、アディリシアは思う。


　組織として、〈ゲーティア〉がここにいる大義名分は得た。


　すでに、魔術世界は二分の状じよう況きようではない。その交こう渉しよう役をつとめる〈アストラル〉を含ふくめた三分の状態となっている。ここまで〈アストラル〉の重要度がはねあがった以上、〈ゲーティア〉が〈アストラル〉に与くみしても私心とは言えまい。


　むしろ、金銭的な融ゆう資しを通じて〈協会〉とはつながっているのだから、〈アストラル〉ともパイプをつくっておいた方が、組織には有益といえる。


　だが。


　魔法使いである以上、アディリシアを縛しばるものは組織論だけではない。


（……あの、座セフイラーの魔法使いたち）


　居並んだ魔法使いたちの呪じゆ力りよくを、アディリシアは思い出した。


　穂波は魔法使いを罰ばつする魔法使いとして大おお幅はばなレベルアップを果たし、彼らと競える能力を手にしたが、自分はそうではない。争えばむざむざと負けるとは思わないが、勝つのも難しいだろう。


　そして、アディリシアが魔法使いとしてより強さを求めるならば、その代だい償しようは……。


（……いいえ）


　唇くちびるを、嚙かむ。


　探さなければならない。


　自分も、この戦いから逃にげることはできない。


　それに、まったく考えがないわけではないのだ。アディリシアなりに、代償と向き合う方法は想定してきている。


　でも、それは……。


「…………」


　黙だまって、少女は少年を見つめた。


　不思議な相手だった。


　もう、ただの少年とは言えまい。


　あのダリウスにも、〈螺旋なる蛇オピオン〉にもひけをとらず、今度こそ正式な壇だん上じようへひきずりあげた者。魔術世界最大の嵐あらしを巻き起こす、今やその中心となった少年。


　見ているだけで、心臓が潰つぶれそうに思う。


　不安と、心配と……愛いとおしさとで。


「……アディリシアさん？」


　気づくと、その少年がきょとんと首を傾かしげていた。


　その表情だけが、二年前と変わらない。


　どうしてだろう。


　こんなにも、自分たちは遠くへ来てしまったのに。


「なんでもありませんわ。──ただ」


　ただ、と言って、少女は区切った。


「いつか、聞いていただきますから」


「……は、はい」


　その真しん剣けんな言葉に、いつきも何も問い返せず、うなずくしかなかった。


「それより──あの、〈螺旋なる蛇オピオン〉の首領の言ったことを覚えてます？」


「……うん」


　小さく、少年がうなずく。


　場の全員が、表情を変える。


　あの霊エーテル体の少女──タブラ・ラサの言葉を思い出したのだ。


　事件の直後、いつきは直接尋たずねたのである。


　紅い種を使って、〈螺旋なる蛇オピオン〉は何をしようとしているのかという、その真実を。


　すると、少女は明確に答えた。





　──『創世よ』





　いともあっけなく、いとも簡単そうに。





　──『もう、この地ほ球しで魔ま法ほう使つかいが勝てないことは決定してるわ。たとえ火星だろうが木星だろうが、宇宙のどこにいっても魔法使いは科学に勝てない。物理法則がそうなってるんだもの。……だから、新しい宇宙をつくるの。正確には宇宙になるだろう卵ね』





　荒こう唐とう無む稽けい。


　いくら魔術とはいえ、その表現をいくら使っても文句は出まい。


　だというのに、いつきも含めて誰だれも笑い飛ばせなかった。〈アストラル〉はおろか、〈銀の騎き士し団〉も、魔法使いを罰する魔法使いたちも、アディリシアも、ユーダイクスも……あのダリウス・レヴィさえ、その言葉に呑のまれたのだ。





　──『宇宙の卵をつくるのが、あたしたちの目的よ。それはそう、科学がついに阿あ頼ら耶やほどの短い時間とはいえ、ブラックホールをつくるに至ったようにね？』





　それはきっと、一定以上鋭するどい魔法使いなら、もう分かっていたことなのだ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉とは、もともとある創世の伝承に存在する、生命の樹セフイロトに棲すまう蛇へびの名なのだ。


　嫉しつ妬と深い神に反乱を起こし、人間へ知ち恵えを与あたえた聖なる蛇。


　その蛇は、さらに別の伝承ではこう言われている。


　つまり──





　世界卵を生んだ、盲もう目もくなる創造の蛇なのだと。





　　　　＊





　そして。


　もうひとつだけ、ある邂かい逅こうを語ろう。





　伊庭いつきが〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈王冠ケテル〉たる少女の言葉を思い返した、ちょうどその頃ころである。


　さるアジアの山脈に連なる洞どう窟くつへ、小こ柄がらな男が足を踏ふみ入れていた。


　初夏とはいえ、五千メートル以上の高度とは思えない、非常識なまでの軽装だった。墨すみ染ぞめの法衣に錫しやく杖じよう、後は汚よごれたナップサックを背負っただけの、旅の僧そう侶りよの姿。


「……やっと、見つけたでござる」


　と、特とく徴ちよう的な言葉で、僧侶は長い息をついた。


　まるで、何年も止めていたかのような、長い長い吐と息いきだった。


「しかし、ここで何をしておった？　おぬしは魔法使いでもなかろう？　魔術の血を一ひと滴しずくも引かぬ身で、一体何をしておるのだ？」


　その言葉を、聞く者とていない。


　いや。


　いはしたが、その相手はじっと座ざ禅ぜんを組み、黙もくしているばかりだった。僧侶──隻せき蓮れんの聞いてきたことが事実ならば、男はもう九年以上もそうしているのだった。


「……社長」


　低く、声が漏もれる。





　結けつ跏か趺ふ坐ざを組んでいたのは……〈アストラル〉先代社長・伊庭司であった。







〈了〉





　あとがき




　お待たせしました。『レンタルマギカ　白の魔法使い』をお贈おくりします。





　前作の『銀の騎士と魔法使い』から、いつきは大きく進路を変へん更こうしました。


　今、彼の取っている方策は加速。


　よりよい未来に、いつか見た夢に辿たどり着くための最短ルート。ありとあらゆるものを巻き込んで、ありとあらゆるものを引き連れて、少年の疾しつ走そうはひたすらに加速していきます。


　そして、加速するならば、いずれは出会ってしまうのがふたつの組織。


〈協会〉と、〈螺旋なる蛇オピオン〉。これまで〈アストラル〉という存在を介かいしてのみ戦っていたふたつの組織は、ついに正面から激げき突とつすることとなります。


　ふたつの──いえ、三つの組織に属する魔法使いたちが出会ったとき、何が起こるのか。


　今回は、そういう話です。





　ところで、この本と同時にスニーカー文庫から『Ｓ　ＲＥＤ　ザ・スニーカー100号記念アンソロジー』が発売されているはずです。スニーカー文庫関連の作品で文庫未収録の名作短編を集めたものなんですが、拙作『レンタルマギカ』も末席に加えていただきました。


　タイトルは『魔法使いの祝祭』。かつてＤＶＤ６巻の特典として書いた作品です。第一部のクリスマス、穂波とアディリシアがいつきにさせた約束は一体どうなったのかと、おおよそそんな話。いつか本にしたいと思っていたのですが、このザ・スニーカー100号記念のアンソロジーでやっと日の目を見せられました。


　ひさしぶりにあの頃ころのいつきたち──あの頃の〈アストラル〉に触ふれてみたいと思った方は、ぜひどうぞ。個人的にも気に入っている作品です。





　最後になりますが、今回もいろいろ悩なやみつつ最高のイラストをあげてくださったpakoさん、〈銀の騎士団〉など各種魔ま術じゆつの資料を送ってくださった魔術考証の三輪清宗さん、怠なまけ者の作者よりずっとハードなスケジュールの中（忘れられがちなんですが編集さんって大変な仕事です！）原げん稿こうやデザインなど管理してくださった担当のＭさん、そしてもちろん読者の皆みなさんにかなうかぎりの感謝を捧ささげます。


　次は、秋から冬の内にお会いできるかと思います。





　二○一○年五月




『指輪物語　二つの塔』を読みながら　　





レンタルマギカ


白しろの魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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